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「第3学舎」
昭和42年（1967）に設置された社会学部の学舎として、

翌年春に千里山キャンパスの外苑に当たる、経商学舎の道を挟
んだ西側に竣工。4月24日に落成式が行われた（＝写真右端
の建物）。
その後、学生定員、教員数の増加、カリキュラムの充実等に

伴い、環境の整備・充実のため、昭和61年（1986）に現学
舎の西側に5階建ての建物が増築され、4月に竣工（＝写真中
央の建物）。両学舎は渡り廊下で結ばれた。
更に、平成14年（2002）夏には、その西側に地上10階

建て（地下1階付）の千里山キャンパスでは一番高い建物が建
設され、9月に竣工。名神高速道路からの景観や、法文坂から
の景観も一変した。
また、2階には初の本格的なシアター形式の教室として「ソシ

オAV大ホール」が設置された。



第98回定時代議員会を開催
平成24年度事業計画と収支予算案を承認
校友総会は10月21日（日）にBIGホール100で開催
～任期満了による代議員の改選を付議～

中野寛成議員の東日本大震災に関する講演を聞く

天神祭・船渡御（7月25日）「関大丸」乗船者募集!!

おめでとうございます―春の叙勲・褒章受章者
連携プロデューサーの企業訪問―ものづくりの現場のいま―（5）

6900人の新関大生が誕生―13学部の入学式を挙行
今春開校の留学生別科でも初の入学式

タイ・バンコクオフィスを開設―3カ所目の海外拠点として

体育の世界大会優勝者などに大島賞、校友会は会長から副賞授与

学校法人関西大学の募金事業について

きらっ人校友録 ジャズボーカリスト 五十嵐あきこさん

2012スプリングフェスティバル
絶好の花見日和に全国から7000人参集

各団体の総会等開催報告（校友会登録組織を中心に）

好友抄―神奈川支部役員　八木　晟次氏（昭18大予１）
北から南から＜各地支部だより＞
新刊紹介　校友短信　訃報　会と催し

オース！ごきげんさん。（42）
自分が動けば、社会も動く―門林 良和（上）
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葦の雫

６
年
前
か
ら
六
甲
全
山
縦
走

（
須
磨
浦
公
園
〜
宝
塚
の
約
56

km
）
に
挑
戦
し
て
い
る
▼
11
月
の

夜
明
け
前
午
前
５
時
過
ぎ
、
須

磨
浦
公
園
に
蟻
の
行
列
の
ご
と

く
、
人
、
人
、
人
、
頭
に
ラ
イ
ト

を
つ
け
、
ひ
た
す
ら
前
を
歩
く
人

の
姿
を
追
っ
て
、
一
歩
、
一
歩
、

午
後
９
時
過
ぎ
ま
で
約
56
km
先
の
宝
塚
の
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
、
ひ
た
す
ら
歩
き
続
け
る
の
で

あ
る
▼
こ
ん
な
に
も
過
酷
な
山
歩
き
を
考
え
出

し
た
先
人
は
、
昨
今
の
東
京
や
大
阪
市
民
マ
ラ

ソ
ン
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
人
気
で
、
参
加
申

込
書
入
手
が
困
難
を
極
め
て
い
る
と
は
思
い
も

よ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
▼
よ
く
、
マ
ラ
ソ
ン

を
人
生
に
例
え
て
「
山
あ
り
谷
あ
り
」
と
言
わ

れ
る
が
、
こ
の
六
甲
全
山
縦
走
に
参
加
、
完
走

し
た
人
な
ら
誰
も
が
身
に
し
み
て
実
感
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
11
月
の
本
番
に

向
け
、
残
夏
厳
し
い
９
月
か
ら
練
習
を
開
始

し
、
徐
々
に
距
離
を
延
ば
し
持
久
力
な
ど
を
つ

け
て
い
く
▼
過
酷
な
練
習
だ
け
で
な
く
、
褒
美

に
そ
の
日
の
練
習
が
終
わ
っ
て
、
下
山
後
、
風

呂
で
汗
を
流
し
た
後
の
冷
た
い
ビ
ー
ル
の
一
杯

は
言
葉
に
言
い
表
せ
な
い
。
こ
の
喜
び
が
あ
る

か
ら
リ
タ
イ
ヤ
せ
ず
に
辛
い
練
習
に
耐
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
完
走
し
た
時
は
、
そ

れ
は
何
物
に
も
代
え
難
い
達
成
感
と
感
動
に
酔

い
し
れ
、
至
福
の
時
を
迎
え
る
の
で
あ
る
▼
そ

し
て
、
毎
年
山
に
、
お
ご
る
こ
と
な
く
、
初
心

を
忘
れ
ず
、
体
調
管
理
に
配
慮
し
、
真
摯
な
態

度
で
の
練
習
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。
是

非
、
一
度
５
月
の
新
緑
の
山
を
歩
き
、
お
い
し

い
空
気
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

関大 569号 目次

2

4

6

8

14

16

18

30

32

42

45

大学・学生関係

本部活動

34



02

平
成
24
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
案
を
承
認

田
中
義
昭
副
会
長
の
開
会
挨

拶
、
学
歌
斉
唱
の
後
、
物
故
校

友
・
大
学
関
係
者
と
東
日
本
大
震

災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
多
く
の

方
々
の
冥
福
を
祈
り
、
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
た
。

来
賓
紹
介
が
あ
り
、
寺
内
俊
太

郎
校
友
会
長
が
挨
拶
。
寺
内
会
長

は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
、
ま
ず

「
今
後
10
年
20
年
と
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
出
来
事
が
昨
年
あ
っ
た
。
一

日
も
早
い
復
興
が
今
後
の
礎
と
な

る
と
感
じ
て
い
る
」
と
し
て
東
日
本

大
震
災
の
被
害
映
像
を
紹
介
。
続

い
て
、
機
関
紙
「
関
大
」
新
年
号

の
年
頭
所
感
で
述
べ
た
「
今
こ
そ
、

絆
を
大
切
に
」
の
内
容
を
か
い
摘

ん
で
説
明
。
併
せ
て
上
原
理
事
長
、

学
長
の
言
葉
も
紹
介
し
、「
21
世

紀
社
会
の
継
続
的
発
展
を
支
え
る

総
合
大
学
と
し
て
、
人
類
社
会
の

明
る
い
未
来
に
向
け
て
有
為
な
人

材
を
社
会
に
送
り
出
す
使
命
の
た

め
努
力
し
て
い
る
母
校
に
エ
ー
ル

を
送
り
た
い
」
と
述
べ
た
。
昨
年
度

後
半
の
本
部
事
業
を
紹
介
の
後
、

最
後
に
畑
下
辰
典
顧
問
の
随
筆

「
熱
き
母
校
愛
で
戦
後
関
大
を
築

く
―
岩
崎
卯
一
先
生
と
久
井
忠
雄

先
生
―
」
を
紹
介
し
、「
元
気
な
校

友
会
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
熱
意
と

総
力
を
結
集
し
、
そ
れ
を
熟
慮
し
、

実
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
会
務
を

遂
行
し
て
き
た
。
任
期
最
後
の
年

を
迎
え
、
新
し
い
校
友
会
を
構
築

し
て
次
期
に
伝
え
た
い
」
と
、
今
年

の
抱
負
を
述
べ
た
。

来
賓
挨
拶
で
、
上
原
洋
允
理
事

長
は
、「
今
後
の
日
本
の
発
展
の
た

め
に
は
人
材
の
育
成
し
か
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
全
て
の
大
学
は
大

事
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
国
際

化
も
必
然
で
あ
り
、
関
西
大
学
も

南
千
里
国
際
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
。
将
来
的

第
98
回
定
時
代
議
員
会
が
、
3
月
24
日
午
後
1
時
か
ら
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
1
0
0
周
年
記
念
会

館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
6
4
0
余
人
が
出
席
、
平
成
24
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
に

つ
い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
承
認
し
た
。

な
お
、
今
回
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
校
友
と
し
て
こ
れ
か
ら
何
を
な
す
べ
き

か
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
議
事
終
了
後
、
当
時
国
務
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
長
を
務
め
て
い
た
中
野

寛
成
衆
議
院
議
員
に
、「
東
日
本
大
震
災
の
現
場
で
〜
そ
の
と
き
何
が
あ
っ
た
の
か
、
復
興
に
向
け
て
何

を
す
べ
き
か
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き
、
出
席
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

校
友
総
会
は
10
月
21
日
（
日
）
に
開
催

◆
◆
◆
任
期
満
了
に
よ
る
代
議
員
の
改
選
を
付
議
◆
◆
◆

に
は
２
千
人
の
、
そ
れ
も
質
の
高

い
留
学
生
を
育
て
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
今
年
４
月
に
社
会
安
全

研
究
科
の
博
士
課
程
後
期
課
程
が

開
設
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
国
際
的

に
通
用
す
る
防
災
・
減
災
の
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
育
成
し
て
い
く
。

少
子
化
の
中
で
、
大
学
の
約
半

数
が
定
員
割
れ
、
３
分
の
１
が
学

校
会
計
上
で
収
支
決
算
が
赤
字
と

い
う
厳
し
い
環
境
が
あ
る
が
、
関

西
大
学
は
教
員
・
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
。
校
友
各
位

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
協

力
を
お
願
い
し
た
。

楠
見
晴
重
学
長
は
、「
就
任
以

来
、
関
西
大
学
を
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
区
の
ハ
ブ
大
学
と
し
て
機
能
さ

せ
て
い
く
と
言
い
、
そ
の
た
め
の
施

策
も
講
じ
て
き
て
い
る
。
関
西
大

学
は
、
残
念
な
が
ら
国
際
化
の
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
は
な
い
が
、
今
後

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

そ
こ
で
校
友
会
に
２
つ
の
お
願

い
が
あ
る
。
１
つ
は
校
友
会
も
国

際
化
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

海
外
支
部
の
数
は
関
学
21
、
立
命

23
、
同
志
社
13
と
な
っ
て
お
り
、

ラ
イ
バ
ル
校
の
後
塵
を
拝
し
て
い

る
。
本
年
度
の
事
業
計
画
書
に
も

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
是
非
積
極

的
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

も
う
１
つ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
、
若
い
人

を
取
り
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

今
、
若
い
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
な
ど
は
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
を
通
じ
て
独
自

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
連
絡

を
取
り
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
１

つ
に
纏
め
れ
ば
、
校
友
会
の
活
性

化
に
も
繋
が
る
。
大
学
と
し
て
も

早
急
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
、
要

請
し
た
。

議
事
に
移
り
、
都
合
で
欠
席
の

日
根
直
人
議
長
に
代
わ
り
、
山
田

拓
幸
副
議
長
を
議
長
に
審
議
が
進

め
ら
れ
た
。

第
１
号
議
案
「
平
成
24
年
度
事

業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
」
と
第
２

号
議
案
「
平
成
24
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
」
は
、
一
括
上
程

さ
れ
、
北
嶋
弘
一
総
務
、
伊
藤
晃

平
成
24
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
案
を
承
認

平
成
24
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
案
を
承
認

第98回定時代議員を開催中
野
寛
成
議
員
の
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
講
演
を
聞
く



の
証
と
し
て
、「
私
た
ち
の
パ
ト
カ

ー
を
見
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
整

列
し
て
心
か
ら
の
敬
礼
を
し
て
く

れ
た
。
あ
ん
な
綺
麗
な
敬
礼
を
今

ま
で
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」
な

ど
、
現
場
で
の
感
想
を
書
い
た
警

察
官
の
手
紙
を
紹
介
し
、
使
命
感

に
燃
え
て
活
動
し
た
警
察
官
の
姿

を
髣
髴
と
さ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

披
露
し
て
講
演
を
終
え
る
と
、
会

場
か
ら
は
、
深
い
感
動
を
伝
え
る

大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

休
憩
後
、
同
会
場
で
有
志
に
よ

る
懇
親
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、
古

川
好
男
副
会
長
の
開
宴
挨
拶
、
池

内
啓
三
専
務
理
事
の
発
声
で
乾
杯

し
、
約
１
時
間
に
亘
り
懇
親
を
深

め
た
。

な
お
、
休
憩
時
間
や
帰
り
に
は
、

受
付
に
置
か
れ
た
東
日
本
大
震
災

義
援
金
募
金
箱
に
出
席
者
か
ら
浄

財
が
入
れ
ら
れ
た
。
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充
事
業
、
三
木
允
子
広
報
、
渡
邊

泰
之
組
織
、
植
田
芳
光
財
務
の
各

部
長
が
所
管
事
項
を
詳
し
く
提
案

説
明
し
た
。

24
年
度
の
主
な
事
業
計
画
と
し

て
は
、
校
友
総
会
は
10
月
21
日

（
日
）
午
後
１
時
か
ら
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
・
第
２
学
舎
４
号
館
「
Ｂ

Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１
０
０
」
で
開
催
さ

れ
る
。
本
年
度
は
、
任
期
４
年
の

役
員
の
改
選
期
に
当
た
る
た
め
、

議
事
と
し
て
「
任
期
満
了
に
よ
る

代
議
員
の
改
選
」
が
付
議
さ
れ
る

重
要
な
総
会
と
な
る
。
第
２
部
の

記
念
講
演
で
は
、
講
師
に
学
校
法

人
Ｊ
Ｅ
Ｔ
日
本
語
学
校
理
事
長
の

金
美
鈴
先
生
を
予
定
し
て
い
る
。

２
年
ぶ
り
と
な
る
全
国
組
織
代

表
者
会
議
は
、
７
月
７
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
、
今
回
も
出
席
者

を
地
域
支
部
に
限
定
し
て
１
０
０

周
年
記
念
会
館
で
開
催
。
恒
例
の

天
神
祭
・
奉
拝
船
「
関
大
丸
」
の

就
航
は
７
月
25
日
（
水
）
に
実
施
。

校
友
落
語
家
に
よ
る「
関
大
寄
席
」

は
10
月
28
日
（
日
）
に
天
満
天
神
繁

昌
亭
で
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
校
友
会
の
社
会
連
携
活

動
の
一
つ
と
し
て
、
各
組

織
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動

を
精
力
的
に
展
開
し
、
そ

れ
ら
活
動
に
対
し
て
本
部

と
し
て
の
支
援
制
度
に
も

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
本
年
９
月
末
で

学
校
法
人
関
西
大
学
役
員

の
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、

法
人
の
寄
附
行
為
に
よ
っ

て
、
校
友
会
は
校
友
評
議

員
の
選
出
母
体
と
な
り
、

校
友
評
議
員
候
補
者
50
名

以
上
１
０
０
名
以
内
の
推

薦
を
行
う
。
な
ど
の
事
業

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

質
疑
応
答
に
入
っ
た

が
、
会
場
か
ら
は
特
に
質

問
も
な
く
、
両
議
案
と
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
石

井
國
男
副
会
長
の
閉
会
挨

拶
で
終
了
し
た
。

議
事
終
了
後
、「
東
日
本
大
震

災
の
現
場
で
〜
そ
の
と
き
何
が
あ

っ
た
の
か
、
復
興
に
向
け
て
何
を

す
べ
き
か
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
当

時
国
務
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
長

を
務
め
て
い
た
校
友
の
中
野
寛
成

衆
議
院
議
員
（
昭
33
学
法
）
の
特

別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

中
野
議
員
は
、
国
家
公
安
委
員

長
就
任
時
、
警
察
幹
部
を
前
に

「
正
義
を
権
力
か
ら
護
れ
」
と
訓
示

し
た
こ
と
を
ま
ず
紹
介
。
大
震
災

に
関
し
て
は
、
水
道
も
止
ま
っ
た

現
地
で
、
僅
か
な
ボ
ト
ル
の
水
を

使
っ
て
遺
体
を
清
め
た
警
察
学
校

の
生
徒
た
ち
の
活
動
か
ら
話
を
は

じ
め
、
警
察
と
自
衛
隊
の
装
備
の

違
い
、
阪
神
淡
路
大
震
災
と
東
日

本
大
震
災
と
の
違
い
を
紹
介
し
な

が
ら
、
当
時
、
自
衛
隊
の
よ
う
な

装
備
や
車
両
を
持
た
な
い
警
察
が
、

被
災
者
の
救
出
・
救
助
に
ど
の
よ

う
に
当
た
っ
た
か
や
、
福
島
原
発

へ
の
最
初
の
地
上
放
水
に
取
り
組

ん
だ
時
の
状
況
、
通
信
手
段
が
壊

滅
し
た
中
で
自
治
体
の
連
絡
な
ど

に
活
躍
し
た
警
察
無
線
と
中
継
局

を
命
懸
け
で
整
備
し
守
っ
た
通
信

隊
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
で
は

知
り
得
な
か
っ
た
現
場
の
切
迫
し

た
生
々
し
い
状
況
を
詳
し
く
説
明
。

最
後
に
、
被
災
者
・
子
ど
も
た
ち

と
警
察
官
と
に
芽
生
え
た
心
の
絆

隠
れ
た
警
察
の
活
動
紹
介

会
場
に
深
い
感
動
広
が
る



い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

25
日
の
開
所
式
に
は
、
植
田
氏

と
と
も
に
泰
国
千
里
会
・
中
村
良

三
会
長
（
昭
40
学
工
）
と
事
務
方
の

安
楽
成
司
氏
（
平
元
社
）
も
出
席

さ
れ
、
懇
親
を
深
め
る
と
と
も
に
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

昨
年
の
台
北
訪
問
に
よ
り
、
交

流
を
深
化
さ
せ
た
台
湾
留
学
生
Ｏ

Ｂ
会
、
そ
し
て
今
回
の
泰
国
千
里

会
。校

友
会
と
し
て
は
、
平
成
24
年

度
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
取
り
急

ぎ
海
外
支
部
名
簿
を
整
理
し
て
、

登
録
準
備
に
移
り
、
体
制
を
整
え

て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
の
他
海
外

地
域
も
で
き
る
だ
け
訪
問
し
て
、

支
部
の
設
立
を
精
力
的
に
推
進
し

て
い
く
。

校
友
会
の
学
生
振
興
支
援
基
金

の
あ
り
方
と
、
執
行
部
内
に
「
学

術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部

（
仮
称
）」
の
設
置
に
つ
き
検
討
す
る

「
学
生
振
興
支
援
基
金
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
Ｐ
Ｔ
）」
が
、
正

副
会
長
部
長
会
の
指
示
に
よ
り
、

各
部
か
ら
副
部
長
を
中
心
に
２
人

の
委
員
を
選
出
し
て
昨
年
11
月
17

日
に
発
足
。
Ｐ
Ｔ
（
座
長
・
大
東

恭
治
総
務
副
部
長
）
で
は
、
都
合

４
回
の
委
員
会
を
開
催
し
て
、
審

議
を
重
ね
、
４
月
19
日
に
、
①
常

議
員
会
内
に
「
学
生
支
援
部
」
を

新
た
に
設
置
す
る
、
②
所
属
常
議

員
は
12
名
と
し
、
現
在
15
名
の
部

を
12
名
に
す
る
、
こ
と
を
骨
子
と

し
た
答
申
を
会
長
に
提
出
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
寺
内
会
長
は
、

４
月
26
日
開
催
の
第
12
回
常
議
員

会
に
「
常
議
員
会
運
営
規
則
」
の
改

正
案
を
上
程
。
審
議
の
結
果
、
可

決
承
認
さ
れ
た
。
改
正
案
で
は
、

常
議
員
会
に
、
総
務
・
事
業
・
広

報
・
組
織
・
学
生
支
援
・
財
務
の

各
部
を
お
く
こ
と
、
総
務
部
及
び

事
業
部
の
所
管
だ
っ
た
「
学
生
振

興
支
援
基
金
に
関
す
る
こ
と
」「
在

学
生
の
課
外
活
動
の
援
助
に
関
す

る
こ
と
」
が
学
生
支
援
部
の
所
管

と
な
り
、「
そ
の
他
学
生
会
員
の
支

援
に
関
す
る
こ
と
」
が
加
え
ら
れ
、

一
本
化
さ
れ
た
。
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海
外
支
部
強
化
に
向
け
泰
国
千
里
会
と
意
見
交
換

バ
ン
コ
ク
オ
フ
ィ
ス
開
設
を
機
に
会
長
ら
が
訪
泰

常
議
員
会
を
6
部
体
制
に

「
学
生
支
援
部
」
を
設
置

４
月
25
日
の
関
西
大
学
バ
ン
コ

ク
オ
フ
ィ
ス
開
所
式
出
席
の
た
め
、

タ
イ
国
・
バ
ン
コ
ク
を
訪
問
。

校
友
会
か
ら
は
、
寺
内
会
長
と

奥
田
事
務
局
課
長
が
訪
泰
し
、
４

月
22
日
に
市
内
レ
ス
ト
ラ
ン
「
マ

ン
ゴ
ー
ツ
リ
ー
」
で
、
泰
国
千
里
会

か
ら
は
高
木
浩
一
氏
（
昭
62
学
社
）

と
植
田
裕
照
氏
（
昭
57
学
法
）
が
出

席
し
、
校
友
会
と
し
て
は
初
め
て
、

泰
国
千
里
会
と
の
交
歓
を
行
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
メ
ー
ル
で
の
交
換

が
主
で
あ
っ
た
が
、
執
行
部
の
重

点
施
策
で
あ
る
海
外
支
部
強
化
に

伴
い
、
実
際
に
お
会
い
し
て
、
双

方
の
状
況
報
告
や
展
望
、
要
望
な

ど
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

今
後
も
情
報
交
換
を
行
い
つ
つ
、

本
部
か
ら
の
訪
問
も
増
や
し
な
が

ら
、
緊
密
な
協
力
体
制
を
整
え
て

大阪の夏を彩る
天神祭。そのクラ
イマックス・船渡
御が7月25日（水）
夕刻から大川で行
われるが、校友会
では今年も奉拝船
「関大丸」を就航

します。
毎年好評で、地元の方々からも温かく迎えられ、

地域振興に一役買うとともに、「強い関西大学」を
市民にアピールしています。
千年の歴史を有し、日本三大祭に数えられる天

神祭を、「関大丸」の船上から満喫しませんか。校
友、ご家族、お知り合いの皆さまの乗船をお待ちし

ています。

日　時　7月25日（水）夕刻～

参加費　30,000円
（同伴者も同額、弁当・飲物・うちわ等付）

定　員　先着160人
（ご家族等の同伴を歓迎します）

◎関大丸への乗船をご希望の方は、氏名、卒業年・学
部、住所、電話番号（同伴者のいる場合は同伴者名）
を記入して、校友会事務局へ郵送またはFAX（06-
6380-8476）でお申し込みください（先着順受付、定
員になり次第締切）。

◎参加申し込みの方には、後日改めて参加費振込用紙
と集合時間・場所等を明記したご案内をお送りしま
す。

天神祭船渡御の「関大丸」
今年も乗船者募集！！

な
お
、
学
生
支
援
部
（
大
東
恭

治
部
長
）
の
所
属
部
員
に
つ
い
て

は
、
現
執
行
部
の
任
期
が
残
り
１

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
の
委

員
が
部
員
を
兼
ね
る
こ
と
で
対
応

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。



若手校友落語家応援「関大寄席」 10月28日（日）に天満天神繁昌亭で開催
昨年開催して好評だった若手校友落語家による「関大寄席」を、本年度は次の日程で開催することになった。
この催しは、毎年7月の天神祭 船渡御 奉拝船「関大丸」の就航や天神橋筋商店街との本学社会連携活動等を通じて、何か
と縁の深い天満天神繁昌亭を会場に、将来有望の若手校友落語家を応援するため開催するもの。
出演者、申込方法等は確定次第案内しますので、知り合いの方もお誘いのうえ、多くの校友の参加をお待ちしています。

◆期　日　10月28日（日）9時半開場、10時開演～11時半閉演。
◆場　所　天満天神繁昌亭（大阪市北区天神橋2-1-34）
※問い合わせ等は、校友会事務局（06-6368-0042）まで。
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政
府
は
、
４
月
29
日
付
で
平
成
24

年
度
春
の
叙
勲
受
章
者
を
、
28
日
付

で
褒
章
受
章
者
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に

先
立
ち
４
月
16
日
付
で
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
受
章
者
を
発
表
し
た
。

校
友
会
事
務
局
で
確
認
で
き
た
関
西

大
学
関
係
者
は
次
の
皆
さ
ん
。
心
か
ら

祝
意
を
表
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
は
近
畿
２
府
４
県
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
万
全
で
は
な

く
、
未
掲
載
の
受
章
者
を
ご
存
じ
の
方

は
校
友
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

掲
載
は
、
氏
名
・
卒
業
年
学
部
・

年
齢
・
職
業
・
住
所
の
順
。
敬
称
略
。

叙
　
　
勲

◇
旭
日
中
綬
章

小
寺
一
矢
（
こ
て
ら
・
か
ず
や
＝

昭
42
Ｍ
法
）
70
歳
。
弁
護
士
・
元

日
弁
連
副
会
長
。
長
岡
京
市
梅
ケ
丘

２
―
41
。

◇
瑞
宝
中
綬
章

西
尾
哲
夫
（
に
し
お
・
て
つ
お
＝

昭
40
学
法
）
70
歳
。
元
奈
良
県
副

知
事
。
大
和
郡
山
市
下
三
橋
町
５

４
２
―
52
。

村
地
　
勉
（
む
ら
ち
・
つ
と
む
＝

昭
40
学
法
）
70
歳
。
元
松
山
家
裁

所
長
。
池
田
市
渋
谷
２
―
４
―
16
。

◇
旭
日
小
綬
章

越
智
一
雄
（
お
ち
・
か
ず
お
＝
昭

41
学
法
）
70
歳
。
元
兵
庫
県
議
会

議
員
。
西
宮
市
東
鳴
尾
町
２
―
１

―
13
―
２
０
１
。

茶
谷
輝
和
（
ち
ゃ
た
に
・
て
る
か

ず
＝
昭
38
学
経
）
71
歳
。
元
泉
大
津

市
長
。
泉
大
津
市
戎
町
10
―
20
。

橋
本
博
之
（
は
し
も
と
・
ひ
ろ
ゆ

き
＝
昭
41
学
法
）
70
歳
。
尼
崎
信
用

金
庫
理
事
長
・
全
国
信
用
金
庫
協

会
副
会
長
。
尼
崎
市
東
園
田
町
８

―
１
０
１
―
１
。

◇
瑞
宝
小
綬
章

大
谷
久
仁
雄
（
お
お
た
に
・
く
に

お
＝
昭
40
学
法
）
70
歳
。
元
尼
崎
税

務
署
長
。
豊
中
市
上
野
西
１
―
３

―
36
。

大
原
武
人
（
お
お
は
ら
・
た
け

と
＝
昭
41
学
法
）
71
歳
。
元
大
阪
簡

易
裁
判
所
判
事
。
奈
良
県
生
駒
郡

三
郷
町
三
室
１
―
６
―
10
。

竹
村
順
一
郎
（
た
け
む
ら
・
じ
ゅ

ん
い
ち
ろ
う
＝
昭
35
学
法
）
75
歳
。

元
大
阪
小
包
郵
便
局
長
。
大
阪
市

城
東
区
今
福
西
２
―
17
―
36
―
８

０
６
。

森
野
茂
樹
（
も
り
の
・
し
げ
き
＝

昭
40
学
法
）
71
歳
。
元
兵
庫
県
部

長
。
神
戸
市
北
区
唐
櫃
台
４
―
４

―
６
。

◇
旭
日
双
光
章

河
野
勝
雄
（
か
わ
の
・
ま
さ
お
＝

昭
40
学
商
）
70
歳
。
兵
庫
県
麺
類

食
堂
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
理
事

長
。
神
戸
市
中
央
区
八
幡
通
４
―

２
―
12
。

◇
瑞
宝
双
光
章

三
浦
　
清
（
み
う
ら
・
き
よ
し
＝

昭
35
Ｍ
文
）
77
歳
。
元
公
立
中
学

校
長
。
神
戸
市
西
区
竹
の
台
５
―
19

―
51
。

◇
旭
日
単
光
章

前
川
倫
廣
（
ま
え
か
わ
・
み
ち
ひ

ろ
＝
昭
39
学
法
）
70
歳
。
元
岸
和
田

市
公
平
委
員
長
。
岸
和
田
市
箕
土

路
町
３
―
18
―
17
。

◇
瑞
宝
単
光
章

伴
　
克
也
（
ば
ん
・
か
つ
や
＝
昭

54
学
工
）
56
歳
。
三
菱
電
機
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
原
子
力
技
術
部
長
。
尼

崎
市
塚
口
６
―
31
―
12
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

◇
瑞
宝
双
光
章

五
十
嵐
尋
人
（
い
が
ら
し
・
ひ
ろ

と
＝
昭
42
学
法
）
70
歳
。
元
警
視

正
。
枚
方
市
翠
香
園
町
16
―
１
。

小
倉
健
司
（
お
ぐ
ら
・
け
ん
し
＝

昭
42
学
法
）
70
歳
。
元
警
視
正
。
八

幡
市
男
山
長
沢
15
―
28
。

広
田
邦
男
（
ひ
ろ
た
・
く
に
お
＝

昭
42
学
法
）
69
歳
。
元
大
阪
市
消

防
監
。
八
幡
市
男
山
竹
園
４
―
１

０
２
―
２
０
６
。

小
谷
彰
佑
（
こ
た
に
・
し
ょ
う
す

け
＝
昭
40
学
法
）
70
歳
。
元
大
阪
府

警
視
。
堺
市
堺
区
緑
ケ
丘
中
町
３
―

74
。園

田
憲
治
（
そ
の
だ
・
け
ん
じ
＝

昭
40
学
経
）
71
歳
。
元
大
阪
府
警

視
。
豊
中
市
刀
根
山
２
―
９
―
32
。

仲
　
幸
信
（
な
か
・
ゆ
き
の
ぶ
＝

昭
42
学
法
）
68
歳
。
元
西
宮
市
消

防
監
。
三
田
市
川
除
３
８
９
。

松
田
　
章
（
ま
つ
だ
・
あ
き
ら
＝

昭
44
学
工
）
65
歳
。
元
大
阪
市
消

防
監
。
大
阪
市
平
野
区
長
吉
長
原

東
３
―
13
―
18
。

三
戸
淳
吉
（
み
と
・
じ
ゅ
ん
き

ち
＝
昭
42
学
経
）
72
歳
。
元
神
戸
市

消
防
正
監
。
神
戸
市
中
央
区
神
若

通
３
―
２
―
22
。

◇
瑞
宝
単
光
章

寿
　
久
光
（
こ
と
ぶ
き
・
ひ
さ
み

つ
＝
昭
38
学
文
）
72
歳
。
元
兵
庫
県

警
部
。
神
戸
市
垂
水
区
大
町
４
―

２
―
26
。

田
中
克
之
（
た
な
か
・
か
つ
ゆ

き
＝
昭
41
学
商
）
68
歳
。
元
大
阪
市

消
防
監
。
松
原
市
岡
４
―
10
―
15
。

永
浜
　
清
（
な
が
は
ま
・
き
よ

し
＝
昭
37
学
商
）
72
歳
。
元
兵
庫
県

警
部
。
神
戸
市
須
磨
区
養
老
町
１

―
８
―
26
。

藤
城
博
夫
（
ふ
じ
し
ろ
・
ひ
ろ

お
＝
昭
39
学
法
）
70
歳
。
元
大
阪
府

警
部
。
高
槻
市
大
冠
町
２
―
７
―

17
。枡

田
蕎
二
（
ま
す
だ
・
き
ょ
う

じ
＝
昭
39
学
法
）
70
歳
。
元
大
阪
府

警
部
。
奈
良
市
秋
篠
三
和
町
１
―

９
―
８
。

松
阪
喜
雄
（
ま
つ
さ
か
・
よ
し

お
＝
昭
43
学
法
）
70
歳
。
元
大
阪
府

警
部
補
。
岸
和
田
市
八
阪
町
２
―

２
―
37
。

村
田
武
久
（
む
ら
た
・
た
け
ひ

さ
＝
昭
39
学
法
）
71
歳
。
元
大
阪
府

警
視
。
河
内
長
野
南
花
台
５
―
２

―
１
。

吉
田
周
知
（
よ
し
だ
・
か
ね
と

も
＝
昭
42
学
法
）
70
歳
。
元
大
阪
府

警
部
。
明
石
市
小
久
保
６
―
７
―

13
。

褒
　
　
章

◇
黄
綬
褒
章

高
橋
一
夫
（
た
か
は
し
・
か
ず

お
＝
昭
29
学
法
）
80
歳
。
司
法
書

士
。
宝
塚
市
星
の
荘
25
―
２
。



術
を
基
盤
技
術
に
荷
役
運
搬
機
械
お
よ
び

環
境
機
器
の
最
終
完
成
品

メ
ー
カ
ー
と
し
て
製
造
、

販
売
を
行
っ
て
い
る
。
物

流
機
器
の
新
製
品
、
新
市

場
、
新
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
出

を
目
指
し
て

い
る
。

5．

サ
ン
ユ
レ
ッ
ク
株
式
会
社
　

自
分
の
足
で
歩
き
、
自
分
の
目
で
見
て
、

自
分
の
頭
で
考
え
る

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
、
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
な
ど

を
主
原
料
に
、
電
子
、
土
木
・
建
設
、
半

導
体
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
封
止
の
各
材
料
や
各
種
接

着
剤
を
用
途
、
目

的
に
合
わ
せ
て
開

発
し
て
製
造
、
販

売

し
て
い
る
。

個
々
の
ニ
ー
ズ
に

最
適
な
調
合
で
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ

た
合
成
樹
脂
を
提

供
し
て
い
る
。

2
0
1
2
年
（
平
成
24
年
）

3
月
（
第
5
6
8
号
）

6．

株
式
会
社
三
和
鋲
螺
製
作
所

自
分
た
ち
の
作
る
製
品
が
「
ベ
ス
ト
」

だ
と
い
わ
れ
る
も
の
を

特
殊
サ
イ
ズ
、
特
殊
形
状
の
ね
じ
お
よ

び
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
向
け
の
長
尺
ボ
ル

ト
、
Ｕ
ボ
ル
ト
な
ど
、
多
品
種
の
ね
じ
の

製
造
、
販
売
し
て
い
る
。
職
人
の
勘
や
経

験
に
頼
ら
ず
注
文

か
ら
納
入
ま
で
、

圧
造
、
転
造
加
工

を
基
盤
技
術
に
、

主
に
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
生
産
し
て
い

る
。

06

連
携
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
企
業
訪
問
―
も
の
づ
く
り
の
現
場
の
い
ま
―

「
関
西
大
学
校
友
会
産
学
サ
ー
ク
ル
」
の
構
築
を
目
指
し
て5

企
業
の
経
営
・
技
術
を
取
り
巻
く

環
境
が
、
前
提
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
る
基
本
的
な
事
柄
が
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
産
学
連
携
に

お
い
て
も
今
ま
で
と
は
違
う
大
学
と

の
関
わ
り
合
い
、
す
な
わ
ち
柔
で
な

い
、
真
に
有
効
な
連
携
を
追
求
す
る

産
学
協
働
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
、
校
友
会

に
企
業
人
の
叡
智
を
結
集
す
る

と
共
に
、
大
学
を
理
解
し
、
想

い
を
共
有
す
る
た
め
の
仕
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

関
西
大
学
校
友
会
産
学
サ

ー
ク
ル
は
、
校
友
会
に
お
け
る

産
学
連
携
活
動
の
支
援
事
業

と
し
て
、
校
友
が
経
営
す
る
企

業
が
産
学
協
働
を
主
眼
に
し
た

連
携
活
動
を
進
め
る
た
め
の
拠

点
と
し
て
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
も
の
づ
く
り
の
継
承
と
発

展
を
目
指
し
企
業
や
社
会
の
ニ

ー
ズ
を
反
映
し
て
、
先
ず
は
企

業
人
の
交
流
か
ら
つ
な
が
り
を

進
め
、
双
方
向
の
情
報
の
流
通

に
よ
る
共
通
認
識
と
信
頼
の
醸

成
を
は
か
る
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
活
動
を
展
開
し
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成
を
実

現
し
ま
す
。

企
業
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
の
分
野
毎

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
構
成
し
た
産

学
サ
ー
ク
ル
は
、
校
友
が
経
営
す
る

企
業
が
知
識
と
想
像
力
を
駆
使
す
る

こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
総
力
を
発

揮
し
、
具
現
化
す
る
複
合
企
業
集
団

と
し
て
大
学
と
の
新
た
な
産
学
連
携

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
か
ら
連
載
を
開
始
し

て
い
る
「
連
携
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
企

業
訪
問
―
も
の
づ
く
り
の
現
場
の
い

ま
―
」
は
、
伝
え
る
こ
と
、
知
る
こ
と

と
、
理
解
す
る
こ
と
を
つ
な
が
る
こ
と

の
一
歩
と
考
え
校
友
が
経
営
す
る

様
々
の
企
業
を
順
次
紹
介
し
て
い
ま

す
。
も
の
づ
く
り
の
技
術
と
知
恵
に

関
わ
る
情
報
の
集
積
が
、
産
学
サ
ー

ク
ル
の
取
り
組
み
に
賛
同
す
る
企
業

と
の
連
携
を
図
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

機
関
紙
「
関
大
」掲
載
号
と
企
業
概
要

2
0
1
1
年
（
平
成
23
年
）

9
月
（
第
5
6
5
号
）

1．

中
嶋
金
属
株
式
会
社

常
に
、
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

か
つ
重
要
で
あ
り
価
値
の
高
い
こ
と
に
挑

戦
す
る

特
殊
か
つ
高
度
の
電
気
メ
ッ
キ
・
無
電

解
メ
ッ
キ
の
基
盤
技
術
を
保
有
し
金
メ
ッ

キ
加
工
を
得
意
と

し
て
い
る
。
特
に
、

金
、
銀
、
ロ
ジ
ウ

ム
な
ど
の
貴
金
属

メ
ッ
キ
加
工
は
、

特
殊
な
技
術
で

様
々
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
る
。

2
0
1
1
年
（
平
成
23
年
）

11
月
（
第
5
6
6
号
）

2．

株
式
会
社
日
本
ス
ペ
リ
ア

何
で
も
よ
く
見
て
、
変
化
を
感
じ
る
、

そ
し
て
予
測
す
る

は
ん
だ
付
・
ろ
う
付
用
金
属
接
合
材
料

を
開
発
、
製
造
販
売
し
て
い
る
。
暮
ら
し

に
密
着
し
た
製
品

か
ら
ハ
イ
テ
ク
製
品

ま
で
高
度
化
、
多

様
化
す
る
金
属
接

合
材
料
の
新
し
い

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も

の
づ
く
り
を
展
開
し

て
い
る
。

3．

株
式
会
社
テ
ク
ノ
フ
ロ
ン
ト

三
つ
の
汗
、
身
体
の
汗
（
行
動
す
る
）、

頭
の
汗
（
知
恵
を
出
す
）
そ
し
て
心
の
汗

（
意
識
す
る
）
を
か
く

主
要
鋼
材
の
ブ
ラ

ン
ド
メ
ー
カ
ー
の
工
具

鋼
を
用
い
た
金
型
入

子
材
・
金
型
プ
レ
ー

ト
材
の
製
造
と
、
ミ
ク

ロ
ン
精
度
、
ナ
ノ
精
度

の
精
密
機
械
加
工
と

い
う
２
つ
の
コ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
で
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

2
0
1
2
年
（
平
成
24
年
）

1
月
（
第
5
6
7
号
）

4．

株
式
会
社
を
く
だ
や
技
研

独
創
技
術
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
み
出
し
ま

す
油
圧
ポ
ン
プ
の
製
造
で
培
っ
た
油
圧
技

産
学
協
働
の
出
会
い
の
接
点
づ
く
り
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（
株
）加
貫
ロ
ー
ラ
製
作
所
は
、
印

刷
に
不
可
欠
な
ゴ
ム
ロ
ー
ラ
や
産
業

機
械
の
多
く
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ロ

ー
ラ
と
、
そ
の
関
連
す
る
製
品
を
開

発
し
、
製
造
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ラ
は
、
金
属
あ
る
い
は
他
の

材
料
を
用
い
た
ロ
ー
ラ
芯
に
ゴ
ム
あ

る
い
は
そ
の
他
の
弾
性
物
質
を
被
覆

し
た
も
の
で
す
。
ゴ
ム
ロ
ー
ラ
は
、
ゴ

ム
特
有
の
性
質
で
あ
る
摩
擦
係
数
が

高
い
こ
と
、
変
形
し
て
も
急
速
に
原

形
に
戻
る
こ
と
、
化
学
薬
品
に
対
し

て
抵
抗
性
が
あ
る
こ
と
、
ロ
ー
ラ
芯
、

シ
ャ
フ
ト
を
防
護
す
る
こ
と
、
引
っ

か
き
や
衝
撃
に
よ
る
傷
を
防
ぐ
こ
と
、

機
械
精
度
の
僅
か
な
変
化
を
補
正
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
誘
電
体
あ
る
い

は
絶
縁
体
、
導
体
あ
る
い
は
半
導
体
、

非
粘
着
性
（
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
）、
特
殊

表
面
仕
上
げ
（
版
ロ
ー
ラ
ー
、
み
ぞ

切
り
ロ
ー
ラ
ー
、
ヘ
リ
カ
ル
加
工
な

ど
）
な
ど
の
特
殊
な
利
用
が
可
能
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
幅
広
い
用
途
の
実

現
が
可
能
で
す
。

加
貫
ロ
ー
ラ
製
作
所
は
、
こ
れ
ら

の
性
質
を
利
用
し
て
被
覆
さ
れ
る
ゴ

ム
材
料
の
性
能
、
仕
上
が
り
精
度
、

品
質
の
安
定
性
、
ロ
ー
ラ
ー
芯
材
料

と
構
造
、
ロ
ー
ラ
ー
芯
と
ゴ
ム
の
接

着
な
ど
、
長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し

た
も
の
づ
く
り
の
基
盤
技
術
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
基
に
使
用
目
的
に
よ
り
適
切

な
ゴ
ム
ロ
ー
ラ
を
開
発
し
、
様
々
な

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
と
と
も
に
、

ゴ
ム
ロ
ー
ラ
は
、
印
刷
機
械
を
は
じ

め
、
産
業
機
械
、
Ｏ
Ａ
機
器
、
住
宅

資
材
お
よ
び
生
活
資
材
な
ど
の
関
連

分
野
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

加
貫
ロ
ー
ラ
製
作
所
は
、
印
刷
用

ゴ
ム
ロ
ー
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
多
種
多

様
な
製
品
の
開
発
と
供
給
を
通
し
、

新
聞
や
書
籍
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
印
刷

物
に
よ
る
高
度
情
報
化
社
会
を
確
実

に
支
え
、
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

加
貫
ロ
ー
ラ
製
作
所
が
、
印
刷
用
ゴ

ム
ロ
ー
ラ
の
先
駆
を
な
し
た
の
が
１

８
９
９
年
、
創
業
以
来
一
貫
し
て
変

わ
る
こ
と
な
く
独
創
的
な
技
術
と
製

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
質
的
変
化
を

遂
げ
て
い
く
中
、「
品
質
は

生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

自
ら
創
造
す
る
も
の
」
と
い

う
考
え
か
ら
、
安
定
し
た
品

質
を
維
持
し
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
、
原
料
か
ら
完
成
ま

で
の
様
々
な
製
造
工
程
を
有

機
的
に
捉
え
、
一
貫
し
て
実

施
す
る
総
合
品
質
管
理
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
生
産
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

多
様
な
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
高
度
な
材
料
改
質
技
術
を
駆
使

し
た
耐
熱
性
・
耐
溶
剤
性
・
耐
摩
耗

性
に
優
れ
た
高
付
加
価
値
ゴ
ム
ロ
ー

ラ
の
開
発
や
、
ゴ
ム
弾
性
体
で
は
難

度
が
高
い
ミ
ク
ロ
ン
単
位
で
の
研
磨

加
工
技
術
に
も
挑
戦
し
て
い
る
点
な

ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、
大
阪
府
「
大

阪
も
の
づ
く
り
優
良
企
業
賞
２
０
１

１
」
で
「
最
優
良
企
業
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

加
貫
ロ
ー
ラ
製
作
所
は
、
５
社
で

カ
ツ
ラ
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
複
数

の
力
を
結
集
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る

大
き
な
相
乗
効
果
と
斬
新
な
発
想
、

そ
し
て
大
胆
な
行
動
力
で
事
業
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
会
社
の
シ
ン

ボ
ル
フ
ラ
ワ
ー
で
あ
る
「
紫
陽
花
」

品
に
よ
っ
て
、
変
わ
る
ニ
ー
ズ
、
高

度
化
す
る
要
求
に
対
し
て
、
耐
摩
耗

性
、
耐
溶
剤
性
な
ど
の
特
性
を
備
え

た
最
先
端
ロ
ー
ラ
や
印
刷
資
材
な
ど

製
品
の
開
発
と
供
給
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

独
自
開
発
し
た
ゴ
ム
ロ
ー
ラ
や
オ

フ
セ
ッ
ト
印
刷
用
連
続
給
水
用
ゴ
ム

ロ
ー
ラ
（
水
棒
）
の
カ
バ
ー
「
ニ
ュ

ー
モ
ー
ル
」
は
、
高
い
評
価
を
受
け

国
内
外
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
太
陽

光
発
電
・
リ
チ
ウ
ム
電
池
等
で
用
い

ら
れ
る
各
種
高
機
能
フ
ィ
ル
ム
製
造

ラ
イ
ン
で
も
活
躍
し
、
先
端
企
業
の

キ
ー
パ
ー
ツ
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ピ
ッ
チ
系
高
性

能
炭
素
繊
維
の
採
用
で
、
よ
り
高
剛

性
、
軽
量
化
、
低
慣
性
の
ロ
ー
ラ

「
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
ロ
ー
ラ
」
を
開
発
、
製
品

化
し
ま
し
た
。「
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
ロ
ー
ラ
」

は
、
高
機
能
フ
ィ
ル
ム
、
光
学
系
フ

ィ
ル
ム
、
製
紙
、
繊
維
、
印
刷
、
Ｏ

Ａ
機
器
な
ど
の
分
野
の
製
造
工
程
の

ガ
イ
ド
ロ
ー
ラ
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
ロ
ー

ラ
、
ダ
ン
サ
ー
ロ
ー
ラ
、
テ
ン
シ
ョ
ン

ロ
ー
ラ
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
高
速
回

転
、
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
、
そ
し
て
高

精
度
加
工
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

開
発
し
た
ロ
ー
ラ
と
そ
の
関
連
す

る
製
品
群
は
、
製
造
工
程
で
い
ず
れ

も
が
高
い
精
度
と
品
質
を
要
求
さ
れ

ま
す
。
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
受
け
、

ひ
た
す
ら
独
創
的
で
あ
れ
、
ひ
た
す
ら
高
品
質
で
あ
れ
、

ひ
た
す
ら
未
来
志
向
で
あ
れ

―
―
―
株
式
会
社
加
貫

か
つ
ら

ロ
ー
ラ
製
作
所

の
花
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
各
社
の
総

合
力
を
駆
使
し
大
き
な
花
を
咲
か
せ

よ
う
と
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
連
携

（
２
０
０
１
年
にG

lob
al
R
oller

T
echnologies

G
roup

を
設
立
）
や

全
社
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
国
内
外
を
問
わ
ず
い
ろ

い
ろ
な
企
業
、
人
々
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
事
業
活
動
の
展

開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
ひ
た
す
ら
敏
感
で
あ
れ
」、
常
に

変
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
に
敏
感
で
柔

軟
な
対
応
で
最
良
の
解
決
法
の
提
案

を
し
続
け
ま
す
。

「
ひ
た
す
ら
や
さ
し
く
あ
れ
」、
人

と
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
の
設
計
、

開
発
、
生
産
、
販
売
に
取
り
組
み
、

微
力
な
が
ら
社
会
全
体
に
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。
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次
号
は
、
富
士
高
周
波
工
業
株
式
会
社
（
大
阪
府
堺
市
）
お
よ
び
株
式
会
社
ユ
タ

ッ
ク
ス（
兵
庫
県
西
脇
市
）
の
予
定
で
す
。

（
校
友
会
連
携
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

田
中
久
仁
雄
）



は
こ
の
関
西
大
学
か
ら
世
界
に
大

き
く
羽
ば
た
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
激
励
し
た
。

４
月
開
校
し
た
留
学
生
別
科
の

入
学
式
が
、
４
月
２
日
に
南
千
里

留
学
生
別
科
入
学
式

6
カ
国
地
域
か
ら
33
人
入
学

平
成
24
年
度
学
部
入
学
式
が
、

４
月
１
日
に
千
里
山
中
央
体
育
館

（
新
入
生
）
東
体
育
館
（
父
母
）

を
会
場
に
挙
行
さ
れ
、
約
６
千
９

０
０
人
の
新
関
大
生
が
学
生
生
活

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

式
は
、
午
前
10
時
か
ら
法
・

商
・
社
会
・
政
策
創
造
・
人
間
健

康
・
総
合
情
報
の
６
学
部
、
午
後

２
時
か
ら
文
・
経
済
・
外
国
語
・

社
会
安
全
・
シ
ス
テ
ム
理
工
・
環

境
都
市
・
化
学
生
命
の
７
学
部
の

２
回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。

式
辞
で
楠
見
晴
重
学
長
は
、

「
こ
の
学
園
に
は
、
１
２
６
年
の
伝

統
と
知
性
、
自
由
闊
達
な
空
気
が

充
満
し
て
い
ま
す
。
こ
の
空
気
を

吸
っ
て
育
っ
た
校
友
と
呼
ば
れ
る

卒
業
生
は
40
万
人
を
超
え
て
お
り
、

日
本
国
内
ば
か
り
で
な
く
、
世
界

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

今
日
か
ら
４
年
間
、
こ
の
学
園
の

空
気
を
吸
っ
て
大
き
く
育
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

震
災
か
ら
の
復
興
ば
か
り
で
な

く
、
人
口
問
題
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
、
食
料
・
水
問
題
ほ
か

地
球
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
人
・
物
・
情
報

が
国
境
を
超
え
て
自
由
に
行
き
交

う
時
代
に
は
、
全
て
が
地
球
規
模

で
考
え
、
解
決
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。
ま
ず
語

学
力
を
磨
い
て
く
だ
さ
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
言
葉
を
身
に
つ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
文
化
を
異
に
し
た
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能

に
な
り
、
世
界
を
よ
り
良
く
知
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
関
西
大
学
を

足
が
か
り
に
世
界
に
飛
び
出
し
て

い
く
、
そ
う
い
う
気
概
を
持
っ
て
、

日
々
の
学
習
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

入
学
生
総
代
が
宣
誓
、
交
響
楽

団
と
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
学
歌
と
逍

遙
歌
を
紹
介
し
て
閉
式
。

そ
の
後
、
新
入
生
た
ち
は
「
薬

物
問
題
に
対
す
る
関
大
の
取
組
み
」

「
大
学
生
の
心
構
え
」
を
聞
い
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
に
分
か
れ

て
、
学
部
教
育
の
特
徴
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
関
大
生
と
し
て
の

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

24
年
度
大
学
院
入
学
式
が
、
４

月
２
日
に
千
里
山
中
央
体
育
館
で

挙
行
さ
れ
、
修
士
課
程
・
博
士
課

程
前
期
課
程
に
６
２
７
人
、
博
士

課
程
後
期
課
程
に
68
人
、
専
門
職

学
位
課
程
に
１
０
３
人
の
計
７
９

８
人
が
入
学
し
た
。

楠
見
学
長
は
式
辞
で
、「
学
問

を
修
め
た
者
、
真
理
の
探
求
を
行

う
者
に
対
し
て
、
人
類
社
会
は
常

に
『
畏
敬
の
念
』
を
持
っ
て
賞
賛

し
て
き
ま
し
た
。
大
学
と
は
ま
さ

に
学
問
を
修
め
、
真
理
を
探
究
し
、

そ
の
成
果
を
広
く
社
会
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し
、
社
会

か
ら
畏
敬
の
念
を
持
っ
て
見
ら
れ

る
存
在
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
自
ら
の
命
を
か
け
て
学

問
へ
の
情
熱
を
持
ち
、
高
い
志
を

抱
き
、
真
理
の
探
究
に
邁
進
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
し
ま
す
。

ま
た
、
人
と
の
出
会
い
は
新
し

い
本
と
の
出
会
い
と
同
じ
く
、
人

間
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
日

本
、
世
界
で
多
く
の
人
と
出
会
い
、

自
ら
を
成
長
さ
せ
、
充
実
し
た
大

学
院
生
活
を
送
ら
れ
、
数
年
後
に

国
際
プ
ラ
ザ
で
挙
行
さ
れ
、
中
国
、

台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
ト
ル

コ
、
ア
メ
リ
カ
の
６
カ
国
・
地
域

か
ら
33
人
の
新
入
生
が
入
学
し
た
。

関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
、
第

一
中
学
校
の
入
学
式
が
４
月
７
日

に
挙
行
さ
れ
、
４
２
３
人
、
２
５

１
人
が
入
学
し
た
。

ま
た
、
北
陽
高
等
学
校
、
北
陽

中
学
校
の
入
学
式
は
４
月
６
日
に

挙
行
さ
れ
、
３
１
９
人
、
１
２
８

人
が
入
学
し
た
。

高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
４
月
７
日
に
関
西
大
学
高
等

部
・
中
等
部
・
初
等
部
が
入
学
式

を
挙
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
１
２
３
人
、

１
２
１
人
、
64
人
の
新
一
年
生
が

誕
生
し
た
。

6
9
0
0
人
の
新
関
大
生
が
誕
生

千
里
山
で
13
学
部
の
入
学
式
挙
行

大
学
院
も
入
学
式
挙
行

3
課
程
に
7
9
8
人
入
学

6
1
5
2
人
の
新
学
士
が
誕
生

平
成
23
年
度
学
部
卒
業
式
を
挙
行

平
成
23
年
度
学
部
卒
業
式
が
、

３
月
19
日
に
千
里
山
中
央
体
育
館

で
挙
行
さ
れ
、
６
千
１
５
２
人
の

新
学
士
が
誕
生
、
思
い
出
の
学
舎

を
後
に
し
た
。

式
は
、
午
前
10
時
か
ら
法
・
経

済
・
政
策
創
造
・
シ
ス
テ
ム
理

工
・
環
境
都
市
・
化
学
生
命
・
工

学
部
、
午
後
２
時
か
ら
文
・
商
・

社
会
・
総
合
情
報
学
部
の
２
回
に

分
け
て
行
わ
れ
、
歌
い
な
じ
ん
だ

学
歌
を
斉
唱
の
後
、
各
学
部
総
代

に
卒
業
証
書
・
学
位
記
が
授
与
さ

れ
た
。

式
辞
で
楠
見
学
長
は
、「
こ
の
４

年
間
に
は
多
く
の
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
学
内
で
は

橋
大
輔
君

の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
で
の
銀
メ

ダ
ル
と
い
う
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
が
、
昨
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
は
、
福
島
第
一
原
発
の

事
故
も
あ
わ
せ
、
忘
れ
る
こ
と
は

08

併
設
学
校
で
も
入
学
式



全
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
11
研
究
科
と
、

法
務
・
会
計
研
究
科
・
心
理
学
研

究
科
心
理
臨
床
学
専
攻
の
計
14
人

の
総
代
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

修
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
修
了

生
は
７
６
９
人
、
専
門
職
の
学
位

記
を
授
与
さ
れ
た
の
は
１
２
０
人
。

博
士
の
学
位
記
授
与
式
は
、
午

後
に
校
友
・
父
母
会
館
３
階
の
理

事
会
議
室
で
行
わ
れ
、
博
士
論
文

が
認
定
さ
れ
た
寺
内
俊
太
郎
校
友

会
長
ら
51
人
に
博
士
の
学
位
記
が

授
与
さ
れ
た
。

関
西
大
学
で
は
、
４
月
25
日
に

楠
見
学
長
ら
関
係
者
が
出
席
し

て
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
、
海
外

協
定
大
学
の
一
つ
で
あ
る
チ
ュ
ラ

ロ
ン
コ
ン
大
学
内
に
設
置
し
た
バ

ン
コ
ク
オ
フ
ィ
ス
の
開
所
式
を
挙

行
し
た
。

関
西
大
学
の
校
章
は
、
宇
宙
の
中

で
の
人
間
の
存
在
の
小
さ
さ
と
と

も
に
、
知
性
の
力
強
さ
と
大
き
さ

を
象
徴
し
て
い
る
の
だ
と
も
い
え

ま
す
。

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
社
会

は
、
皆
さ
ん
に
新
し
い
創
造
力
と

知
性
、
行
動
力
を
要
求
し
て
い
ま

す
。
地
球
規
模
の
大
災
害
や
環
境

問
題
の
前
に
、
一
人
一
人
の
存
在

は
小
さ
な
も
の
に
見
え
ま
す
。

個
々
の
人
生
や
将
来
に
思
い
悩
ん

だ
時
も
、
こ
の
校
章
を
思
い
起
こ

し
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
な
私
た
ち

で
も
、
大
き
な
知
性
と
無
限
の
想

像
力
を
持
っ
て
未
来
を
切
り
開
い

て
い
け
る
の
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

ま
す
」
と
餞
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

卒
業
生
総
代
が
、
家
族
、
教
職

員
や
友
人
に
感
謝
の
気
持
ち
と
、

こ
れ
か
ら
の
決
意
を
込
め
た
答
辞

を
述
べ
、
卒
業
生
は
、
送
歌
に
送

ら
れ
て
式
場
を
後
に
し
た
。

23
年
度
大
学
院
卒
業
式
・
学
位

記
授
与
式
が
、
３
月
21
日
に
挙
行

さ
れ
た
。

修
士
・
専
門
職
の
学
位
記
授
与

式
は
、
午
前
10
時
か
ら
第
２
学
舎

Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１
０
０
で
行
わ
れ
、

法
学
・
文
学
・
経
済
学
・
社
会

学
・
総
合
情
報
学
・
理
工
学
・
外

国
語
教
育
学
・
心
理
学
・
社
会
安

で
き
ま
せ
ん
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
。

卒
業
し
て
い
く
皆
さ
ん
に
は
、

大
学
の
文
字
を
葦
の
葉
が
包
ん
だ

関
西
大
学
の
校
章
の
意
味
を
か
み

し
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・
パ
ス

カ
ル
の
言
葉
を
引
く
ま
で
も
な
く
、

バ
ン
コ
ク
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

3
ヵ
所
目
の
海
外
拠
点
と
し
て

大
学
院
学
位
記

授
与
式
を
挙
行

09

バ
ン
コ
ク
オ
フ
ィ
ス
は
、
海
外

協
定
大
学
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
の
ル

ー
ヴ
ェ
ン
大
学
内
に
設
置
し
た

「
日
本
・
Ｅ
Ｕ
研
究
セ
ン
タ
ー
」

と
、
中
国
の
復
旦
大
学
内
に
設
置

し
た
「
上
海
オ
フ
ィ
ス
」
に
次
ぐ
、

３
ヵ
所
目
の
海
外
拠
点
と
な
る
。

同
オ
フ
ィ
ス
は
、
タ
イ
・
バ
ン

コ
ク
に
お
け
る
関
西
大
学
の
拠
点

と
し
て
、
留
学
生
別
科
を
は
じ
め

と
す
る
外
国
人
留
学
生
の
募
集
活

動
、
タ
イ
の
協
定
大
学
な
ど
と
の

学
術
交
流
、
大
学
の
情
報
発
信
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
タ
イ
在
住

の
校
友
と
の
交
流
等
の
促
進
を
図

る
。こ

の
た
び
、
関
西
大
学
中
等
部

は
、
台
湾
の
台
北
市
に
あ
る
「
国

立
台
湾
師
範
大
学
附
属
高
級
中
学

國
中
部
」
と
、
生
徒
の
交
換
留
学

中
等
部
が
交
換
留
学
協
定

台
北
市
の
中
学
校
と
締
結



10

こ
の
た
び
、
石
川
正
司
化
学
生

命
工
学
部
教
授
が
平
成
24
年
度
文

部
科
学
大
臣
表
彰
科
学
技
術
賞

（
研
究
部
門
）
を
受
賞
し
、
冬
木
正

彦
環
境
都
市
工
学
部
教
授
が
同
賞

（
理
解
増
進
部
門
）
を
受
賞
し
た
。

文
部
科
学
省
で
は
、
わ
が
国
の

科
学
技
術
水
準
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
科
学
技
術

分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
定

め
て
い
る
。
科
学
技
術
賞
は
、
文

部
科
学
大
臣
が
顕
著
な
功
績
を
あ

げ
た
者
に
対
し
表
彰
を
す
る
も
の

で
、
今
回
の
科
学
技
術
賞
受
賞
者

１
１
９
人
の
う
ち
、
私
立
大
学
関

係
者
は
11
人
だ
っ
た
。

石
川
正
司
教
授
は
、「
材
料
界

面
の
積
極
的
制
御
に
よ
る
蓄
電
デ

バ
イ
ス
高
性
能
化
の
研
究
」
が
業

績
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
こ
の
研

緒
に
開
催
し
て
、
初
公
開
し
て
い

る
。こ

の
企
画
展
は
、
６
月
30
日

（
土
）
ま
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
入

館
料
は
無
料
（
日
曜
・
祝
日
は
休

館
）。

石
川
正
司
教
授
、
冬
木
正
彦
教
授
が

24
年
度
科
学
技
術
賞
を
同
時
受
賞

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

国
立
台
湾
師
範
大
学
附
属
高
級

中
学
國
中
部
は
、
関
西
大
学
海
外

協
定
校
の
国
立
台
湾
師
範
大
学
の

附
属
校
と
し
て
１
９
３
７
年
に
設

立
さ
れ
た
台
湾
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
中
学
校
で
、
台
湾
政
府
の
実

験
協
力
校
と
し
て
英
語
、
数
学
、

自
然
科
学
、
芸
術
等
で
様
々
な
実

験
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
国
際
交
流
に
も
積
極
的
で
、

生
徒
の
日
本
に
対
す
る
関
心
も
非

常
に
高
く
、
今
年
７
月
か
ら
本
格

的
に
交
換
留
学
を
実
施
す
る
。

来
年
１
月
の
完
成
を
目
指
し
て

総
合
情
報
学
部
の
「
情
報
演
習
棟

（
仮
称
）」
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
同
部
の
あ
る
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
で
４
月
17
日
、
上
原
理
事

長
、
楠
見
学
長
や
総
合
情
報
学
部

関
係
者
ら
が
出
席
し
て
地
鎮
祭
が

の
。関

西
大
学
博
物
館
で
は
、
こ
れ

を
受
け
て
平
成
24
年
度
企
画
展
と

し
て
「
南
部
靖
之
氏
寄
贈
　
古
硯

と
古
墨
」
を
、「
東
洋
の
や
き
も
の

―
日
本
・
朝
鮮
・
中
国
―
」
と
一

行
わ
れ
た
。

新
た
に
建
設
さ
れ
る
情
報
演
習

棟
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地

上
３
階
建
て
で
、
演
習
室
57
室
、

個
人
研
究
室
３
室
、
多
目
的
室
１

室
の
ほ
か
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、

保
健
室
、
学
生
の
作
品
・
研
究
成

果
等
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
設

け
ら
れ
る
予
定
。

こ
の
ほ
ど
、
法
人
理
事
で
パ
ソ

ナ
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締
役
・
グ
ル

ー
プ
代
表
の
南
部
靖
之
氏
（
昭
51

学
工
）
が
、
京
都
に
あ
る
古
刹
の

塔
頭
に
伝
わ
っ
た
古
硯
と
古
墨
な

ど
17
点
を
大
学
に
寄
贈
し
た
。

古
硯
は
、
古
端
渓
・
太
史
硯
や

龍
水
硯
な
ど
い
ず
れ
も
清
朝
期
の

典
型
的
な
端
渓
石
で
、
意
匠
を
凝

ら
し
た
造
形
が
く
み
と
れ
る
も
の
。

ま
た
、
古
墨
や
筆
筒
、
筆
洗
、
墨

床
、
水
滴
も
清
朝
期
の
貴
重
な
も

究
成
果
に
よ
り
、
世
界
で
初
め
て

純
粋
な
イ
オ
ン
液
体
を
用
い
た
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
完
全
作
動

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
。
今
後
、
電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
効
率
に
利
用

す
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
冬
木
正
彦
教
授
は
、
福

井
希
一
大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
教
授
と
共
同
で
行
っ
た
「
国

際
競
争
力
に
資
す
る
専
門
英
語
教

育
シ
ス
テ
ム
の
開
発
及
び
普
及
啓

発
」
が
業
績
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
国
際
競

争
力
が
求
め
ら
れ
る
英
語
教
育
と

学
習
の
有
機
的
な
サ
イ
ク
ル
を
教

育
現
場
な
ど
で
広
く
普
及
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

大
学
で
は
、
今
回
の
受
賞
を
記

念
し
、
６
月
に
記
念
講
演
会
の
開

催
を
予
定
し
て

い
る
。

総
合
情
報
学
部
で
地
鎮
祭

「
情
報
演
習
棟
」
を
建
設

南
部
靖
之
理
事
が

古
硯
と
古
墨
を
寄
贈

石川正司教授

冬木正彦教授



溝
畑
寛
治
教
授
、
八
亀
徳
也
教
授

▼
経
済
学
部
＝
若
森
章
孝
教
授
▼

人
間
健
康
学
部
＝
竹
内
洋
教
授
▼

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
＝
隈
元
昭
教

授
▼
化
学
生
命
工
学
部
＝
杉
本
隆

史
教
授
▼
大
学
院
会
計
研
究
科
＝

宮
本
勝
浩
教
授
。

２
理
事
の
退
職
に
伴
う
理
事
の

欠
員
補
充
に
関
し
て
、
学
校
法
人

関
西
大
学
理
事
選
任
規
則
に
基
づ

き
、
３
月
15
日
開
催
の
理
事
選
考

委
員
会
で
、
新
理
事
に
狭
間
香
代

子
人
間
健
康
学
部
長
と
岡
田
弘
行

大
学
本
部
長
が
選
任
さ
れ
た
。

任
期
は
４
月
１
日
か
ら
、
現
理

事
の
任
期
で
あ
る
９
月
30
日
ま
で

（
但
し
、
役
職
在
任
中
）。

（
４
月
１
日
付
、
敬
称
略
）

﹇
役
職
者
﹈

〔
人
間
健
康
学
部
〕
▼
学
部
長

狭
間
香
代
子
教
授
▼
副
学
部
長

岡
田
忠
克
教
授
〔
学
生
セ
ン
タ
ー
〕

▼
副
所
長
　
西
村
枝
美
法
学
部
教

授
〔
博
物
館
〕
▼
館
長
　
薮
田
貫

文
学
部
教
授
〔
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
戦
略
研
究
機
構
〕
▼
副
機
構

長
　
松
下
敬
一
郎
経
済
学
部
教
授

〔
東
京
セ
ン
タ
ー
〕
▼
セ
ン
タ
ー
長

竹
内
洋
名
誉
教
授
（
非
常
勤
）

﹇
昇
　
任
﹈

〔
法
学
部
〕
▼
教
授
　
佐
立
治
人
、

関
西
大
学
で
は
、
名
誉
教
授
規

定
に
基
づ
き
４
月
１
日
付
で
14
人

の
先
生
に
「
関
西
大
学
名
誉
教

授
」
の
称
号
を
授
与
し
、
３
月
22

日
に
１
０
０
周
年
記
念
会
館
で
授

与
式
を
行
っ
た
。（
敬
称
略
）

▼
文
学
部
＝
青
山
隆
教
授
、
川

神
傳
弘
教
授
、
坂
本
武
教
授
、

橋

博
教
授
、
武
市
修
教
授
、
野

浪
嗣
生
教
授
、
浜
本
隆
志
教
授
、

11

大
学
の
経
営
戦
略
や
研
究
戦
略

に
基
づ
き
、
各
大
学
が
特
色
を
い

か
し
た
研
究
を
実
施
す
る
た
め
、

国
が
そ
の
研
究
基
盤
の
形
成
を
支

援
す
る
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦

略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業

に
、
関
西
大
学
か
ら
「
研
究
拠
点

を
形
成
す
る
研
究
」
部
門
に
申
請

し
た
１
件
が
採
択
さ
れ
た
。

研
究
組
織
名
は
「
希
薄
水
環
境

技
術
開
発
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
、
研
究

代
表
者
は
、
先
端
科
学
技
術
推
進

機
構
の
三
宅
孝
典
環
境
都
市
工
学

部
教
授
。
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

は
「
希
薄
水
溶
液
中
の
有
価
物
・

有
害
物
質
の
文
理
を
通
じ
た
水
環

境
技
術
開
発
拠
点
の
形
成
」。
研

究
期
間
は
平
成
24
年
度
〜
28
年
度

の
５
年
間
。

文
科
省
の
私
大
支
援
事
業
に

１
ユ
ニ
ッ
ト
が
採
択
さ
れ
る

中
野
徹
也
、
西
村
枝
美
〔
文
学

部
〕
▼
教
授
　
森
貴
史
、
若
林
雅

哉
〔
経
済
学
部
〕
▼
教
授
　
佐
藤

雅
代
、
清
水
崇
、
鈴
木
智
也
〔
商

学
部
〕
▼
教
授
　
飴
野
仁
子
、
太

田
浩
司
〔
社
会
学
部
〕
▼
教
授

橋
本
理
、
山
口
誠
▼
准
教
授
　
酒

井
千
絵
、
福
島
宏
器
〔
政
策
創
造

学
部
〕
▼
准
教
授
　
権
南
希
〔
外

国
語
学
部
〕
▼
教
授
　
奥
村
佳
代

子
、
鼓
　
宗
〔
人
間
健
康
学
部
〕

▼
准
教
授
　
灘
英
世
〔
総
合
情
報

学
部
〕
▼
教
授
　
谷
本
奈
穂
▼
准

教
授
　
井
浦
崇
〔
社
会
安
全
学

部
〕
▼
教
授
　

野
一
彦
、
中
村

隆
宏
〔
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
〕
▼

教
授
　
齋
藤
賢
一
▼
准
教
授
　
和

田
友
孝
〔
化
学
生
命
工
学
部
〕
▼

教
授
　
青
田
浩
幸
〔
環
境
都
市
工

学
部
〕
▼
准
教
授
　
田
中
俊
輔

〔
大
学
院
会
計
研
究
科
〕
▼
教
授

坂
口
順
也

﹇
新
　
任
﹈（
カ
ッ
コ
内
は
専
門
）

〔
法
学
部
〕
▼
准
教
授
　
荒
木
修

（
行
政
法
学
）、
池
田
慎
太
郎
（
戦

後
日
本
政
治
外
交
史
）〔
文
学
部
〕

▼
教
授
　
安
藤
輝
次
（
質
的
評

価
＝
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
、
学
校
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
）、

関
　
肇
（
日
本
近
現
代
文
学
）
▼

准
教
授
　
篠
原
啓
方
（
朝
鮮
古

代
・
中
世
史
）、

橋
美
帆
（
英

米
文
学
＝
19
世
紀
以
降
の
詩
文
学

研
究
）、
若
槻
健
（
市
民
性
教
育
、

人
権
総
合
学
習
）〔
経
済
学
部
〕

▼
准
教
授
　
神
江
沙
蘭
（
国
際
政

治
経
済
、
Ｅ
Ｕ
経
済
）、
佐
藤
方

宣
（
経
済
思
想
史
）〔
商
学
部
〕

関
大
人
事

▼
教
授
　
小
井
川
広
志
（
発
展
途

上
国
の
企
業
家
精
神
に
関
す
る
研

究
）、
藤
岡
里
圭
（
商
業
論
）
▼

准
教
授
　
辻
美
枝
（
租
税
法
、
国

際
租
税
法
）
▼
助
教
　

井
啓
二

（
消
費
者
行
動
論
、
デ
ー
タ
科
学
）、

宮

慧
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
サ

イ
エ
ン
ス
）〔
社
会
学
部
〕
▼
教
授

北
村
英
哉
（
対
人
心
理
学
、
社
会

心
理
学
）、
三
浦
文
夫
（
メ
テ
ィ

ア
、
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
）
▼
准
教
授
　
保
田
時
男
（
計

量
社
会
学
）
▼
助
教
　
杉
本
舞

（
科
学
史
・
技
術
史
）〔
政
策
創
造

学
部
〕
▼
准
教
授
　
初
見
健
太
郎

（
ゲ
ー
ム
理
論
）〔
外
国
語
学
部
〕

▼
教
授

守

誠
一
（
異
文
化
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
）
▼
准

教
授
　
山
西
博
之
（
英
語
教
育

学
）〔
人
間
健
康
学
部
〕
▼
教
授

河
端

志
（
運
動
・
環
境
生
理

学
）、
山
縣
文
治
（
子
ど
も
家
庭

福
祉
）〔
総
合
情
報
学
部
〕
▼
准

教
授
　
植
原
亮
（
哲
学
・
科
学
倫

理
学
）、
大
堀
秀
一
（
環
境
経
済

学
、
産
業
組
織
論
）、
田
頭
茂
明

（
モ
バ
イ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
）、
研
谷
紀
夫
（
文
化
資
源
情

報
学
）〔
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
〕
▼

教
授
　
長
井
英
生
（
確
立
論
）、

藤
岡
敦
（
微
分
幾
何
学
）
▼
准
教

授
　
小
金
沢
新
治
（
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
、
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
と
制
御
）

▼
助
教
　
廣
岡
大
祐
（
ア
ク
チ
ュ

エ
ー
タ
工
学
）〔
化
学
生
命
工
学

部
〕
▼
准
教
授
　
工
藤
宏
人
（
高

分
子
合
成
化
学
）
▼
助
教
　
河
村

暁
文
（
高
分
子
化
学
・
バ
イ
オ
マ

テ
リ
ア
ル
）〔
法
科
大
学
院
（
法
務

研
究
科
）〕
▼
教
授
　
村
上
幸

（
国
際
取
引
法
・
中
国
法
）、
松
本

哲
泓
（
民
事
訴
訟
法
・
民
法
）

世
界
大
会
優
勝
者
な
ど
に
大
島
賞

校
友
会
は
会
長
か
ら
副
賞
を
授
与

23
年
度
大
島
賞
授
与
式
と
体
育

会
覇
業
披
露
式
が
、
３
月
15
日
に

楠
見
学
長
、
上
原
理
事
長
、
寺
内

校
友
会
長
、
小
坂
体
育
Ｏ
Ｂ
会
長

ら
役
員
と
体
育
会
各
部
選
手
が
出

席
し
て
、
千
里
山
中
央
体
育
館
で

行
わ
れ
た
。

国
際
大
会
で
３
位
以
内
入
賞
、

全
国
大
会
で
優
勝
し
た
個
人
・
団

体
を
表
彰
す
る
「
大
島
賞
」
は
、

21
年
度
か
ら
顕
著
な
成
績
を
あ
げ

た
学
生
・
団
体
を
独
自
に
表
彰
し

て
き
た
校
友
会
も
加
わ
り
、
受
賞

者
に
副
賞
を
授
与
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

授
与
式
で
は
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ
日
本

大
会
優
勝
の

橋
大
輔
選
手
、
同

中
国
大
会
準
優
勝
の
織
田
信
成
選

手
、
織
田
幹
雄
記
念
国
際
陸
上
競

技
大
会
女
子
百
ｍ
ハ
ー
ド
ル
準
優

勝
の
伊
藤
愛
里
選
手
な
ど
国
際
大

会
で
活
躍
し
た
11
人
、
第
61
回
全

日
本
学
生
賞
典
障
害
飛
越
競
技
大

14
人
の
先
生
に

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与

欠
員
補
充
の
新
理
事
に

狭
間
・
岡
田
の
2
氏
選
任



ム
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
大
き
く
貢

献
し
た
。

４
月
24
日
、
世
界
選
手
権
の
戦

績
報
告
に
大
学
を
訪
れ
た

橋
は
、

上
原
理
事
長
に
「
励
ま
し
の
手
紙

３
月
26
日
〜
４
月
１
日
に
フ
ラ

ン
ス
の
ニ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
世

界
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権

大
会
で
、
体
育
会
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
部
の

橋
大
輔
（
Ｍ
文
２
）
が
、

男
子
シ
ン
グ
ル
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
。

ま
た
、
４
月
19
〜
22
日
に
東

京
・
国
立
代
々
木
競
技
場
第
一
体

育
館
で
行
わ
れ
た
第
２
回
世
界
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

国
別
対
抗
戦
（
団
体
競
技
）
で
は
主

将
を
務
め
、
Ｓ
Ｐ
で
は
世
界
歴
代

最
高
得
点
と
な
る
94
・
00
の
演
技

を
披
露
。
フ
リ
ー
で
も
自
己
ベ
ス

ト
を
更
新
す
る
１
８
２
・
72
を
出

し
、
合
計
２
７
６
・
72
で
世
界
歴

代
２
位
記
録
を
マ
ー
ク
し
、
チ
ー

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
、
銀
メ
ダ
ル
を
理
事
長

の
首
に
か
け
、
お
礼
の
挨
拶
。
理

事
長
は
「
ソ
チ
五
輪
ま
で
と
決
め
た

以
上
は
、
関
大
魂
で
頑
張
れ
」
と
激

励
し
た
。
ま
た
、
黒
田
副
学
長
は
、

「
関
大
の
名
を
日
本
に
世
界
に
広

め
て
く
れ
、
あ
り
が
と
う
」
と
の
楠

見
学
長
の
お
礼
の
言
葉
を
伝
え
た
。

文
化
会
27
団
体
に
よ
る
春
の
祭

典
「
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１

２
」
が
、
４
月
16
日
か
ら
28
日
ま

で
、
悠
久
の
庭
や
Ｋ
Ｕ
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
、
凛
風
館
１
階
学
生

ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
を
中
心
に
開
催
さ

れ
た
。

文
化
会
各
部
が
日
頃
の
活
動
成

果
を
発
表
す
る
催
し
で
、
昭
和
60

年
か
ら
続
け
ら
れ
て
お
り
今
年
で

第
27
回
目
。

初
日
の
昼
休
み
に
悠
久
の
庭
で

行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
催
し
の
成
功
を
祈
っ
て

恒
例
の
風
船
飛
ば
し
が
行
わ
れ
、

色
と
り
ど
り
の
風
船
が
大
空
に
放

た
れ
た
。

そ
の
後
、「
明
日
に
き
ら
め
け
文

化
会
27
〜
あ
の
太
陽
に
向
か
っ
て

走
れ
！
こ
こ
か
ら
始
ま
る
僕
ら
の

オ
レ
ン
ジ
デ
イ
ズ
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
各
ク
ラ
ブ
の
発
表
に
加
え
、

統
一
企
画
と
し
て
、
音
楽
系
ク
ラ

ブ
に
よ
る「
合
同
演
奏
会
」
や
芸
術

系
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
合
同
展
示
」

な
ど
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
学
生

が
楽
し
ん
だ
。

関
西
大
学
、
関
西
学
院
大
学
、

同
志
社
大
学
、
立
命
館
大
学
の
体

育
会
に
所
属
す
る
学
生
が
、
３
月

10
日
と
11
日
の
両
日
、
東
日
本
大

震
災
発
生
か
ら
１
年
が
経
つ
の
に

伴
い
、
復
興
支
援
の
募
金
活
動
を

行
っ
た
。

関
大
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
や
江

坂
駅
周
辺
な
ど
、
京
阪
神
の
計
６

カ
所
で
行
わ
れ
た
こ
の
活
動
で
、

約
61
万
円
が
集
ま
り
、
集
ま
っ
た

募
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

被
災
地
へ
と
届
け
ら
れ
た
。

２
月
11
日
に
奈
良
県
文
化
会
館

で
行
わ
れ
た
第
38
回
関
西
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
応
援
団

12

会
優
勝
の
馬
術
部
な
ど
６
団
体
、

第
58
回
全
日
本
学
生
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
大
会
10
ｍ
立
射
60
発
競

技
優
勝
の
田
邊
伊
織
選
手
な
ど
全

国
大
会
で
優
勝
の
14
人
に
、
楠
見

学
長
か
ら
表
彰
状
と
メ
ダ
ル
が
、

寺
内
校
友
会
長
か
ら
副
賞
が
そ
れ

ぞ
れ
手
渡
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
覇
業
披
露
式

で
は
、
国
際
大
会
８
位
以
内
入

賞
、
全
国
大
会
３
位
以
内
入
賞
、

西
日
本
・
関
西
大
会
優
勝
の
個
人

41
人
と
10
ク
ラ
ブ
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た
。

文
化
会
27
部
が
成
果
発
表

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

関
関
同
立
の
体
育
会
員
が

復
興
支
援
の
募
金
活
動

応
援
団
吹
奏
楽
部
が
金
賞
！

関
西
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
で

橋
大
輔
、
世
界
選
手
権
で
銀
メ
ダ
ル

国
別
対
抗
戦
で
は
最
高
の
演
技
を
披
露



吹
奏
楽
部
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
パ
ー
ト

５
人
、
新
居
由
莉
（
生
３
）
・

木

元
大
耀
（
電
２
）
・
白
石
真
衣
子

（
社
２
）
・
山
田
真
実
（
化
２
）
・

二
神
廣
大
（
政
１
）
が
、
金
賞
を
受

賞
し
た
。
曲
目
は
、R

on
ald
L
o

P
resti

作
曲
の
５
本
の
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
の
為
の
組
曲
　
第
１
楽
章
、

第
３
楽
章
。

こ
の
大
会
に
出
場
す
る
に
は
、

ま
ず
大
阪
府
代
表
に
選
出
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
昨

年
12
月
14
日
に
行
っ
た
定
期
演
奏

会
後
の
オ
フ
も
返
上
し
て
練
習
に

励
み
、
12
月
25
日
の
第
38
回
大
阪

府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
し
た
。
結
果
は
、
金
賞
を
受
賞
、

さ
ら
に
大
阪
府
代
表
に
選
出
さ
れ

た
。新

年
を
迎
え
て
も
、
秋
学
期
の

試
験
勉
強
が
忙
し
い
中
、
５
人
が

空
き
時
間
を
合
わ
せ
、
寸
暇
を
惜

し
み
練
習
に
取
り
組
み
、
パ
ー
ト

講
師
の
レ
ッ
ス
ン
を
重
ね
て
本
番

に
臨
ん
だ
結
果
が
実
を
結
ん
だ
瞬

間
で
あ
っ
た
。

同
部
と
し
て
も
、
関
西
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
金
賞
は

13
年
ぶ
り
の
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
勢
い
の
ま
ま
、
今
年
の

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

へ
向
け
て
、
更
な
る
飛
躍
を
期
待

し
た
い
。

関
西
大
学
応
援
団
は
、
本
年
度

に
創
設
90
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
７
月
３
日
（
火
）
に
吹

田
市
文
化
会
館
「
メ
イ
シ
ア
タ
ー
」

大
ホ
ー
ル
で
「
關
西
大
學
應
援
團

創
設
90
周
年
記
念
祭
」
を
開
催
す

る
。
開
場
は
午
後
５
時
、
開
演
は

午
後
６
時
。
入
場
は
無
料
。

花
岡
達
也
第
90
代
団
長
は
、

「
当
日
は
日
頃
の
演
舞
演
奏
、
並

び
に
応
援
活
動
で
お
馴
染
み
の

『
応
援
歌
』
や『
関
大
マ
グ
マ
』
は
も

ち
ろ
ん
、
日
頃
の
応
援
風
景
を
見

事
に
再
現
し
た
『
チ
ア
リ
ン
グ
オ
ン

ス
テ
ー
ジ
』
や
『
吹
奏
楽
部
ス
テ
ー

ジ
』『
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

ス
テ
ー
ジ
』
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
応

援
団
の
活
動
を
見
た
こ
と
が
あ
る

方
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
な
た
で
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
友
人
と

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
来

場
く
だ
さ
い
」
と
、
先
輩
の
来
場
を

心
待
ち
し
て
い
る
。

関
西
大
学
学
生
チ
ー
ム
「
漢
舞
」

は
、
３
月
の
２
〜
６
日
に
「
Ｊ
Ｔ

Ｂ
タ
イ
よ
さ
こ
い
」
に
参
加
す
る
た

め
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

私
た
ち
漢
舞
は
、
よ
さ
こ
い
祭

り
に
参
加
し
て
よ
さ
こ
い
を
踊
る

サ
ー
ク
ル
で
、
今
ま
で
全
国
多
く

の
お
祭
り
に
参
加
し
て
き
ま
し
た

が
、
海
外
は
こ
れ
が
初
め
て
で
し

た
。今

回
は
、
タ
イ
の
よ
さ
こ
い
祭

り
に
参
加
す
る
こ
と
が
主
な
目
的

で
し
た
が
、
他
に
も
タ
イ
の
文
化

に
触
れ
た
り
、
ス
ラ
ム
街
の
孤
児

院
の
訪
問
も
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

私
た
ち
は
多
く
の
貴
重
な
経
験
が

で
き
ま
し
た
。

祭
り
で
は
、
ま
ず
地
元
チ
ー
ム

の
踊
り
を
見
学
し
ま
し
た
。
日
本

の
文
化
で
あ
る
よ
さ
こ
い
を
タ
イ

風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
演
舞
で
あ
り
、

タ
イ
と
日
本
の
つ
な
が
り
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
祭
り
の
最

後
に
は
日
本
人
と
タ
イ
人
が
一
緒

に
な
っ
て
踊
り
、
互
い
に
時
間
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
国
境
を
越
え

た
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
国
民
性

や
文
化
は
違
え
ど
、
よ
さ
こ
い
を

通
じ
て
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と

が
、
よ
さ
こ
い
の
大
き
な
魅
力
の

一
つ
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

ま
た
、
孤

児
院
訪
問
で

は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
演
舞

を
行
っ
た
り
、

子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
時

間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
子

13

応
援
團
が
7
月
3
日
（
火
）
に

創
設
90
周
年
記
念
祭
を
開
催

「
タ
イ
よ
さ
こ
い
」
に
出
演

ス
ラ
ム
街
の
孤
児
院
慰
問
も

ど
も
た
ち
は
、
最
初
は
慣
れ
な
い

こ
と
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、

段
々
と
心
を
開
い
て
く
れ
、
楽
し

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

日
本
で
も
小
学
校
等
を
訪
問
す
る

機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
タ
イ
の
子

ど
も
た
ち
も
日
本
の
子
ど
も
た
ち

と
変
わ
ら
な
い
無
邪
気
な
姿
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
姿
を

見
せ
て
く
れ
る
こ
と
は
私
た
ち
自

身
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。
こ
の
喜

び
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
タ
イ
の
子

供
た
ち
に
、
何
か
恩
返
し
し
た
い

と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
タ
イ
の
孤
児
院
を
支

援
し
て
い
る
日
本
の
財
団
の
方
に

話
を
聞
き
、
実
際
に
支
援
で
き
る

方
法
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
そ
の
活
動
に
協
力
し
、
タ

イ
へ
の
感
謝
を
形
に
し
て
届
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

タ
イ
に
行
っ
た
こ
と
は
私
た
ち

個
人
と
し
て
も
漢
舞
と
し
て
も
貴

重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
で
思
う
こ
と
も
多
く
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
漢
舞
と
し
て

も
海
外
進
出
と
い
う
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
せ
ま
し
た
。
そ
れ
を
一

つ
の
大
学
生
活
の
思
い
出
と
す
る

の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
で
き
た
つ
な

が
り
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
を
よ
り
意
義
の
あ
る
も
の
に
し

て
い
く
た
め
に
、
今
後
も
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
漢
舞
代
表
　
上
本
将
広
）
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学校法人関西大学の募金事業について
「校友の皆様の温かいご支援をお願いいたします」

本法人は、教育研究諸条件の整備充実並びに奨学事業をはじめとする各基金の充実を目的として

募金事業を実施し、従来から学内外の関係各位にご支援、ご協力を仰いでまいりました。

平成24年度も恒常的募金の二本柱である「学の実
じつ

化
げ

促進募金（教育研究促進募金）」と「『考動』

する関大人育成募金（給付奨学金等募金）」を中心に、本学の教育研究をはじめとする諸活動を充

実させるための募金活動を行ってまいります。

1「学の実化促進募金（教育研究促進募金）」

「学の実化」の理念に基づき、母校の教育研究環境のさらなる整備充実に向けてご支援をお

願いするものであります。

関西大学は、明治19年に関西法律学校として開校以来、126年の長きにわたり、我が国の教

育研究の発展に寄与してまいりました。大正11年、関西大学は旧制大学へ昇格し、総理事兼学

長となった山岡順太郎は新しい大学の指導理念として「学の実化」を提唱しました。「学理と実

際との調和」「国際的精神の涵養」「外国語学習の必要」「体育の奨励」というこの理念は、本

学の学是としてゆるぎなく継承されてきました。

この理念を再認識しながら、本質の理解と十分な基礎力の蓄積、問題解決につながる応用力

と柔軟な思考力の醸成など、教育力を最大限に発揮して、情報化・国際化などに対応できる社

会に有為な人材の育成に力を注いでまいります。

2「『考動』する関大人育成募金（給付奨学金等募金）」

法人・団体・個人に対し、本学が掲げる長期ビジョン「KU Vision 2008-2017」に基づいた

人材育成のための奨学事業等へご支援をお願いするものであります。

めざすべき方向性として、「社会を見つめ、変化に挑む。『考動』する関大人が世界を拓く。」

を掲げ、教育力を最大限に発揮して、生徒や学生が「考動力」すなわち「自らの頭で自主的に

よく考え、自律的かつ積極的に行動する力」を身につけられるよう、皆様のご芳志をもとに給

付奨学金事業等を充実させ、社会や世界をリードできる「考動」する関大人を育成してまいり

ます。

校友の皆様にも本募金の趣旨をご理解いただき、温かいご支援を賜りますようお願い申しあげます。
募金についてのお問合せは下記にお願いいたします。

学校法人関西大学　財務局資金課　TEL：06-6368-1137

○関西大学第一高等学校・第一中学校創立100周年記念事業募金
○関西大学北陽高等学校・北陽中学校体育館建設事業募金

「学の実化促進募金」の一環として、平成24年度から上記募金の募集をいたします。
詳細につきましては、資金課までお問い合わせください。

平成24年度から新たに募集する寄付金平成24年度から新たに募集する寄付金
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平成23年３月25日から本学の被災学生に対する支援として開始いたしました「関西大学災害特別義援金」の募
集期間が、平成24年3月31日をもって終了いたしました。

募金状況

皆様からお寄せいただきましたご厚志は総額35,702,757円となり、本学の被災学生62人に対し、平成23年度春学
期・秋学期の修学支援助成金として、17,700,000円を給付いたしました。
皆様のおかげをもちまして、被災学生も苦境にも負けず、安心して勉学を継続することができましたこと、心か

ら深くお礼申しあげます。
ご厚志残金の18,002,757円につきましては、平成24年度の修学支援助成金として使用させていただきます。
東日本大震災で被災された方々に、心からお悔やみとお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復興をお祈

りいたします。

本学の被災学生に対する「関西大学災害特別義援金」へのご協力お礼

寄付金の免税措置が拡充されました
平成23年度の税制改正により新たに個人が行った寄付金に対する所得税の「税額控除制度」が導入されました。

これにより、個人からご寄付いただいた分について、従来の「所得控除方式」と「税額控除方式」の2方式から選
択して、どちらか有利な方法で確定申告をしていただくことができるようになりました。
給与収入額や所得控除額などにより有利な控除方式は異なりますが、通常は「税額控除方式」を選択していた

だくと還付税額が多くなり、寄付者にとって有利になるものです。
なお、詳細につきましては、確定申告時に所轄税務署にお問合せいただき、有利な控除方式を選択していただく

ことになります。

Ａ【従来からある所得控除方式の寄付金控除額の計算方法】

Ｂ【新しく導入された税額控除方式の寄付金特別控除額の計算方法】

〔所得控除方式と税額控除方式の簡易計算例〕
個人が本学に対して年額10万円の寄付をした場合、上記計算方法にあてはめますと

Ａ【所得控除方式】 10万円　―　2,000円　＝　9万8,000円が寄付金控除額
課税される所得金額が330万円超～695万円以下の方の場合、税率は20％となり
9万8,000円　×　20％　＝　1万9,600円が還付税額

Ｂ【税額控除方式】 （10万円　―　2,000円）×　40％　＝　3万9,200円が還付税額

なお、個人については、上記所得税の所得控除及び税額控除以外に住民税の税額控除（地方公共団体の条例に
より指定された場合に限る）があります。

また、法人からのご寄付に対する損金算入手続きには、①特定公益増進法人に対する寄付金（寄付金の一定限
度額まで損金算入可能）、②受配者指定寄付金（全額損金算入可能）による方法があり、どちらかを選択していた
だく必要があります。詳しくは資金課までお問い合わせください。

募金残金（平成24年度修学支援助成金） 18,002,757円

平成23年3月25日～平成24年3月31日までの募金金額 35,702,757円

平成23年度修学支援助成金支出額 △17,700,000円

当該年中に支出した寄付金額※1 ―　2,000円＝　寄付金控除額
寄付金控除額　×　税　 率※2 ＝　還付税額
※1 その年の総所得金額等の40％を限度とする。 ※2 課税所得金額により税率は変わる。

(当該年中に支出した寄付金※1 ―　2,000円）×40％＝寄付金特別控除額(還付税額)※2
※1 その年の総所得金額の40％を限度とする。 ※2 所得税の25％を限度とする（100円未満切捨て）。

（当該年中に支出した寄付金※1 ―　2,000円）×税額控除率※2 ＝寄付金控除
※1 その年の総所得金額の30％を限度とする。
※2 都道府県が指定した寄付金…4％、市区町村が指定した寄付金…6％

都道府県と市区町村の双方が指定した寄付金…10％
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テ
ン
ト
ブ
ー
ス
は

今
年
も
盛
況

淡
路
支
部
が2

年
連
続
で
参
加

総
合
図
書
館
前
か
ら
の
メ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
に
並
ぶ
テ
ン
ト
ブ
ー
ス

は
、
今
年
も
盛
況
。
お
馴
染
み
の

吹
田
支
部
、
女
子
秀
麗
会
、
一
高

同
窓
会
、
尼
崎
支
部
、
西
淀
川
支

部
、
コ
ー
ル
テ
ク
ニ
カ
Ｏ
Ｂ
会
な

ど
の
テ
ン
ト
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
、
昨

年
初
参
加
の
淡
路
支
部
は
、
今
年

は
大
学
進
学
希
望
の
高
校
３
年
生

６
人
も
同
伴
し
、
貸
切
バ
ス
に
地

元
物
産
や
淡
路
島
Ｐ
Ｒ
品
、
さ
ら

に
淡
路
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど

を
積
み
込
ん
で
参
加
し
た
。

早
く
か
ら
準
備
を
始
め
、
開
場

の
10
時
に
は
つ
き
た
て
の
き
な
粉

餅
が
配
ら
れ
る
一
高
同
窓
会
の
テ

ン
ト
。
ま
ず
こ
こ
に
足
を
運
ぶ
常

連
さ
ん
も
お
り
、
相
変
わ
ら
ず
の

人
気
で
、
お
い
し
そ
う
に
餅
を
頬

張
っ
て
い
た
。
前
で
は
、
留
学
生

や
子
ど
も
た
ち
が
慣
れ
な
い
杵
を

持
ち
、
餅
つ
き
を
体
験
し
た
。

野
点
で
は
例
年
の

一
・
五
倍
を
準
備

俳
句
コ
ー
ナ
ー
や

さ
く
ら
寄
席
も
盛
況

悠
久
の
庭
に
設
け
ら
れ
た
野
点

会
場
。
早
く
か
ら
多
く
の
参
加
者

が
訪
れ
、
お
点
前
で
も
て
な
す
茶

道
部
員
は
大
忙
し
。
例
年
午
前
中

に
茶
菓
子
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
今
年
は
茶
菓
子
と
お
茶
を

一
・
五
倍
用
意
し
た
が
、
そ
れ
で

も
閉
場
の
３
時
前
に
は
全
て
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
春
の
俳
句
大

賞
」
を
募
集
し
た
隣
の
「
俳
句
コ

ー
ナ
ー
」
に
は
、
寺
内
校
友
会
長

や
本
部
役
員
も
顔
を
見
せ
、
一
句

二
句
と
投
稿
。
野
点
を
楽
し
ん
だ

家
族
連
れ
の
人
も
揃
っ
て
句
作
に

励
ん
で
い
た
。
ま
た
、
凛
風
館
ロ

ビ
ー
で
行
わ
れ
た
落
語
大
学
学
生

に
よ
る
「
サ
ク
ラ
寄
席
」。
室
内
の

た
め
、
担
当
役
員
が
早
く
か
ら
チ

ラ
シ
を
配
っ
て
呼
び
込
み
を
行
い
、

開
演
時
に
は
ほ
ぼ
満
席
に
な
り
、

熱
演
す
る
学
生
の
落
語
を
熱
心
に

聞
い
て
い
た
。

国
際
化
進
め
る母

校
に
声
援
を

現
在
の
関
大
の
知
性
を

体
感
く
だ
さ
い

12
時
40
分
、
総
合
図
書
館
前
か

ら
応
援
団
旗
を
先
頭
に
中
央
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
向
け
て
パ
レ
ー
ド
が
始

ま
っ
た
。
両
側
に
咲
き
乱
れ
る
桜

並
木
を
背
景
に
、
寺
内
俊
太
郎
会

長
と
副
会
長
、
さ
ら
に
応
援
団
、

漢
舞
約
１
０
０
人
が
行
進
し
た
。

午
後
１
時
、
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
大
東
恭
治
総
務
副
部
長
の
司

会
の
も
と
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
始

ま
っ
た
。
ま
ず
寺
内
会
長
が
主
催

者
挨
拶
。
寺
内
会
長
は
「
桜
満
開

の
母
校
へ
よ
う
こ
そ
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
本
日
の
天
気
は
母

校
を
思
う
校
友
の
皆
さ
ん
の
気
持

創
立
1
0
0
周
年
の
年
に
、
充
実
・
発
展
す
る
母
校
の
姿
を
校
友
に
見
て
も
ら
お
う
と
始
め
ら
れ
た
校
友
会
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
「
2
0
1
2
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
創
立
1
2
6
周
年
の
今
年
も
大
学
の
全
面
的

な
協
力
を
得
て
4
月
8
日
の
日
曜
日
に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
、
第
1
日
曜
日
の
4
月
1
日
が
入
学
式
だ
っ
た
た
め
第
2
日
曜
日
の
開
催
と
な
っ
た
。
ま
た
今
年
は
寒

さ
が
長
引
き
、
桜
の
開
花
も
遅
れ
た
が
、
入
学
式
の
時
に
は
蕾
だ
っ
た
桜
も
、
こ
の
日
は
8
分
咲
き
と
な
り
、
天

気
も
快
晴
、
申
し
分
の
な
い
お
花
見
日
和
と
な
っ
た
。

こ
の
日
母
校
を
訪
れ
た
校
友
と
そ
の
家
族
は
、
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
な
ど
関
東
を
は
じ
め
、
茨
城
や
群
馬
、

さ
ら
に
愛
媛
・
香
川
・
高
知
・
広
島
・
島
根
な
ど
四
国
・
中
国
と
い
っ
た
遠
隔
地
も
含
め
て
約
7
千
人
。
教
室

等
で
総
会
や
懇
親
会
、
現
役
Ｏ
Ｂ
交
流
会
な
ど
を
開
催
し
た
団
体
は
約
70
団
体
。
あ
ち
こ
ち
で
「
確
か
め
よ
う
青

春
！
深
め
よ
う
友
情
！
高
め
よ
う
母
校
愛
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
実
践
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
、
応
援
団
の
演
舞
・
演
奏
に
熱
き
血
潮
を
湧
き
た
た
せ
て
い
た
。
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ち
の
表
れ
だ
と
思
う
。
今
年
母
校

は
、
南
千
里
国
際
プ
ラ
ザ
に
留
学

生
別
科
を
開
設
し
、
国
際
化
に
向

け
て
第
１
歩
を
踏
み
出
し
た
。
世

界
は
一
つ
、
地
球
は
一
つ
と
い
う

流
れ
の
中
で
多
く
の
留
学
生
を
受

入
れ
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
う
。
母
校
に
エ
ー
ル
を
送

り
た
い
」
と
述
べ
、
招
待
し
た
留

学
生
に
対
し
て
は
「
日
本
の
歴

史
・
文
化
を
十
分
に
学
ん
で
母
国

に
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
特
に

関
西
大
学
の
桜
と
、
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
集
う
校
友
の

熱
い
思
い
を
心
に
刻
ん
で
、
思
い

起
こ
し
て
ほ
し
い
。
世
界
平
和
の

た
め
皆
さ
ん
の
ご
活

躍
を
祈
念
し
て
い
ま

す
」
と
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
た
。

上
原
洋
允
理
事
長

は
、
ま
ず
、「
学
内
２

千
本
の
桜
が
皆
さ
ま

を
歓
迎
し
て
い
ま
す
」

と
述
べ
、
ア
メ
リ
カ

と
の
桜
友
好
１
０
０

年
に
因
ん
で
、
接
ぎ

木
の
技
術
に
よ
っ
て

ア
メ
リ
カ
に
桜
の
苗

木
を
送
る
こ
と
が
で

き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披

露
。
続
い
て
「
教
学

と
一
体
と
な
っ
て
留

学
生
を
支
援
し
、
海

外
で
活
躍
す
る
学
生

を
育
て
て
い
き
た
い
。

大
学
は
４
年
後
に
創

立
１
３
０
周
年
を
迎

え
る
。
一
中
・
一
高

は
来
年
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
。
関
西
大

学
は
、
着
実
に
前
進

を
続
け
る
こ
と
が
要

請
さ
れ
て
い
る
。
更

な
る
発
展
を
皆
さ
ん
と
共
に
期
し

て
い
き
た
い
。
今
後
と
も
ご
支
援

を
お
願
い
す
る
」
と
挨
拶
し
た
。

楠
見
晴
重
学
長
は
「
３
月
に
は

６
千
３
０
０
人
の
学
生
を
社
会
に

送
り
出
し
、
４
月
１
日
に
は
６
千

９
１
５
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
。

入
学
式
の
式
辞
の
中
で
、『
深
呼

吸
を
し
て
関
西
大
学
の
１
２
６
年

の
伝
統
と
自
由
、
知
性
を
感
じ
て

ほ
し
い
。
こ
の
空
気
を
吸
っ
て
育

っ
た
41
万
校
友
は
国
内
ば
か
り
で

な
く
、
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
。

今
後
４
年
間
、
こ
の
自
由
闊
達
な

空
気
を
吸
っ
て
大
き
く
育
っ
て
い

た
だ
き
た
い
』
と
話
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
お
い
で
の
皆
さ
ん
に
は
、
長

き
歴
史
の
香
り
と
今
の
関
西
大
学

の
知
性
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
た

い
。関

西
大
学
は
、
日
本
の
大
学
か

ら
ア
ジ
ア
の
大
学
と
し
て
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
す
。
そ
の
た
め
に

国
際
化
に
向
け
て
種
々
施
策
を
講

じ
て
い
る
。
皆
さ
ん
と
共
に
関
西

大
学
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
」
と
、
支
援
を
お
願

い
し
た
。

挨
拶
の
後
は
、
学
生
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
・
漢
舞
と
応
援
団
リ
ー
ダ

ー
部
・
バ
ト
ン
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
・
吹
奏
楽
部
の
演
舞
・
演
奏
を

楽
し
み
、
ひ
と
と
き
学
生
時
代
に

か
え
り
、
逍
遙
歌
を
声
高
ら
か
に

合
唱
し
て
青
春
を
謳
歌
し
明
日
の

活
力
を
養
っ
た
。

貴
重
な
展
示
を
熱
心
に
見
学

ロ
ボ
ッ
ト
に
子
ど
も
が
歓
声

大
学
の
協
力
で
総
合
図
書
館
を

は
じ
め
各
施
設
も
開
放
さ
れ
た
。

博
物
館
で
は
春
季
企
画
展
「
東
洋

の
や
き
も
の
―
日
本
・
朝
鮮
・
中

国
」
と
「
南
部
靖
之
氏
寄
贈
　
古

硯
と
古
墨
」
の
２
展
示
を
、
年
史

資
料
展
示
室
で
は
企
画
展
「
燦
た

る
理
想
を
目
指
し
て
―
大
学
昇
格

90
周
年
記
念
展
―
」
を
そ
れ
ぞ
れ

開
催
。
参
加
者
は
、
貴
重
な
資
料

の
展
示
や
大
学
の
歴
史
を
示
す
資

料
を
熱
心
に
見
て
回
っ
て
い
た
。

新
関
西
大
学
会
館
北
棟
で
行
わ

れ
た
「
校
友
親
子

の
進
学
相
談
」
も
、

多
く
の
校
友
・
家

族
が
訪
れ
、
大
学

を
は
じ
め
併
設
学

校
の
教
員
・
職
員

が
誠
意
を
持
っ
て

熱
心
に
対
応
し
た
。

同
じ
北
棟
で
は

新
し
い
試
み
と
し

て
、
倉
田
純
一
シ

ス
テ
ム
理
工
学
部

准
教
授
と
与
謝
野

有
紀
社
会
学
部
教

授
の
協
力
を
得
て
、

大
学
の
地
域
連
携

の
展
示
「
見
え
る

学
び
『
ロ
ボ
ッ
ト
が

走
る
』」
を
開
催
。

昨
年
の
第
１
回

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

か
ら
「
商
店
街
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
走

る
」
を
中
心
に
、
日
本
で
初
め
て

天
神
橋
筋
商
店
街
の
中
に
設
置
し

た
研
究
拠
点
で
の
活
動
を
展
示
。

屋
外
を
走
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
子
ど
も

た
ち
が
歓
声
を
上
げ
、
愛
嬌
の
あ

る
ロ
ボ
ッ
ト
に
触
っ
て
楽
し
ん
で

い
た
。

な
お
、
こ
の
日
も
受
付
に
置
か

れ
た
「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」

募
金
箱
に
は
、
参
加
者
か
ら
多
く

の
淨
財
が
入
れ
ら
れ
、
校
友
会
で

は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
現
地

に
送
っ
た
。
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
淡
路
支

部
は
、
淡
路
島
の
特
産
品
　
淡
路

島
新
玉
ね
ぎ
や
と
れ
た
て
の
レ
タ

ス
、
い
か
な
ご
の
釘
煮
、
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
和
菓
子
等

を
テ
ン
ト
販
売
し
た
。

約
40
人
の
Ｏ
Ｂ
と
そ
の
家
族
た

ち
が
母
校
へ
参
集
し
て
、
交
流
を

深
め
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

若
々
し
い
ゲ
ス
ト
た
ち
も
同
行
し

て
い
た
。

淡
路
支
部
で
は
、
淡
路
島
内
の

高
校
３
年
生
を
対
象
に
、
独
自
に

大
学
の
見
学
会
を
同
時
に
実
施
し

て
お
り
、
こ
の
日
は
６
人
の
見
学

者
も
同
行
し
た
。

今
年
は
、
古
事
記
１
３
０
０
年

記
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
事
記

の
主
人
公
で
あ

る
「
い
ざ
な

ぎ
」
を
も
と
に

誕
生
し
た
淡
路

市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
登
場
し
、

淡
路
島
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

（
幹
事
　
鈴
木
朋
美
）

一
気
に
桜
が
開
花
し
た
春
爛
漫

の
母
校
で
、
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
開
催
さ
れ
た
。

尼
崎
支
部
は
メ
イ
ン
通
り
に
テ

ン
ト
を
構
え
、
午
前
９
時
か
ら
支

部
役
員
と
Ｕ
―
40
（
年
齢
40
歳
以

下
の
支
部
校
友
）
が
準
備
に
入
っ

た
。
今
年
も
出
し
物
は
尼
崎
支
部

名
物
「
本
場
中
国
手
作
り
餃
子
」
・

「
尼
崎
銘
菓
煎
餅
」
・
「
生
ビ
ー
ル
」

の
３
点
。

午
前
11
時
に
大
角
支
部
長
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
河
本
副
支
部
長
の

乾
杯
発
声
で
ま
ず
は
集
ま
っ
た
校

友
35
人
が
花
見
弁
当
を
食
し
な
が

ら
、
懐
か
し
い
母
校
で
懇
親
を
深

め
た
。
こ
の
日
は
絶
好
の
花
見
日

和
で
、
次
々
と
テ
ン
ト
を
訪
れ
る

校
友
や
行
き
交
う
校
友
も
多
く
、

こ
の
日
準
備
し
た
出
し
物
も
め
で

た
く
完
売
と
な
っ
た
。

準
備
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
皆

様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
広
報
　
松
本
勝
憲
）

午
前
11
時
か
ら
第
２
学
舎
Ｂ
３

０
６
教
室
で
、
役
員
28
人
に
よ
り

拡
大
役
員
会
を
開
催
。
23
年
度
事

業
・
会
計
報
告
並
び
に
24
年
度
事

業
計
画
・
予
算
案
等
に
つ
い
て
熱
心

に
討
議
し
、
今
年
度
は
緊
急
財
政

で
切
り
抜
け
る
こ
と
で
一
致
し
た
。

途
中
、
寺
内
会
長
が
お
越
し
に
な

り
、
激
励
の
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

水
口
名
誉
支
部
長
の
発
声
で
乾

杯
し
、
和
や
か
に
昼
食
を
と
っ
た

後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
記
念
撮
影

を
し
て
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
会
場
へ
。

終
了
後
、
学
生
時
代
を
思
い
出
し

な
が
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
を
散
策
。
学

舎
の
変
貌
ぶ
り
に
感
慨
も
一
入
だ

っ
た
。

学
舎
を
出
て
、
近
く
の
居
酒
屋

に
て
恒
例
の
懇
親
会
を
開
催
。
大

い
に
飲
み
、
食
べ
、
歓
談
し
て
よ

り
一
層
の
親
交
を
深
め
、
千
里
山

を
後
に
し
た
。（
副
支
部
長
　
仲
西
忠
）

吹
田
支
部
は
、
第
２
回
に
自
前

で
テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
参
加
支
部

校
友
に
飲
み
物
等
を
無
料
配
布
し

て
以
来
、
連
続
し
て
参
加
し
て
い

る
、
参
加
団
体
の
中
で
も
最
古
参

団
体
の
一
つ
で
あ
る
。

今
年
も
婦
人
部
・
青
年
部
の
主

催
で
恒
例
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
を

行
っ
た
。
毎
年
参
加
者
に
好
評
の

高
級
海
産
物
や
文
房
具
、
会
員
が

持
ち
寄
っ
た
も
の
を
販
売
。
午
後

２
時
に
は
完
売
と
な
っ
た
。

今
年
は
、
テ
ン
ト
内
に
初
め
て

交
流
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
。
機
関
紙

「
関
大
」
３
月
号
に
チ
ラ
シ
を
封
入

し
て
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

立
ち
寄
り
い
た
だ
い
た
支
部
会
員

も
多
く
、
和
や
か
な
雰
囲
気
だ
っ

た
。吹

田
支
部
で
は
婦
人
部
、
青
年

部
、
一
般
会
員
の
方
を
常
に
募
集

中
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

w
w
w
2.k
an
d
ai-k
oy
u
k
ai.com

/

al/su
ita/

、
ま
た
は
関
西
大
学
校

友
会
吹
田
支
部
の
公
式
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

（
渡
辺
善
孝
）

毎
年
参
加
し
て
い
る
枚
方
支
部

で
は
、
今
年
も
13
人
に
て
参
加
。

毎
年
初
参
加
の
会
員
が
「
卒
業

後
〇
〇
年
ぶ
り
に
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
に
来
た
ら
、
ど
こ
の
大
学
か

わ
か
ら
な
い
ほ
ど
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

確
か
に
新
し
い
建
物
が
ド
ン
ド

ン
建
築
さ
れ
、
古
い
校
舎
は
大
き

く
改
築
さ
れ
、
学
生
時
代
の
校
舎

の
面
影
が
残
っ
て
い
な
い
の
は
残

念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
常
に
時
代

の
先
駆
者
と
し
て
、
新
し
い
も
の

を
追
い
か
け
る
関
大
の
パ
ワ
ー
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
い
つ
も
話
に
花
が

咲
く
の
は
学
生
時
代
の
話
、
夕
暮

れ
に
な
っ
て
も
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
は

ゆ
る
キ
ャ
ラ
と

母
校
へ
参
上―

淡
路
支
部

支
部
名
物
3
点
完
売
！

―
尼
崎
支
部

寺
内
会
長
が

激
励
の
挨
拶

―
川
西
支
部

初
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
設
置

―
吹
田
支
部

目
を
見
張
る
関
大
パ
ワ
ー

―
枚
方
支
部
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続
き
、
ま
た
来
年
も
み
ん
な
で
集

ま
る
約
束
を
し
、
各
自
家
路
に
つ

き
ま
し
た
。
（
幹
事
長
　
永
盛
啓
司
）

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
約
２
千
５

０
０
本
の
桜
が
、
今
年
も
満
面
の

笑
み
で
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
た
。

本
年
の
平
野
支
部
懇
親
会
は
、

八
尾
、
藤
井
寺
、
富
田
林
の
各
支

部
、
そ
し
て
二
九
千
里
会
、
河
内

若
手
会
と
の
合
同
で
行
わ
れ
た
。

早
々
と
会
場
に
到
着
し
た
人
は
、

模
擬
店
を
ハ
シ
ゴ
し
た
せ
い
か
開

始
時
に
は
既
に
デ
キ
上
が
っ
て
お

り
、
例
年
に
も
ま
し
て
賑
や
か
な

会
に
な
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
て
く

れ
て
い
た
。

自
己
紹
介
・
近
況
報
告
で
は
、
最

近
絶
好
調
と
み
え
る
先
輩
の
「
ゴ

ル
フ
教
え
ま
す
」
の
言
葉
や
、
若
い

女
性
校
友
の
「
１
０
０
キ
ロ
ウ
ォ

ー
ク
完
歩
達
成
し
ま
し
た
」
の
報
告

な
ど
に
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
、

老
・
壮
・
青
の
世
代
、
そ
れ
に
支

部
や
団
体
の
垣
根
を
超
え
た
交
流

の
輪
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
た
。

最
後
に
、
８
月
１
日
Ｐ
Ｌ
花
火

大
会
に
招
待
下
さ
る
富
田
林
支

部
・
野
島
副
支
部
長
の「
観
光
バ
ス

１
０
０
台
分
ま
で
Ｏ
Ｋ
」
と
の
力

強
く
あ
り
が
た
い
言
葉
に
、
参
加

者
た
ち
の
心
は
早
や
真
夏
へ
。
私

た
ち
の
活
動
は
、
こ
の
夏
、
更
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
す
。(

長
野
隆
哉)

始
ま
り
ま
し
た
今
年
の
楽
し
い

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
鶴

見
支
部
に
は
34
人
の
バ
ギ
ー
か
ら

80
歳
以
上
の
大
先
輩
の
仲
間
が
集

合
。
徳
野
豊
支
部
長
の
明
る
い
ウ

エ
ル
カ
ム
の
挨
拶
。

早
速
、
恒
例
の
紙
芝
居
ク
イ
ズ
、

「
た
べ
ら
れ
た
や
ま
ん
ば
」
で
奇

問
・
珍
問
ク
イ
ズ
に
大
笑
い
。
急

に
出
演
が
決
ま
っ
た
梅
田
嶋
田
の

さ
ん
し
ん
と
ピ
ア
ニ
カ
の
デ
ュ
オ
。

沖
縄
民
謡
に
続
き
、
童
謡
ふ
る
さ

と
を
全
員
で
。
や
が
て
ブ
ル
ー
グ

ラ
ス
バ
ン
ド
へ
。
フ
ォ
ギ
ー
マ
ウ
ン

テ
ン

ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
や
テ
ネ
シ

ー
ワ
ル
ツ
等
の
名
曲
が
次
々
に
。

時
間
が
な
い
、
昼
食
を
と
り
な

が
ら
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
。
さ
あ
、
中

央
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
急
げ
。

（
幹
事
長
　
迫
　
匡
）

待
ち
に
待
っ
た
ス
プ
リ
ン
グ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
桜
吹
雪
の
舞
う

美
し
い
庭
で
の
お
で
ん
宴
会
を
禁

じ
ら
れ
て
か
ら
２
年
目
の
春
。
今

年
は
何
か
楽
し
く
活
気
溢
れ
る
催

し
を
と
、
小
林
洋
司
新
支
部
長
の

提
案
で
、
住
吉
さ
ん
の
ど
ら
焼
を

販
売
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

初
め
て
の
模
擬
店
と
あ
っ
て
、

皆
、
販
売
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
と

売
れ
残
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い

う
不
安
と
で
、
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
準
備
を
し
た
。

し
か
し
、
開
店
し
た
ら
案
ず
る

こ
と
な
く
、
テ
ン
ト
村
の
校
友
、

金
曜
会
、
葦
文
会
、
中
央
支
部
、

事
業
部
ほ
か
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
で
、
お
昼
過
ぎ
に
は
80
箱
が
完

売
し
た
。
来
年
は
１
０
０
箱
に
増

や
そ
う
と
か
、
商
品
を
変
え
よ
う

と
か
…
…
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
住

吉
支
部
は
四
季
を
問
わ
ず
大
ブ
レ

イ
ク
間
違
い
な
し
！
　
寺
内
会
長
、

上
原
理
事
長
ほ
か
お
買
い
上
げ
下

さ
っ
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
き
っ
と
住
吉
大
社
の
御

利
益
が
あ
り
ま
す
よ
。
（
友
成
純
子
）

吉
村
健
治
支
部
長
以
下
13
人
が

大
学
に
集
ま
り
ま
し
た
。
校
友
会

に
用
意
し
て
頂
い
た
教
室
で
生
協

の
弁
当
と
ビ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、

広
が
る
交
流
の
輪
・
輪

4
支
部
2
団
体
で
懇
親
会

―
平
野
支
部

住
吉
さ
ん
の
ど
ら
焼
販
売
で

更
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
深
ま
る

―
住
吉
支
部

盛
り
沢
山
の
催
し
楽
し
む

―
鶴
見
支
部

桜
を
愛
で
な
が
ら
学
生
時
代
の
思

い
出
や
、
今
後
の
支
部
活
動
等
に

つ
き
暫
し
の
歓
談
を
楽
し
ん
だ
。

野
点
、
簡
文
館
（
壁
画
、
博
物

館
）
と
ま
わ
り
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

会
場
の
中
央
グ
ラ
ン
ド
へ
。
校
友

会
長
、
理
事
長
、
学
長
の
挨
拶
を

拝
聴
し
、
応
援
団
な
ど
に
よ
る

演
舞
・
演
奏

を
観
賞
し
、
最
後

に
逍
遙
歌
を
合
唱
し
て
和
や
か
な

う
ち
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
花
岡
　
宏
）

春
爛
漫
、
青
く
澄
ん
だ
空
と
満

開
の
桜
の
下
、
開
催
さ
れ
た
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、
わ
れ

わ
れ
西
淀
川
支
部
も
参
加
し
ま
し

た
。六

埜
、
長
谷
部
、
両
副
支
部
長

と
西
山
幹
事
長
を
中
心
に
早
朝
か

ら
テ
ン
ト
設
営
。
暖
か
い
日
差
し

の
も
と
、
来
場
さ
れ
る
校
友
の

方
々
の
た
め
に
お
で
ん
、
フ
ラ
ン

桜
を
愛
で
な
が
ら
歓
談

―
西
成
支
部

現
役
学
生
に
は

無
償
提
供

―
西
淀
川
支
部

”

“
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ク
フ
ル
ト
と
飲
み
物
を
格
安
で
提

供
さ
せ
て
頂
い
た
。

今
回
は
、
井
上
幹
事
が
当
支
部

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
居
酒
屋
「
武
者
」

を
出
店
す
る
形
で
行
わ
れ
、
更
に

美
味
し
い
と
評
判
で
し
た
。

ま
た
、
お
子
様
連
れ
の
校
友
や

現
役
の
学
生
た
ち
に
は
無
償
で
提

供
さ
せ
て
頂
く
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
笑
顔
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

午
前
中
に
は
用
意
し
た
食
材
全

て
が
な
く
な
り
、
そ
の
後
は
支
部

交
流
会
、
本
日
の
成
功
を
祝
っ
て

乾
杯
、
賄
い
に
用
意
し
た
う
ど
ん
、

ホ
ル
モ
ン
、
焼
き
そ
ば
等
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
更
に
支
部
の
結

束
を
固
い
も
の
に
し
ま
し
た
。

（
副
幹
事
長
　
河
野
賢
治
）

大
阪
中
央
支
部
で
は
、
例
年
通

り
午
前
11
時
半
か
ら
第
２
学
舎
教

室
に
て
17
人
が
参
加
し
、
お
弁
当

を
食
べ
な
ら
談
笑
。

初
参
加
の
２
人
を
含
め
改
め
て

自
己
紹
介
を
行
っ
た
。
皆
の
個
性

豊
か
な
自
己
紹
介
に
終
始
笑
顔
が

絶
え
な
か
っ
た
。
そ
の
後
毎
年
恒

例
の
齊
城
先
輩
に
よ
る
、
す
ぐ
に

タ
ネ
を
明
か
し
て
し
ま
う
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
。
皿
回
し
を
幕
開
け
に
、

少
し
の
質
問
で
誕
生
日
を
当
て
て

し
ま
う
マ
ジ
ッ
ク
、
何
も
入
っ
て
い

な
い
箱
か
ら
お
菓
子
が
飛
び
出
す

マ
ジ
ッ
ク
等
を
、
冗
談
を
交
え
な

が
ら
ご
披
露
。
ま
た
、
出
て
き
た

お
菓
子
は
、
皆
さ
ん
に
配
る
と
い

う
大
サ
ー
ビ
ス
で
幕
を
下
ろ
し
た
。

そ
の
後
記
念
撮
影
を
行
っ
た
後
、

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
の
行
わ
れ
る
中

央
グ
ラ
ン
ド
に
移
動
し
、
楽
し
い

一
日
を
過
し
た
。

（
平
22
卒
　
中
清
孝
至
朗
）

関
大
マ
ス
コ
ミ
人
会
は
、
満
天

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
え
ば
、
も
う
お
馴
染

み
の
俳
句
コ
ー
ナ
ー
。
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
今
年
も
賑

わ
い
ま
し
た
。
投
句
の
数
は
な
ん
と
１
１
７
句
。「
イ
イ

ナ
」
で
す
ね
。

で
は
今
回
も
、
独
断
を
お
許
し
願
っ
て
、
面
白
い
、
あ

る
い
は
味
の
あ
る
俳
句
を
「
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
！
」
ご

紹
介
し
ま
す
。（
俳
句
大
賞
、

入
賞
句
は
掲
載
せ
ず
）

寒
さ
が
長
引
い
た
今
年
。

桜
の
開
花
も
遅
れ
た
こ
と
か

ら
、
七
分
咲
き
、
八
分
咲
き

の
花
を
詠
ん
だ
句
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

人
間
も

桜
の
花
も

七
分
咲
き

北
嶋
弘
一
（
44
院
修
工
）

夢
多
く

母
校
の
花
は

八
分
咲
き

市
場
康
雄
（
44
学
法
）

八
分
咲
き

関
大
桜
　
我
迎
う野

村
富
雄
（
28
学
経
）

つ
い
で
多
か
っ
た
の
が
妻
や
子
、
家
族
を
詠
ん
だ
愛
に

あ
ふ
れ
た
作
品
で
す
。

妻
連
れ
て

母
校
の
春
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

頃
安
貞
良
（
41
学
経
）

初
恋
の

桜
並
木
を

妻
と
行
く

鎌
苅
宏
司
（
平
3
院
博
経
）

サ
ク
ラ
の
日
　
孫
と
関
大
　
桜
ほ
っ
ぺ

北
本
喜
一
（
29
学
商
）

関
大
の
カ
ラ
ー
が
に
じ
み
出
た
句
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
、
団
員
の
勇
姿
が
想
像
さ
れ
、「
関
大
魂
」

と
い
う
言
葉
が
浮
か
ん
で
来
る
よ
う
な
句
で
す
。

桜
風
の

団
旗
揺
ら
せ
ど

動
ぜ
ず
に

清
水
孝
晏
（
39
学
工
）

そ
し
て
、
最
後
に
ご
紹
介

す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、「
師
弟

の
再
会
！
」。
こ
の
春
、
関

大
一
高
か
ら
み
ご
と
京
都
大

学
に
入
学
し
た
北
村
拓
哉
君

と
西
山
孝
一
教
諭
は
、
キ
ャ

ン
パ
ス
を
歩
い
て
い
て
バ
ッ

タ
リ
出
会
っ
た
そ
う
で
。「
直

接
の
教
え
子
で
は
な
い
の
で

す
が
、
一
高
で
は
有
名
な
生

徒
で
し
た
か
ら
」
と
西
山
先

生
。
北
村
君
は
茶
道
・
華

道
部
に
所
属
。
日
本
の
伝
統

文
化
を
愛
す
る
礼
儀
正
し
い
生
徒
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
北

村
君
、
来
年
も
桜
の
関
大
へ
帰
っ
て
お
い
で
。

教
え
子
の

絆
を
見
た
り

春
う
ら
ら

西
山
孝
一
（
一
高
教
諭
）

風
船
の

よ
う
に
飛
び
ゆ
け

我
が
大
志

北
村
拓
哉
（
平
24
一
高
）

（
広
報
部
　
西
野
京
子
）

な
お
、
今
年
の
「
春
の
俳
句
大
賞
」
入
賞
作
品
は
、
審

査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

〈
大
　
賞
〉

学
舎
の

飛
鳥
美
人
も

桜
愛
で

平
田
　
正
（
平
3
学
商
　
生
駒
市
）

〈
優
秀
賞
〉

今
、
昔
　
変
わ
ら
ぬ
桜
　
千や

里ま

の
日
溜

ひ
だ
ま
り

水
谷
一
夫
（
34
学
経
　
交
野
市
）

〈
佳
　
作
〉

若
人
の

夢
満
ち
に
け
る

花
の
下

頃
安
貞
良
（
41
学
経
　
神
戸
市
）

同
窓
の

心
暖
か

春
の
日
に

北
嶋
弘
一
（
44
院
修
工
　
京
都
市
）

さ
く
ら
咲
く

学
び
の
庭
の

野
点
か
な

田
中
康
二
（
44
学
工
　
大
阪
市
）

俳
句
コ
ー
ナ
ー
か
ら

味
の
あ
る
俳
句
、
1
1
7
！

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
堪
能

―
大
阪
中
央
支
部

6
月
にシ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

―
関
大
マ
ス
コ
ミ
人
会

イ

イ

ナ

ここ最近は俳句コーナーが集合場所に
なっている国文46年卒の皆さん

力作がズラリ
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の
桜
を
臨
む
第
２
学
舎
に
て
総
会

を
開
催
し
、
会
員
約
60
人
が
出
席

し
た
。

西
村
嘉
郎
会
長
が
議
長
と
な

り
、
昨
年
度
の
事
業
・
会
計
報
告

と
今
後
の
活
動
方
針
が
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
、
震
災
を
テ
ー
マ
に
、

マ
ス
コ
ミ
人
と
し
て
果
た
す
べ
き

役
割
に
つ
い
て
考
え
る
学
生
向
け

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
今
年
６
月
に

開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
制
覇
に
導
い
た

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
の
島
岡

健
太
氏
か
ら
講
演
を
頂
き
、
個
性

を
生
か
し
た
指
導
と
チ
ー
ム
力
育

成
に
つ
い
て
の
硬
軟
自
在
な
講
話

に
、
傾
聴
の
全
会
場
か
ら
感
歎
の

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
は
、
上
原
理

事
長
、
楠
見
学
長
を
は
じ
め
、
多

数
の
来
賓
の
出
席
を
賜
り
、
マ
ス

コ
ミ
業
界
志
望
の
学
生
も
参
加
し
、

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
会
合
と
な

っ
た
。

（
関
西
大
学
広
報
課
）

昨
日
ま
で
の
肌
寒
い
天
気
と
変

わ
っ
て
絶
好
の
花
見
日
和
の
中
、

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
合

わ
せ
法
文
学
舎
１
号
館
の
教
室
で

「
Ｊ
Ｒ
関
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ほ
ぼ
満
開
の
桜
並
木
の
中
を
教

室
に
向
か
う
と
懐
か
し
い
学
生
時

代
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

今
回
の
参
加
は
14
人
で
、
総
会

と
皆
の
近
況
を
話
し
合
っ
た
後
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
弁
当
を
食
べ
な
が

ら
応
援
団
に
よ
る
歓
迎
セ
レ
モ
ニ

ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
連
れ
を
含

め
、
花
見
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
会
員
に
宣

伝
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
会
と
近
況
報
告

―
Ｊ
Ｒ
関
大
会

（
小
西
ひ
さ
し
）

社
会
保
険
労
務
士
関
大
会
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
集
会
が
、

桜
満
開
の
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
経

商
学
舎
に
て
開
催
さ
れ
、
東
京
・

名
張
・
静
岡
・
和
歌
山
な
ど
遠
方

か
ら
の
会
員
も
含
め
34
人
が
出
席

し
た
。

高
田
綾
子
氏
の
司
会
で
進
行
、

牧
江
副
会
長
の
挨
拶
、
関
大
の
五

藤
法
人
本
部
長
の
大
学
の
近
況
報

告
、
続
い
て
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。

身
長
１
８
５
cm
、
い
か
に
も
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
い
精
悍
な
ス
タ

イ
ル
の
板
井
征
人
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

か
ら
、
一
時
間
強
に
亘
り
、
コ
ー

チ
指
導
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、

板
井
征
人
氏
の

講
演
聞
く

―
社
会
保
険
労
務
士
関
大
会

関西大学と関西学院大学の両体育会が、良きライバル
として対戦し、親睦を深める総合関関戦。その前哨戦と
してボクシング関関戦が凱風館3階で2時より開催された。
ライトフライ級からミドル級まで両校9人ずつが対戦。

ワンラウンド3分、3ラウンドで1試合の勝負が決まる。
小坂体育ＯＢ・ＯＧ会会長はもちろん、上原理事長、池内専務理事も駆け付け選手達に熱い応援を

送られていた。「行け行けワンツーや、ボディー・ストレートや」「よっしゃー休むな、チャンスや行けー」
等々の声援で会場は大いに盛り上がった。
顧問の亀田健二先生（政策創造学部教授）は、一試合終了ごとに必ず選手一人一人に声を掛けて激

励されていた。ここまで先生に応援されれば選手達も頑張らざるを得ない。
ワン・ツー・スリーとパンチの連打が的確に相手の顔面とボディーをとらえ勝利した第3試合をはじめ、

強烈な左ボディーでダウンを奪いレフリーストップで勝利した第8試合等、7対2で関大の圧勝となった。
ボクシングは、如何にポイントをうまくきちんと取るかが大切な頭脳スポーツなんだと改めて学んだ。5

月13日からリーグ戦が始まるので皆さん応援して下さいね。 （広報部　岡田美由記）

総合関関戦前哨戦
ボクシング部圧勝！

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
怪
我
は
普
通
、

こ
れ
を
如
何
に
安
全
に
す
る
か
、

コ
ー
チ
と
選
手
の
間
で
の
信
頼
関

係
の
構
築
、
勝
負
は
運
と
根
性
・

根
気
で
あ
る
等
、
社
会
人
と
し
て

も
必
要
で
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
大

切
な
事
だ
と
痛
切
に
感
じ
る
講
演

を
頂
い
た
。

以
文
館
の
食
堂
に
移
動
し
て
の

懇
親
会
で
は
、
新
入
会
者
紹
介
・
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乾
杯
と
和
気
藹
々
の
時
間
を
過
ご

し
た
。
そ
の
後
、
中
央
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
移
動
し
、
応
援
団
・
チ
ア
リ

ー
ダ
ー
の
演
舞
を
見
学
し
、
全
員

で

を
合
唱
、
お
開
き
と
な

っ
た
。

（
広
報
部
　
北
本
浩
三
）

桜
満
開
の
４
月
８
日
、
臨
床
心

理
士
会
第
６
回
総
会
・
研
修
会
が

第
２
学
舎
２
号
館
Ｃ
３
０
４
教
室

で
開
催
さ
れ
た
。

特
別
講
演
で
は
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
触
れ

る
心
理
臨
床
」
を
テ
ー
マ
に
二
宮

ひ
と
み
会
長
に
お
話
し
い
た
だ
い

た
。
ま
た
今
回
、
新
た
な
試
み
と

し
て
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
西
藤
奈
菜
子
会
員
か
ら
「
リ

ウ
マ
チ
性
疾
患
の
子
ど
も
た
ち
の

描
画
に
関
す
る
研
究
」
と
い
う
演

題
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

引
き
続
き
、
午
後
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
は
「
全
体
評
価
に
よ
る

描
画
テ
ス
ト
解
釈
の
実
際
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
関
西
大
学
教
授
寺
嶋

繁
典
会
員
よ
り
ご
発
言
い
た
だ
い

た
後
、
集
団
で
健
常
者
の
デ
ー
タ

を
討
議
す
る
こ
と
で
、
心
理
査
定

能
力
向
上
の
機
会
を
得
た
。
今
後

も
校
友
会
で
会
員
相
互
に
研
鑽
を

深
め
て
い
き
た
い
。

(

川
端
康
雄)

一
昨
年
５
月
、
卒
業
60
周
年
記

念
総
会
を
機
に
、
今
後
は
春
と
秋

の
集
い
を
気
軽
に
開
催
し
て
旧
交

を
温
め
よ
う
と
の
申
し
合
わ
せ
を

し
、
そ
の
２
年
目
の
春
の
集
い
を

開
催
し
た
。

藤
井
副
代
表
の
司
会
で
開
会
。

冒
頭
、
横
田
・
藤
本
両
恩
師
と
初

山
・
柳
川
の
同
窓
に
黙
祷
を
捧
げ

た
。
続
い
て
、
上
原
理
事
長
と
寺

内
校
友
会
長
の
歓
迎
挨
拶
を
受
け

た
。挨

拶
に
立
っ
た
篠
原
代
表
か
ら

「
予
定
者
12
人
が
全
員
揃
い
感
謝

し
ま
す
。
し
か
し
、
お
互
い
高
齢

と
な
り
、
本
年
を
も
っ
て
こ
の
催

し
を
や
め
た
い
」
と
の
提
案
が
あ

っ
た
が
、「
形
あ
る
も
の
は
残
せ
」

と
の
発
言
が
あ
り
、
こ
の
意
見
が

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
こ
と
も

な
く
継
続
が
決
定
す
る
一
幕
が
あ

っ
た
。

懇
親
会
で
は
、
暫
く
62
年
間
の

思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
交
歓
を

深
め
た
。
終
わ
り
に
全
員
で
逍
遙

歌
を
合
唱
し
て
締
め
く
く
り
、
来

年
の
再
会
を
約
し
て
散
会
し
た
。

（
副
代
表
　
藤
井
昭
三
）

予
科
撩
爛
会
で
は
、
第
２
学
舎

Ｃ
２
０
１
教
室
で
総
会
を
開
催
し

た
。絶

好
の
花
見
日
和
と
な
っ
た
が
、

出
足
は
期
待
に
反
し
て
５
人
と
寂

し
か
っ
た
が
、
総
会
と
あ
っ
て
出

席
者
は
全
て
会
の
首
脳
部
と
な
っ

が
会
長
に
就
任
以
来
４
回
目
と
な

る
が
、
話
題
は
昨
年
の
卒
業
60
周

年
の
盛
会
と
、
今
後
の
会
の
あ
り

方
が
話
題
と
な
っ
た
。
継
続
開
催

の
位
置
付
け
方
に
つ
い
て
、
忌
憚

コールテクニカＯＢ会（武内博資会長）は、学歌を校友に1番から3番まで覚えてもらおうと学歌のカ
ラオケ教室と、ワインやポップコーン他の販売を企画し、「関西大学歌集」120部を用意して歌う人たち
に配布。
この歌集の難しい漢字にはルビつきというやさし

い配慮がうれしい。
テントの周りからは途切れることなく、学歌や学

生歌、逍遙歌など素晴らしい歌声が聞こえ、コー
ルテクニカＯＢ会顧問の寺内校友会長が来られる
と、より一層盛り上がり、一緒に学歌を歌った。
今まで私は、支部総会や代議員会等で学歌や逍

遙歌を数えきれないほど歌ったが、今回いただいた
歌集をじっくりと読んで思った。
これからは格調高い歌詞を大切に、より心を込

めて歌おうと。 （広報部　三木允子）

さあー 学歌を歌いましょう！
コールテクニカＯＢ会が歌唱指導

二
宮
会
長
が
特
別
講
演

―
臨
床
心
理
士
会

今
後
も春

秋
の
集
い
を
継
続

―
第
一
新
生
会

今
後
の
会
の
あ
り
方
検
討

―
予
科
撩
爛
会

た
。定

刻
に
は
、
本
部
か
ら
寺
内
会

長
の
臨
席
を
賜
り
、
記
念
撮
影
の

後
、
激
励
の
言
葉
を
頂
い
た
。

今
回
の
総
会
は
、
東
浦
栄
一
君
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の
な
い
意
見
交
換
を
か
さ
ね
つ
つ
、

会
食
を
共
に
し
て
総
会
を
閉
じ
た
。

（
木
村
史
朗
）

恒
例
の
家
族
懇
親
会
を
第
２
学

舎
Ｃ
２
０
５
教
室
で
開
催
し
た
。

今
回
は
、
予
想
を
超
え
る
同
伴

３
家
族
を
含
め
て
24
人
が
参
集
し

た
。
中
で
も
夫
人
２
人
の
参
加
は

毎
年
な
が
ら
華
や
か
な
彩
り
を
添

え
て
い
た
だ
い
た
。

芝
田
精
二
君
の
司
会
で
開
会
。

定
刻
に
併
せ
上
原
理
事
長
と
寺
内

校
友
会
長
が
歓
迎
の
表
敬
挨
拶
に

来
室
さ
れ
、
挨
拶
を
頂
い
た
後
、

畑
下
辰
典
会
長
が
「
６
月
に
迎
え

る
卒
業
60
周
年
へ
の
兆
し
に
大
き

な
光
明
を
灯
し
て
い
た
だ
い
た
」

と
、
盛
大
な
懇
親
の
集
い
に
喜
び

を
示
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
の
た
め
、
早
速

乾
杯
に
移
り
、
遠
隔
か
ら
駆
け
つ

け
た
橋
本
達
彦
君
の
音
頭
で
杯
を

挙
げ
、
会
食
に
入
っ
た
。

出
席
者
か
ら
の
一
言
ス
ピ
ー
チ

で
は
、「
60
周
年
へ
の
期
待
」「
在

学
時
と
の
学
園
環
境
の
変
化
」

「
文
武
に
精
彩
を
欠
く
後
輩
へ
の

檄
」
な
ど
が
語
ら
れ
、
ま
た
、
江

戸
期
の
武
道
免
許
の
巻
物
の
実
物

を
持
参
し
、
母
校
で
の
永
久
保
存

を
願
う
奇
特
な
思
い
の
同
窓
な
ど
、

話
題
は
尽
き
ず
、
母
校
発
展
を
祈

念
す
る
熱
い
思
い
が
漲
っ
て
い
た
。

逍
遙
歌
を
合
唱
し
て
お
開
き
と

し
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
会
場
へ
と

向
か
っ
た
。

（
宮
道
伊
佐
美
）

晴
天
に
恵
ま
れ
、
併
せ
て
桜
も

満
開
、
こ
れ
に
優
る
喜
び
は
な
か

っ
た
。
二
九
千
里
会
は
、
30
人
が

出
席
し
て
１
０
０
周
年
記
念
会
館

の
レ
ス
ト
ラ
ン
紫
紺
で
懇
親
会
を

開
催
し
た
。

記
念
写
真
を
撮
り
、「
み
ん
な
元

気
で
頑
張
ろ
う
」
と
高
橋
会
長
が

挨
拶
。
続
い
て
武
智
会
員
か
ら
家

賃
等
の
取
り
立
て
に
つ
い
て
の
法

改
正
の
経
過
説
明
が
あ
っ
た
。

事
業
予
定
に
つ
い
て
は
、
坂
田

旅
行
幹
事
か
ら
本
年
度
の
計
画
を

提
案
、
老
齢
に
つ
き
日
帰
り
希
望

が
多
い
た
め
、
京
都
で
の
ん
び
り

過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。（

高
橋
一
夫
）

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

鉄
川
先
生
に
支
援
物
資
を
送
っ
た

前
回
の
総
会
か
ら
早
や
一
年
。
今

年
は
仙
台
か
ら
先
生
が
お
越
し
に

な
り
、
こ
の
日
集
っ
た
16
人
の
教

え
子
た
ち
一
同
は
特
別
の
思
い
を

持
っ
て
先
生
を
出
迎
え
た
。

総
会
で
は
事
業
報
告
等
を
行

い
、
続
く
懇
親
会
は
シ
ー
ト
を
広

げ
車
座
に
な
る
恒
例
の
ス
タ
イ
ル

で
い
つ
も
の
よ
う
に
和
気
藹
々
と

歓
談
。
ま
た
、
途
中
に
は
増
地
常

務
理
事
を
は
じ
め
寺
内
校
友
会

長
、
田
中
校
友
会
副
会
長
に
ご
訪

問
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
午
後

か
ら
は
相
撲
部
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
謝
交

会
平
野
会
長
の
ご
好
意
で
相
撲
部

に
お
招
き
を
い
た
だ
き
、
Ｏ
Ｂ
及

び
現
役
部
員
の
方
々
と
共
に
土
俵

を
囲
ん
で
振
る
舞
い
ち
ゃ
ん
こ
の

ご
相
伴
に
与
か
り
、
相
撲
部
の
皆

さ
ま
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

（
幹
事
　
藤
森
憲
子
）

卒
業
し
て
20
余
年
、
初
め
て
ス

卒
業
60
周
年
総
会
へ
光
明

―
学
部
27
年
会

み
ん
な
元
気
で
頑
張
ろ
う

―
二
九
千
里
会

プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
桜
が
咲
き

ほ
こ
る
中
、
校
友
会
の
各
支
部
や

団
体
が
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
所
狭

し
と
ブ
ー
ス
を
設
け
、
各
所
で
懐

か
し
い
声
や
人
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
た
。
一
高
同
窓
会
は
、
恒
例

の
餅
つ
き
で
テ
ン
ト
に
は
常
に
行

列
が
出
来
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

私
も
、
き
な
粉
餅
を
配
布
し
た

り
、
も
ち
米
を
蒸
し
た
り
と
忙
し

く
し
て
い
る
と
、
別
の
ブ
ー
ス
か
ら

差
し
入
れ
が
届
い
た
り
、
先
輩
方

に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
懐

か
し
い
同
期
と
談
笑
し
た
り
と
、

関
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
心
底
か
ら
感

じ
る
こ
と
の
で
き
た
楽
し
い
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

今
年
残
念
な
が
ら
お
越
し
に
な

れ
な
か
っ
た
方
も
、
来
年
こ
そ
は
、

う
ら
ら
か
な
春
を
感
じ
に
関
大
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
一
緒
に
餅
つ
き
を

し
ま
し
ょ
う
。
早
く
よ
り
準
備
い

た
だ
い
た
役
員
の
皆
さ
ん
に
心
よ

仙
台
か
ら
恩
師
が
出
席

―
鉄
川
謝
交
会

関
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
実
感

―
一
高
同
窓
会



26

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

当
日
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
先
輩
方
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
第
36
期
　
橋
本
幸
治
）

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
に
あ
わ
せ
て
、
工
学
部
・
機

械
系
学
科
の
集
ま
り
で
あ
る
機
友

会
の
総
会
・
懇
親
会
が
第
４
学

舎
・
講
師
控
室
で
開
催
さ
れ
た
。

昭
和
33
年
に
創
設
さ
れ
た
工
学

部
。
当
日
は
、
第
１
期
生
数
名
は

じ
め
約
30
人
が
集
ま
っ
た
。

第
１
部
総
会
は
、
定
刻
か
ら
報

告
と
議
案
を
審
議
、
役
員
改
選
案

も
出
席
者
全
員
の
「
異
議
な
し
」

発
言
に
よ
り
議
案
は
す
べ
て
承
認

さ
れ
た
。
引
き
続
き
第
２
部
懇
親

会
で
は
、
賑
や
か
に
春
ら
し
い

「
お
弁
当
」
を
つ
つ
き
な
が
ら
、
第

１
期
生
か
ら
54
年
の
歳
月
を
経
た

若
者
ま
で
、
和
気
藹
々
の
集
い
と

な
っ
た
。

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

た
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
全
員
で
参

加
。
天
気
に
恵
ま
れ
た
母
校
で
青

春
を
想
い
出
し
な
が
ら
の
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

機
友
会
は
、
毎
年
、
ス
プ
リ
ン

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
あ
わ
せ
て
懇

親
会
を
開
催
し
て
い
る
の
で
是
非

参
加
さ
れ
た
い
。

２
０
１
３
年
に
は
「
創
設
55
周

年
を
祝
う
会
（
仮
称
）」
を
計
画
し

て
い
る
の
で
よ
ろ
し
く
！

(
幹
事
長
　
長
谷
川
洋
司
）

社
会
学
部
同
窓
会
は
、「
２
０

１
２
社
学
よ
っ
と
い
デ
ー
」
と
銘

打
ち
、
18
人
の
同
窓
生
の
参
加
を

得
て
、
第
２
学
舎
で
開
催
し
た
。

顧
問
の
東
村
高
良
教
授
に
よ
る

「
関
西
大
学
の
現
況
」
等
の
講
演

や
、
参
加
者
全
員
で
今
後
の
具
体

的
な
活
動
計
画
を
中
心
に
討
議

し
、
和
気
藹
々
の
内
に
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
た
。

次
回
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
５

月
に
「
大
山
崎
山
荘
美
術
館
と
サ

ン
ト
リ
ー
山
崎
蒸
溜
所
の
見
学
に

行
こ
う
」
と
題
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ

の
実
施
を
決
定
。

最
後
に
、
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
、

次
回
イ
ベ
ン
ト
で
の
再
会
を
誓
っ

て
散
会
し
た
。

（
会
長
　
横
山
豊
）

経
商
学
舎
Ａ
５
０
１
教
室
で
、

応
援
団
Ｏ
Ｂ
千
成
会
（
Ⅰ
部
）
24

年
度
幹
事
会
・
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。幹

事
会
で
は
、
議
案
で
あ
る
23

年
度
事
業
報
告
、
23
年
度
収
支
決

算
書
、
監
査
報
告
、
24
年
度
事

業
、
24
年
度
予
算
、
役
員
の
件
、

ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
に
つ
い
て
滞
り

な
く
、
承
認
さ
れ
た
。

幹
事
会
終
了
後
、
母
校
の
桜
が

咲
き
乱
れ
る
季
節
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
教

室
で
お
弁
当
を
頂
い
た
。
多
く
の

先
輩
・
後
輩
と
談
笑
し
な
が
ら
気

が
つ
く
と
12
時
と
な
り
、
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

中
川
会
長
代
行
か
ら
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
、

八
田
幹
事
の
指
揮
に
よ
る
団
歌
斉

唱
が
行
わ
れ
た
。
吉
田
会
長
の
挨

拶
の
後
、
幹
事
会
で
承
認
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
再
度
議
事
が
進
め

ら
れ
、
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。

宮
原
田
監
督
か
ら
現
役
応
援
団

の
近
況
報
告
が
あ
り
、
池
田
副
会

長
の
閉
会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
散

会
と
な
っ
た
。

（
82
代
　
副
会
計
幹
事
　
岩
崎
隆
）

天
六
同
友
会
は
、
昨
年
ま
で
３

回
、
留
学
生
と
の
意
見
交
換
の
機

会
を
設
定
し
て
き
た
が
、
本
年
は

ビ
ー
ル
と
弁
当
で
久
し
ぶ
り
に
会

員
間
の
交
流
・
懇
親
会
と
し
た
。

参
加
者
は
12
人
。

会
員
の
挨
拶
は
、
近
況
報
告
か

ら
、
健
康
、
病
院
通
い
、
さ
ら
に

会
員
の
訃
報
等
に
つ
い
て
の
話
題

と
な
っ
た
。
中
で
も
各
自
の
後
期

高
齢
者
医
療
の
本
人
負
担
が
１
割

か
３
割
と
か
、
配
偶
者
を
亡
く
し

て
所
得
制
限
額
が
低
く
な
り
２
重

の
痛
み
を
被
っ
て
い
る
と
か
、
高
齢

者
に
は
医
療
関
係
費
が
高
く
つ
く

と
の
認
識
を
共
有
。
更
に
、
川
端

康
成
の
生
誕
な
ど
文
学
や
同
友
会

の
運
営
問
題
に
も
及
ん
だ
が
、
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
す
る
た
め
、

和
や
か
な
交
流
・
懇
親
会
は
終
了

と
な
っ
た
。
（
副
会
長
　
水
上
義
博
）

昨
年
と
同
じ
く
「
関
西
大
学
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
ク
ラ
ブ
」
と
「
司
法

5
月
に
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施

―
社
会
学
部
同
窓
会

恒
例
の
幹
事
会

・
総
会
を
開
催

―
応
援
団
Ｏ
Ｂ
千
成
会

1
期
生
も
数
人
が
参
加

―
機
友
会

高
齢
者
の
医
療
は高

い
な
！

―
天
六
同
友
会

3
団
体
合
同
で
懇
親
会

―
応
援
団
Ｏ
Ｂ
長
柄
会
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書
士
関
大
会
」
及
び
「
関
西
大
学

応
援
団
Ｏ
Ｂ
長
柄
会
（
Ⅱ
部
）」
の

３
団
体
が
法
文
学
舎
の
１
つ
の
教

室
を
借
り
受
け
て
の
合
同
開
催
と

な
っ
た
。

会
の
冒
頭
、
大
谷
啓
二
長
柄
会

会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
現
役
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
「
ク
レ
ア
ー
ズ
」
顧

問
の
山
本
英
一
教
授
の
挨
拶
、
上

符
長
柄
会
副
会
長
の
乾
杯
で
開
会

と
な
っ
た
。

ま
た
、
宴
た
け
な
わ
、
長
柄
会

の
若
手
、
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド
と
現
役
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
「
応
援

歌
」「
新
学
生
歌
」
を
交
え
て
、
30

分
の
演
舞
演
奏
を
披
露
し
た
。

そ
の
後
、
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
、

再
度
、
法
文
学
舎
に
戻
り
、
現
役

ク
レ
ア
ー
ズ
と
家
族
連
れ
も
含
め

た
会
員
約
50
数
人
が
和
気
藹
々
に

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
、
充
実
し
た

一
時
を
過
ご
し
、
別
れ
を
惜
し
ん

で
散
会
し
た
。

（
事
業
部
副
部
長
　
古
川
大
介
）

昨
年
同
様
、
盟
友
の
応
援
団
Ｏ

Ｂ
長
柄
会
（
Ⅱ
部
）、
司
法
書
士
関

大
会
と
３
者
で
教
室
を
拝
借
し
て

懇
親
を
深
め
た
。

が
一
方
、
今
年
は
事
業
部
と
コ

ラ
ボ
し
て
た
こ
焼
き
店
を
開
き
、

皆
さ
ん
を
歓
迎
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
策
を
巡
ら
せ
た
。
素

人
集
団
な
が
ら
練
習
を
積
み
、
こ

の
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

特
に
、
新
作
の
プ
チ
ト
マ
ト
＋

チ
ー
ズ
の
伊
太
焼
は
、
人
気
が
高
く

品
切
れ
状
態
。
結
果
、
１
パ
ッ
ク
12

個
入
を
３
５
０
余
パ
ッ
ク
販
売
、

同
時
発
売
の
樽
酒
も
完
売
し
た
。

た
か
が
た
こ
焼
き
で
す
が
、
設

営
、
器
具
手
配
、
材
料
買
い
出

し
、
ま
た
ネ
タ
作
り
、
焼
き
手
、

販
売
に
後
片
づ
け
と
苦
労
し
た
が
、

な
か
な
か
の
好
評
を
博
し
た
こ
と

で
、
大
い
に
報
わ
れ
た
。
ま
た
校

友
会
事
業
部
の
方
々
と
良
き
関
係

を
築
く
こ
と
も
で
き
た
。

自
画
自
賛
な
が
ら
、
ス
プ
リ
ン

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
少
し
で
も
盛

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
つ
つ
、
花
の
雲
に
被

わ
れ
た
千
里
山
学
舎
を
後
に
し
た
。

（
副
会
長
　
陸
田
弘
行
）

サ
ク
ラ
♪
サ
ク
ラ
♪
と
口
ず
さ

み
な
が
ら
、
お
ば
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー
全

開
で
バ
ザ
ー
は
オ
ー
プ
ン
。
長
〜

い
冬
と
や
っ
と
縁
が
切
れ
、
寒
さ

も
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
好
天
気
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
、
昔
話

に
花
を
咲
か
せ
る
校
友
や
家
族
達

で
賑
わ
い
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
お
馴

染
み
の
ハ
ー
ブ
商
品
の
石
鹸
や
、

か
わ
い
い
小
物
も
常
連
さ
ん
に
大

人
気
。
持
ち
寄
っ
た
バ
ザ
ー
品
の

か
け
ひ
き
に
も
「
こ
れ
も
っ
と
安
な

ら
ヘ
ン
？
」「
な
ん
ぼ
や
っ
た
ら
持

っ
て
く
？
」
と
、
こ
て
こ
て
の
大

阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
風
景
に
思
わ
ず

笑
い
が
…
。
最
後
は
「
え
〜
い
持

っ
て
け
ぇ
」
と
叩
き
売
り
。
結
婚

相
談
所
「
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
の
Ｐ
Ｒ

も
し
な
が
ら
、
恒
例
の
バ
ザ
ー
も

完
売
御
礼
で
し
た
。

(

坂
本
惠
子)

絶
好
の
花
見
日
和
の
も
と
、
ス

プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

し
た
。

今
回
は
、
現
役
学
生
、
卒
業
し

た
ば
か
り
の
人
、
数
年
前
に
卒
業

し
た
人
を
含
め
、
15
人
の
参
加
が

あ
っ
た
。

昼
食
を
し
な
が
ら
、
文
化
会
活

動
や
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
現
役
学
生
と
い
っ
し

ょ
に
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
場
所
を

事
業
部
とた

こ
焼
き
店
出
店

―
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ク
ラ
ブ

移
し
、
応
援
団
に
よ
る
演
舞
・
演

奏
を
楽
し
ん
だ
。

「
関
西
大
学
文
化
会
Ｏ
Ｂ
会
葦

文
会
」
で
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら

の
ほ
う
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
幹
事
長
　
三
坂
友
章
）

今
年
は
、
カ
ラ
オ
ケ
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
、
関
大
の
学
歌
、
学
生

歌
、
逍
遙
歌
等
を
流
し
て
、
皆
さ

ん
に
歌
唱
指
導
を
し
な
が
ら
一
緒

に
歌
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

沢
山
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

好
評
で
し
た
の
で
、
来
年
も
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
例
年
通
り
に
模
擬
店
で

は
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
と
奈
良
名
物

の
ぜ
い
た
く
豆
本
舗
の
あ
ら
れ
セ

ッ
ト
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ワ
イ
ン
の

販
売
を
行
い
、
こ
ち
ら
も
好
評
で

し
た
。

（
奥
村
正
治
）

お
ば
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー
に

サ
ク
ラ
も
脱
帽

―
女
子
秀
麗
会

現
役
と
意
見
交
換―

葦
文
会

参
加
者
と
学
園
歌
合
唱

―
コ
ー
ル
テ
ク
ニ
カ
Ｏ
Ｂ
会
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秀
麗
寮
士
会
「
春
の
集
い
」
と

い
う
こ
と
で
、
寮
生
活
を
過
ご
し

た
卒
業
生
が
集
ま
っ
た
。
群
馬
、

富
山
、
広
島
の
遠
隔
地
か
ら
も
参

加
が
あ
り
、
75
歳
を
筆
頭
に
39
歳

ま
で
23
人
が
旧
交
を
温
め
た
。

近
況
を
報
告
し
あ
い
、
元
気
な

様
子
が
確
認
で
き
た
の
が
何
よ
り

だ
。
中
央
グ
ラ
ン
ド
で
の
セ
レ
モ

ニ
ー
に
も
参
加
し
、
隣
り
合
わ
せ

た
学
友
と
も
肩
を
組
み
合
っ
て
逍

遙
歌
を
歌
い
、
一
気
に
学
生
時
代

に
戻
っ
た
。

卒
業
後
初
め
て
参
加
し
た
人
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
展
に
目
を
見
張

っ
て
い
た
。
校
内
を
散
策
し
、
俳

句
や
茶
道
部
の
お
点
前
を
頂
い
た

り
、
展
示
さ
れ
た
施
設
も
見
学
し
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
自
然
に
「
来
年
も
集

ま
ろ
う
！
」
と
再
会
を
誓
っ
て
解

散
し
た
。

（
44
卒
　
尾
崎
正
幸
）

第
17
回
書
道
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

総
会
を
第
２
学
舎
Ａ
５
０
３
教
室

で
開
催
し
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
32
人
と

現
役
23
人
が
参
加
し
た
。

凛
風
館
で
は
、
創
部
60
周
年
記

念
第
５
回
オ
ー
ル
関
大
書
展
、
夕

方
６
時
か
ら
大
阪
第
一
ホ
テ
ル
で

記
念
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
た
。

総
会
は
、
昨
年
度
の
経
過
報
告

と
本
年
度
の
行
事
予
定
、
会
計
報

告
及
び
会
計
監
査
承
認
の
後
、
役

員
改
選
は
真
砂
会
長
が
自
ら
留
任

を
提
案
し
、
役
員
全
員
会
長
に
一

任
で
留
任
に
落
ち
着
い
た
。
ま
た
、

現
役
部
員
の
新
役
員
紹
介
と
昨
年

度
の
経
過
報
告
及
び
本
年
度
行
事

予
定
が
報
告
さ
れ
、
最
後
に
創
部

60
周
年
記
念
誌
の
６
月
発
行
の
連

絡
が
な
さ
れ
た
。

終
了
後
、
桜
が
満
開
の
総
合
図

書
館
前
で
記
念
撮
影
。

（
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
事
務
局
）

今
年
も
団
塊
の
世
代
前
後
の
雄

弁
会
Ｏ
Ｂ
10
人
が
再
会
し
た
。
Ｏ

Ｂ
会
も
今
回
で
５
回
目
。
恒
例
に

な
る
と
こ
の
日
が
待
ち
遠
し
い
。

今
年
は
と
く
に
観
音
寺
市
か
ら

加
地
君
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
ま

た
、
明
治
・
中
央
・
関
大
の
弁
論

大
会
で
優
勝
を
争
っ
た
明
治
大
学

雄
弁
部
Ｏ
Ｂ
の
藤
澤
さ
ん
や
、
雄

弁
会
の
大
先
輩
で
あ
る
上
原
理
事

長
、
宮
腰
福
島
支
部
長
の
訪
問
を

受
け
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
。

再
会
し
た
面
々
は
、
当
時
の
学

生
運
動
の
渦
中
で
青
春
を
と
も
に

し
た
仲
で
あ
る
。

ま
た
、
全
国
弁
論

大
会
出
場
に
向
け

て
発
声
練
習
や
弁

論
原
稿
の
作
成
に

い
そ
し
み
、
青
春

を
燃
や
し
た
仲
で

も
あ
る
。
お
互
い

の
近
況
報
告
に
も

熱
が
入
っ
て
く
る

と
、
心
は
ま
だ
雄

弁
会
の
ま
ま
。
懐

か
し
い
話
に
花
を

咲
か
せ
、
名
残
惜
し
み
つ
つ
、
来

年
の
再
会
を
約
束
し
て
散
会
し
た
。

（
石
割
信
雄
）

桜
満
開
の
美
し
い
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
を
眺
め
な
が
ら
、
教
室
で

80
歳
か
ら
20
歳
代
の
35
人
の
楽
し

い
親
睦
会
を
開
催
で
き
た
。

前
顧
問
の
土
倉
教
授
・
寺
内
校

友
会
長
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
寄
贈

式
（
山
居
会
員
か
ら
貴
重
な
演
奏

会
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
現
役
へ
）
の
後

は
、
和
気
藹
々
の
親
睦
会
が
催
さ

れ
た
。

年
代
ご
と
の
音
楽
気
質
等
の
日

ご
ろ
聞
け
な
い
話
に
花
が
咲
く
中
、

現
役
の
四
重
奏
の
ラ
イ
ブ
に
よ
る

美
し
い
調
べ
に
拍
手
喝
采
、
楽
し

い
集
い
に
な
っ
た
。
ま
た
、
家
族

で
の
参
加
者
も
あ
り
、
和
や
か
な

心
の
通
う
時
を
過
ご
し
た
。

そ
の
後
は
、
各
会
場
で
の
熱
気

あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
、
時

を
超
え
た
す
ば
ら
し
い
集
い
に
な

り
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
た
。

（
会
長
　
谷
口
眞
人
）

法
律
相
談
所
Ｏ
Ｂ
会
法
窓
会

は
、
４
月
８
日
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
に
総
会
を
開

催
し
た
。

冒
頭
、
寺
内
校
友
会
長
、
ク
ラ

ブ
顧
問
の
上
原
理
事
長
か
ら
歓

迎
、
激
励
の
お
言
葉
を
頂
い
た
。

法
律
相
談
所
は
、
千
里
山
法
律
学

会
か
ら
独
立
し
て
50
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
本
年
11
月
10
日

（
土
）
午
後
６
時
半
か
ら
、
新
大
阪

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
で
50
周

年
記
念
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
並

び
に
出
版
、
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
な

ど
の
記
念
事
業
を
行
な
う
こ
と
を

決
定
し
た
。

第
１
期
Ｏ
Ｂ
の
方
を
は
じ
め
40

人
の
参
加
を
得
て
、
各
々
学
生
時

代
を
振
り
返
っ
て
歓
談
の
輪
が
広

が
り
、
和
気
藹
々
の
内
に
閉
会
と

な
り
、
賑
や
か
な
歓
迎
セ
レ
モ
ニ

ー
会
場
へ
と
繰
り
出
し
た
。

（
会
計
幹
事
　
大
東
恭
治
）

遠
隔
地
か
ら
も
出
席

―
秀
麗
寮
士
会

役
員
改
選
は
全
員
留
任

―
書
道
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

上
原
理
事
長
も
訪
問

―
雄
弁
会
Ｏ
Ｂ
会

現
役
の
ラ
イ
ブ
に
喝
采

―
交
響
楽
団
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

11
月
10
日
に記

念
総
会
開
催

―
法
窓
会



29

待ちわびていたように桜が開花し、春たけなわ晴天の下、スプリングフ
ェスティバルが開催された。今年も在学中の留学生が招待され、27人が
中央グラウンドで開催された歓迎式典に参加した。寺内校友会長、上原
理事長、楠見学長が母校の国際化推進を力強く宣言し、留学生たちは寺
内会長に紹介されてスタンド席で起立し、校友たちから温かい拍手を送ら
れた。ベトナム、アメリカ、中国、ニュージーランド、ベルギー、韓国な
ど世界各地から来ている交換留学生と私費留学生。そして先頃完成した
南千里国際プラザの寮に滞在中の別科の中国人留学生4人である。
参加した留学生に日本文化及び関西大学との出会い、将来の夢などについて話を聞いてみた。
ニュージーランドから来日したマッキンタイア・ライアン君（20）は、11歳のとき、映画『マトリックス2』で刀と忍者に心奪

われたのがきっかけで日本に興味を持った。中学時代から7年間日本語を勉強しただけあって流暢だ。母校ヴィクトリア大学で教
わった先生が関西出身だったこと、ニュージーランド人の先生が関西大学で教鞭をとっていること、更に入部したいと熱望して
いる剣道部の先生が同郷であることなどから、関西大学を選んだという。日本語と英文学を学んでいる。同じ大学から来たフォ
ルスター・エリンさん（20）は、将来は日本に住んで働くことが夢だ。二人は来日したばかりの時、“ボランティア学生”に助
けられた。銀行口座を開設するに当たって必要な印鑑についてアドバイスを受け、ライアン君は「来安」、エリンさんはファース
トネームのフォルスターからスター（星）をとって「☆」マークの印鑑を作ることができた。
女子留学生の一団は華やかだ。タイから来たバーンセン・ピシャモンさん（22）は、海外でも人気の高い日本のマンガがきっ

かけで日本語にハマった。タイと日本をつなぐ翻訳家と通訳を目指している。韓国の漢陽（ハンニャン）大学で広報・PRを学ん
でいたパク・ハヌルさん（23）は社会学部で広告を学んでいる。将来は広告関係の仕事に就きたいという。ファン・セウォンさ
ん（22）は「日本語はかわいい」と思ったそうだ。母国の大学でも日本語を専攻していたが、今も留学生向けの日本語と日本文
化の授業を熱心に受けている。航空会社の地上勤務希望だ。いずれは日韓の架け橋となってくれることだろう。
中国から来た張偉（チョウ・イ）君（29）は、日本のものづくりに興味を持ち、人づくりにも優れた日本企業に就職したいと

目標を定めて3年前に来日。2年間栃木県の日本語学校で学んだ後、昨年関西大学の試験を受けて合格。現在商学部の2回生
だ。商業を学ぶにはやはり商人の街、大阪がいいと思った。授業も親切で留学生のフォローもしっかりしてくれたと、関西大学
を卒業した友人から評判を聞き、オープン・キャンパスに参加して決めた。授業はすべて日本語なので、録音したり友人のノー
トを借りてがんばっている。学友はみんな弟や妹のような存在だ。勉強の合間に日本各地を旅行するのを楽しみにしている。日本
の歴史や文化が好きで、黒澤明監督の映画『乱』を見て、戦国武将に夢中になった。日本のサムライ文化は外国の男子の心を
もしっかりつかんでいるようだ。企業戦士となっても、サムライとして様々な苦難に斬り込み立派に戦っていくことだろう。
国際プラザに滞在中の別科の学生は、生きた日本語の習得に日々取り組んでいる。中国からの学生が多く、キャリアに役立

てたいという社会人も少なくない。
現在、交換留学生約70人，私費留学生約630人、留学生別科には約30人が学んでいる。協定校は世界各地に65校ある。ま

た、日本で生活を始める留学生をサポートし、異文化をつなぐ大事な役目を担うボランティアの学生は、現在日本人、中国人合
わせて12人がキャンパス内外で大いに頑張っている。
2012年、関西大学は益々国際化を推進し、世界に開けた大学として進化していく。さらに協定校が増えれば留学生数も増

え、キャンパスは国際交流の場として花開く。留学生たちには快適で充実した実り多い学生生活を送ってもらいたいものだ。
日本の教育レベルの高さや日本文化の奥深さを知った彼らは、帰国後も日本そ

して関西大学の素晴らしさを語り続けてくれることだろう。また、学生たちは留学
生と共に学び時間を共有することで、日本人としての自分のアイデンティティーを
日々問われ、自問自答しながら国際人として成長し磨かれていく。やがてコスモポ
リタンとしての知識と教養を身につけ専門分野を活かして、日本人としてまた関西
大学卒業生としての誇りを胸に、言葉の壁を越えて世界にはばたいていく。
この国際化の時代に、後輩たちの活躍は頼もしく誇らしいことである。校友とし

て留学生にエールを送り、母校の国際化推進を今後もサポートしていきたい。
（広報部　山本淑子）

世界に開けた大学へ！
～歓迎セレモニーに留学生27人が参加～
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昭
和
17
年
第
一
予
科
入
学
・
18

年
卒
業
。
第
一
予
科
は
、
１
学
年

１
ク
ラ
ス
１
０
０
名
。

昭
和
17
年
、
１
学
年
、
２
学
期

９
月
に
、
学
級
委
員
と
な
ら
れ
た
。

学
生
服
の
襟
に
、
金
モ
ー
ル
の
丸

く
縁
取
り
さ
れ
た
バ
ッ
ジ
を
卒
業

ま
で
着
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後

の
人
生
に
役
立
っ
た
と
仰
っ
て
い

る
。１

学
年
の
時
は
、
未
だ
戦
争
の

影
響
も
少
な
く
、
平
穏
な
楽
し
い

学
生
生
活
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

千
里
山
の
敷
地
は
第
一
予
科
、

第
二
予
科
の
校
舎
と
体
育
館
が
広

い
敷
地
に
の
び
の
び
と
建

っ
て
い
た
。
想
い
出
の
先

生
は
、
英
語
の
八
鳥
治
一

先
生
で
チ
ェ
ロ
を
嗜

た
し
な

ま
れ

た
。
時
に
夕
食
を
ご
馳
走

に
な
り
、
チ
ェ
ロ
を
も
拝

聴
さ
れ
て
い
る
。
国
語
の

金
子
又
兵
衛
先
生
の
お
宅

は
、
吹
田
市
内
本
町
の
大
き
な
お

家
で
あ
っ
た
。
石
橋
の
下
宿
に
帰

る
途
中
に
金
子
先
生
宅
に
寄
ら
れ
、

美
味
し
い
白
米
「
朝
日
（
注
１
）
」
を

頂
い
て
お
ら
れ
た
。
曽
根
に
お
住

ま
い
の
、
英
語
の
先
生
（
氏
名
不

詳
）
は
英
語
の
発
音
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
と
記
憶
さ
れ
て
い
た
。
当

時
大
変
珍
し
い
ケ
ー
キ
を
入
手
さ

れ
る
と
「
食
べ
に
寄
り
な
さ
い
」
と

声
を
か
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
西
洋
史
の
若
い
先
生

（
氏
名
不
詳
）
か
ら
は
、
中
世
時
代

に
つ
い
て
度
々
授
業
外
で
の
教
え

を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
、
温
か
い
環

境
の
学
生
生
活
が
垣
間
見
え
る
。

し
か
し
、
昭
和
18
年
の
、
２
学

年
に
な
る
と
戦
況
が
目
に
見
え
て

厳
し
く
な
る
。
通
学
に
は
ゲ
ー
ト

ル
（
注
２
）
の
着
用
、
軍
事
教
練
の

時
間
が
増
え
、
大
阪
市
内
に
防
空

壕
、
消
火
用
水
池
の
建
設
、
消
火

ホ
ー
ス
の
取
り
扱
い
等
の
た
め
、

か
な
り
の
授
業
が
休
講
と
な
る
。

そ
れ
ま
で
の
、
学
生
に
対
す
る

徴
兵
猶
予
（
注
３
）
が
、
昭
和
18
年

10
月
12
日
に
取
り
消
さ
れ
、
横
浜

で
の
徴
兵
検
査
（
注
４
）
は
「
第
２

乙
」
合
格
で
も
っ
て
12
月
１
日
入

隊
と
な
る
。

兵
役
が
決
ま
り
、

こ
れ
か
ら

の
人
生
を
考
え
る
日
々

の
な
か
、

前
述
の
八
鳥
先
生
か
ら
、
京
都
大

学
で
催
さ
れ
る
３
日
間
の
「
特
別

講
義
」
に
行
く
よ
う
に
薦
め
ら
れ

た
。
関
大
予
科
生
と
し
て
只
１
人

の
参
加
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
何

人
も
の
先
生
が
講
義
を
さ
れ
た
が
、

旧
第
一
高
等
学
校
長
天
野
貞
祐
先

生
の
講
義
に
最
も
感
銘
を
う
け
ら

れ
た
。

そ
し
て
、
ど
の
講
義
に
も
「
戦

争
」
の
言
葉
が
で
て
こ
な
い
、
学

問
と
し
て
の
授
業
だ
っ
た
こ
と
が

深
く
印
象
に
あ
る
と
お
聞
き
し
た
。

11
月
20
日
に
、
仮
卒
業
式
と
壮

行
会
が
千
里
山
「
威
徳
館
（
注
５
）
」

で
執
り
行
わ
れ
た
。
神
戸
正
雄
学

長
よ
り
褒
賞
と
記
念
品
（
時
計
）

を
頂
い
た
こ
と
は
今
も
誇
り
と
さ

れ
て
い
る
。
今
回
推
敲
中
に
、
威

徳
館
や
学
徒
動
員
に
つ
い
て
の
資

料
の
一
つ
と
し
て
、『
関
西
大
学
１

２
０
年
史
』
を
繙

ひ
も
と

い
て
い
る
と
、
46

頁
に
八
木
先
輩
揮
毫
の
「
死
生
一

如
」
の
文
字
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

出
征
予
科
生
た
ち
が
、
同
20
日
付

で
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
認

し
た
た

め
ら
れ

た
メ
モ
リ
ア
ル
ノ
ー
ト
の
中
の
１

ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
の
ノ
ー
ト
は
現

副
会
長

田
中
　
義
昭

好
友
抄
一

校
友
会
本
部
の
代
表
と
し
て
各
地
の
組
織
を
訪
問
す
る
に
つ
れ
、
多
く
の
校
友
諸
氏
と
言
葉
を
交

わ
す
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
こ
の
中
の
貴
重
な
お
話
を
、
校
友
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い

「
好
友
抄
」
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

昭
和
18
年
11
月
威
徳
館
で
仮
卒
業
式
と
壮
行
会

神
戸
学
長
か
ら
の
褒
賞
と
記
念
品
は
今
も
誇
り
に
！！

八木　晟次氏
89歳　神奈川支部役員

威徳館の内部

“
”
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好友抄

在
、
年
史
編
纂
室
に
保
存
さ
れ
、

且
つ
64
年
後
に
発
刊
さ
れ
た
母
校

の
年
史
に
、
八
木
先
輩
の
ペ
ー
ジ

が
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
偶
然
が
生

み
出
し
た
結
果
に
驚
い
て
い
る
。

甲
子
園
野
球
場
に
お
い
て
、
関

西
地
方
大
学
生
の
学
徒
動
員
出
陣

壮
行
会
が
万
余
の
中
に
行
わ
れ
た
。

関
大
か
ら
も
数
百
名
参
加
し
て
い

る
。
八
木
予
科
生
は
、
他
の
同
僚

予
科
生
が
銃
を
担
ぐ
な
か
、
先
頭

に
立
ち
サ
ー
ベ
ル
（
注
６
）
を
手
に

行
進
さ
れ
た
。

八
木
先
輩
は
、
横
浜
出
身
で
あ

り
入
営
帰
郷
の
時
に
は
、
只
一
人

の
出
立

し
ゅ
っ
た
つ

に
も
拘
ら
ず
、
大
阪
駅
に

多
く
の
予
科
生
が
見
送
り
に
来
て

い
る
。
沢
山
の
日
の
丸
の
波
の
中
、

学
歌
、
逍
遙
歌
、
万
歳
、
万
歳
の

見
送
り
に
、
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
た

と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
、

横
須
賀
海
兵
団
に
入
団
さ
れ
、
予

備
学
生
の
試
験
の
後
、
旅
順
に
て

教
育
を
受
け
ら
れ
た
。
帰
ら
れ
て
、

「
航
海
学
校
」
で
剣
道
部
主
将
の

「
上
野
勝
也
君
」
と
再
会
さ
れ
、
声

を
交
わ
さ
れ
た
。

い
よ
い
よ
19
年
、
呉
の
第
２
艦

隊
、
軽
巡
洋
艦
「
矢
矧

や

は

ぎ

」
勤
務
と

な
る
。「
大
和

や

ま

と

」
と
合
流
し
た
艦
隊

は
、
沖
縄
方
面
へ
出
撃
前
夜
の
徳

山
沖
で
「
原
艦
長
よ
り
八
木
予
備

士
官
ら
23
名
に
下
船
命
令
が
下
る

（
注
７
）
」。
こ
の
温
情
あ
る
措
置
に
、

ご
本
人
は
「
何
分
に
も
未
熟
な
る

理
由
に
よ
っ
て
…
」
と
謙
遜
さ
れ

た
。
２
日
後
、
太
平
洋
聯
合

れ
ん
ご
う

艦
隊

は
米
軍
に
よ
り
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た
。

「
矢
矧
」
は
魚
雷
６
本
、
爆
弾
５

本
を
（
資
料
参
考
）
被
弾
し
撃
沈

さ
れ
た
。
出
征
予
科
生
の
う
ち
、

何
名
が
生
還
さ
れ
た
の
か
真
に
胸

詰
ま
る
壮
絶
な
時
代
で
あ
っ
た
。

20
年
８
月
15
日
終
戦
を
迎
え
る

も
、
翌
年
５
月
ま
で
近
海
で
の
機

雷
除
去
に
あ
た
ら
れ
た
。
八
木
先

輩
の
終
戦
は
、
国
内
に
い
て
で
さ

え
９
ヶ
月
遅
れ
と
な
る
。
横
浜
の

自
宅
も
20
年
５
月
の
空
襲
で
予
科

生
時
代
の
大
切
な
想
い
出
の
品
々

も
消
失
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

関
大
に
戻
る
こ
と
は
考
え
も
つ
か

な
か
っ
た
と
最
後
に
仰
ら
れ
た
。

末
尾
に
「
関
西
大
学
第
一
予
科

の
先
生
、
学
生
の
皆
様
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
記
さ
れ
た
。

（
注
１
）
米
の
銘
柄

（
注
２
）
ズ
ボ
ン
の
裾
を
厚
手
の
木
綿
で

巻
き
活
動
的
に
す
る
も
の
。
日
露
戦
争
頃

か
ら
陸
軍
で
用
い
ら
れ
、
後
に
海
軍
で
も

着
用
し
た
。

（
注
３
）
徴
兵
令
は
、
男
子
満
20
歳
に
達

し
た
も
の
を
兵
籍
に
編
入
す
る
制
度
が
明

治
６
年
１
月
公
布
さ
れ
た
が
、
大
学
・

高
等
学
校
・
専
門
学
校
の
学
生
・
生
徒

に
は
徴
兵
猶
予
が
あ
っ
た
。

（
注
４
）
徴
兵
令
に
も
と
づ
き
、
満
20
歳

に
男
子
に
行
う
身
体
検
査
。
健
康
状
態

に
よ
り
甲
種
・
乙
種
合
格
（
以
上
現
役

兵
役
適
合
）、
丙
種
合
格
・
丁
種
不
合

格
・
戊
種
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。

（
注
５
）
昭
和
３
年
、
昭
和
天
皇
即
位
の

大
礼
に
使
用
さ
れ
た
大
饗
宴
場
が
関
西

大
学
と
河
内
長
野
市
の
観
心
寺
に
下
賜

さ
れ
た
。
昭
和
６
年
７
月
移
築
起
工
し

同
７
年
２
月
落
成
。
千
名
を
収
容
で
き
、

講
堂
、
武
道
場
と
し
て
昭
和
28
年
ま
で
使

用
さ
れ
た
。
な
お
、
後
に
千
里
寺
に
一
部

は
移
さ
れ
て
い
る
。

（
注
６
）
西
洋
式
の
剣

（
注
７
）
こ
の
時
の
下
船
命
令
は
「
矢
矧
」

に
の
み
な
ら
ず
「
大
和
」
を
始
め
と
す
る
聯

合
艦
隊
に
出
さ
れ
た
。

『関西大学120年史』に掲載された予科生の残したノートの
写真。

か
ら
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
見
学

に
訪
れ
た
多
く
の
人
た
ち
か
ら
も

好
評
を
博
し
た
。

今
秋
に
は
、
今
回
の
受
賞
作
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
両
者
の
作
品

を
結
集
し
た
コ
ラ
ボ
展
を
社
団
法

人
京
都
国
際
工
芸
セ
ン
タ
ー
１
Ｆ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
京
都
市
中
京
区
）

で
実
施
す
る
こ
と
を
既
に
企
画
し

て
い
る
。

初
め
て
の
コ
ラ
ボ
作
品
が
見
事
、

入
賞
し
た
こ
と
に
よ
り
、
次
回
以

降
の
展
開
が
楽
し
み
に
な
っ
て
き

た
。

（
太
田
幸
典
）

浦
大
典
氏
の
作
品
が

西
陣
織
に

博
覧
会
で

京
都
府
知
事
賞
受
賞

西
陣
織
・
織
物
製
造
業
の
（
有
）

太
田
商
店
（
太
田
幸
典
取
締
役
＝

平
11
院
博
英
）
は
今
年
２
月
、
現

代
美
術
家
の
浦
大
典
さ
ん
と
コ
ラ

ボ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
第
１
回
の
コ
ラ
ボ
作
品
２
点

の
う
ち
、
１
点
が
３
月
16
〜
18
日

に
行
わ
れ
た
「
２
０
１
２
西
陣
織

大
博
覧
会
―
西
陣
織
大
会
―
」
に

お
い
て
「
京
都
府
知
事
賞
」
を
受

賞
し
た
。
受
賞
し
た
作
品
は
審
査

員
諸
氏
か
ら
絶
賛
さ
れ
、
同
業
者



32

「
北
か
ら
南
か
ら
」
投
稿
に
つ
い
て

〇

支
部
や
職
域
な
ど
の
活
動
を
は
じ
め
、
校
友
同
士
の
交
流
の
話
題
を

中
心
に
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。

〇

字
数
は
４
０
０
字
程
度
と
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
併
せ
て
写
真
も
１
枚
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

〇

紙
面
の
都
合
上
、
文
章
を
要
約
、
あ
る
い
は
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
原
則
と
し
て
偶
数
月
の
20
日
到
着
分
ま
で
を
翌
月
15
日
付
発
行

号
に
掲
載
し
ま
す
が
、
次
号
に
ま
わ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〇
掲
載
の
際
は
、
筆
者
名
、
支
部
・
団
体
等
の
連
絡
先
・
電
話
を
付
記

し
ま
す
が
、
機
関
紙
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
投
稿
先
▲
〒
5
6
4
―
8
6
8
0
吹
田
市
山
手
町
3
―
3
―
35

関
西
大
学
校
友
会
機
関
紙
「
関
大
」
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ
06
―
6
3
8
0
―
8
4
7
6

Ｅ
メ
ー
ルko

yu
ka
i@
m
l.ka
n
d
a
i.jp

ま
た
はn

a
ru
o
ka
@
jm
.ka
n
s
a
i-u
.a
c
.jp

副
支
部
長
が
、
先
生
の
鈴
木
伴
英
氏

や
仲
間
と
共
に
演
奏
を
披
露
。
参
加

者
は
し
ば
し
異
国
情
緒
漂
う
カ
リ
ビ

ア
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
堪
能
し
た
。

歓
談
も
尽
き
ぬ
中
、
谷
口
正
明
最
高

顧
問
が
中
締
め
、
お
な
じ
み
応
援
団

Ｏ
Ｂ
久
澤
弘
忠
氏
の
リ
ー
ド
に
よ
る

逍
遙
歌
で
幕
を
閉
じ
た
。

（
広
報
　
田
中
潤
一
）

（
ダ
イ
ケ
イ
気
付
＝
０
５
０
―
１
０

６
３
―
９
６
６
０
）

「
晩
秋
の
古
都
・
鎌
倉
」
堪
能

急
坂
を
力
合
わ
せ
登
り
き
る

神
奈
川
支
部
で
は
、
11
月
20
日
、

２
組
の
ご
夫
婦
を
含
む
総
勢
29
人
で

鎌
倉
散
策
を
実
施
し
た
。

午
前
中
は
曇
天
で
あ
っ
た
が
、
日

差
し
が
出
て
く
る
に
つ
れ
て
気
温
も

ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
し
て
、
晩
秋
に
も
か

か
わ
ら
ず
散
策
中
は
汗
ば
む
陽
気
と

絆
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
中
の
橋
本
昌

彦
氏
（
平
15
社
）
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー

ト
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」
を
皆
で
合
唱
し
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

続
い
て
応
援
団
O
B
田
村
怜
嗣
氏

（
平
17
法
）
の
リ
ー
ド
で
、
全
員
が
肩

を
組
み
逍
遙
歌
を
歌
い
な
が
ら
絆
を

深
め
、
最
後
に
柳
田
副
支
部
長
（
37

法
）
の
挨
拶
で
締
め
ら
れ
た
。

（
常
任
幹
事
　
寺
井
浩
一
）

（
東
京
セ
ン
タ
ー
内
＝
03
―
３
２
１

１
―
１
６
７
０
）

生
き
が
い
に
繋
が
る
趣
味
大
切

恒
例
の
「
私
の
物
語
」
で

神
奈
川
支
部
（
重
延
義
樹
支
部

長
）
は
、
23
年
度
総
会
「N

ew
Y
ear

F
esta

」
を
２
月
26
日
、
ミ
ナ
ト
ヨ
コ

ハ
マ
を
見
下
ろ
す
「
東
天
紅
」
横
浜

店
で
開
催
し
た
。
古
川
校
友
会
副
会

長
を
は
じ
め
６
人
の
来
賓
と
、
最
高

齢
米
寿
で
の
初
参
加
と
な
っ
た
八
木

晟
次
氏
を
含
め
64
人
が
参
加
。

和
服
姿
が
絵
に
な
る
川
崎
美
佐
子

副
支
部
長
の
司
会
に
よ
る
第
１
部
総

会
で
は
、
古
川
氏
が
学
校
の
近
況

を
、
重
延
支
部
長
が
同
好
会
活
動
を

報
告
。
恒
例
と
な
っ
た
「
私
の
も
の

が
た
り
」
で
は
、
リ
タ
イ
ア
後
に
毎

年
海
外
で
の
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を
楽
し

む
高
橋
一
弘
氏
が
、
生
き
が
い
に
繋

が
る
趣
味
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を

語
ら
れ
た
。

続
く
第
２
部
懇
親
会
で
は
、
ス
チ

ー
ル
ド
ラ
ム
を
特
技
と
す
る
新
開
雅
子

校
友
会
長
と
東
郷
事
務
局
長
か
ら
母

校
の
近
況
と
校
友
会
の
方
針
、
東
京

支
部
へ
の
激
励
の
挨
拶
を
頂
い
た
。

続
い
て
議
事
に
移
り
、
活
動
報
告
、

会
計
報
告
の
全
て
が
承
認
さ
れ
た
。

今
年
の
特
別
講
演
は
、
神
戸
か
ら

こ
ど
も
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
原
坂
一

郎
氏
（
54
社
）
に
お
願
い
し
た
。
原
坂

氏
の
も
う
一
つ
の
顔
は
「
怪
獣
博

士
」、
冒
頭
ウ
ル
ト
ラ
警
備
隊
の
Ｂ

Ｇ
Ｍ
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
の
入
場
で

一
同
度
肝
を
抜
か
れ
た
が
、
保
育
士

時
代
に
子
供
か
ら
教
え
ら
れ
た
「
子

供
は
ま
わ
り
の
す
べ
て
を
自
然
と
思

い
、
文
句
を
言
わ
な
い
、
笑
顔
の
も

と
を
見
つ
け
る
と
い
う
、
認
め
る
こ

と
の
大
切
さ
」
と
、
大
人
も
「
無
い

も
の
探
し
」
で
は
な
く
「
あ
る
も
の

満
足
」
を
み
つ
け
る
提
案
を
頂
い
た
。

第
２
部
懇
親
会
は
、
大
野
東
京
セ

ン
タ
ー
事
務
長
の
乾
杯
挨
拶
で
開

宴
。
支
部
役
員
紹
介
、
新
会
員
紹
介

の
後
、
毎
年
好
評
の
「
母
と
子
の

東
京
支
部
（
堺
精
一
支
部
長
）

の
創
立
１
０
１
年
目
と
な
る
新
年
総

会
が
２
月
18
日
、
関
西
大
学
東
京
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

校
友
会
本
部
及
び
東
京
セ
ン
タ
ー

と
首
都
圏
の
千
葉
・
神
奈
川
・
埼
玉

の
支
部
代
表
の
来
賓
と
、
昭
和
27
年

卒
か
ら
平
成
22
年
卒
ま
で
の
幅
広
い

年
齢
の
校
友
約
60
人
が
集
っ
た
。
９

人
の
初
参
加
者
と
も
新
た
な
絆
が
し

っ
か
り
結
ば
れ
た
。

第
１
部
総
会
で
は
、
堺
支
部
長

（
50
工
）
が
「
昨
年
か
ら
の
年
会
費
の

導
入
に
よ
り
更
に
支
部
活
動
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
熱
く
抱
負

を
語
っ
た
。
来
賓
挨
拶
と
し
て
寺
内

支
部
創
立
1
0
1
回
の
継
承
に
成
功

幅
広
い
年
代
で
熱
い
絆
、
母
校
へ
の
絆



33

付
表
を
手
に
、
こ
れ
ま
た
大
々
満
足

の
一
日
だ
っ
た
。

「
来
年
は
、
お
相
撲
さ
ん
達
の
番

付
も
上
が
っ
て
、
Ｔ
Ｖ
観
戦
出
来
る

か
な
？
」「
京
都
支
部
だ
け
で
な
く
他

支
部
に
も
声
を
か
け
て
は
」
と
の
、

参
加
者
た
ち
の
声
も
し
き
り
…
。

（
竹
内
孝
治
）

（
大
西
康
治
＝
０
７
５
―
６
９
１
―

３
５
１
３
）

真
冬
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

近
隣
支
部
長
の
激
励
を
受
く

２
月
12
日
、
伊
丹
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
伊
丹
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
等
の
主
催

に
よ
る
「
第
10
回
伊
丹
わ
っ
し
ょ

い
！
冬
の
元
気
ま
つ
り
」、
酒
造
会

社
主
催
の「
第
16
回
白
雪
蔵
ま
つ
り
」

等
、
各
種
団
体
が
連
携
し
て
伊
丹
中

心
市
街
地
活
性
化
を
目
的
と
す
る
真

冬
の
イ
べ
ン
ト
が
、
多
く
の
市
民
参

加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

伊
丹
支
部
（
加
藤
拓
支
部
長
）

〈各地支部だより〉

な
っ
た
。

海
臧
寺
で
は
、
足
元
の
美
し
い
苔

の
中
に
可
愛
ら
し
い
リ
ン
ド
ウ
が
咲

き
誇
っ
て
い
て
、
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
。
化
粧
坂
は
急
坂
で
は
あ
っ

た
が
、
み
ん
な
で
手
を
引
い
た
り
背

中
を
押
し
た
り
と
、
力
を
合
わ
せ
て

登
り
切
っ
た
の
も
思
い
出
深
い
も
の

と
な
っ
た
。
銭
洗
い
弁
天
で
は
、
紙

幣
・
貨
幣
を
ざ
る
に
入
れ
て
洗
い
、

「
こ
れ
で
金
運
が
巡
っ
て
く
る
こ
と
間

違
い
な
し
！
」
と
お
互
い
に
確
信
し

合
っ
た
。
急
階
段
の
佐
助
稲
荷
も
元

気
に
参
拝
し
た
あ
と
、
人
出
で
賑
わ

う
小
町
通
へ
。

い
つ
も
な
が
ら
の
和
気
藹
々
と
し

た
雰
囲
気
の
昼
食
会
場
で
は
、
遠
路

は
る
ば
る
埼
玉
県
か
ら
田
中
千
代
子

先
輩
（
29
文
）
と
弓
束
明
美
さ
ん
（
51

社
）が
ご
参
加
下
さ
っ
た
こ
と
で
、
支

部
を
超
え
た
校
友
の
繋
が
り
に
参
加

者
全
員
が
心
強
さ
と
親
し
み
を
感
じ

つ
つ
、
宴
も
一
層
盛
り
上
が
っ
た
。

鎌
倉
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員

会
に
推
薦
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
て

在
住
）
の
落
語
を
聞
き
、
笑
い
と
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
懇
親
会
に

移
り
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、

テ
レ
ビ
や
掃
除
機
他
、
皆
に
商
品
が

当
た
り
、
楽
し
い
一
時
が
過
ぎ
た
。

（
副
支
部
長
　
岡
野
　
満
）

（
時
田
耕
路
＝
０
５
９
８
―
26
―
７

２
０
９
）

年
度
末
で
総
会
出
席
者
24
人

次
回
参
加
希
望
者
は
多
数

３
月
17
日
、
松
江
千
里
会
（
岸
宏

会
長
）
総
会
が
、
ホ
テ
ル
水
天
閣
に

お
い
て
学
歌
斉
唱
で
幕
を
開
け
た
。

年
度
末
や
人
事
異
動
、
全
国
レ
デ

ィ
ス
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
等
の
行
事
と

重
な
り
、
出
席
者
は
24
人
だ
っ
た
が
、

次
回
参
加
希
望
者
が
返
信
に
て
多
数

お
り
、
岸
会
長
（
41
経
）
か
ら
来
年

度
は
本
部
か
ら
役
員
を
招
き
盛
大
に

開
催
し
た
い
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

桑
原
博
明
副
会
長
（
42
経
）
の
音

頭
に
よ
る
乾
杯
に
始
ま
り
、
終
始
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
逍
遙
歌
で

締
め
く
く
り
再
会
を
誓
っ
た
。

（
幹
事
長
　
大
西
弘
悦
・
46
法
）

（
大
西
弘
悦
＝
０
８
５
２
―
23
―
１

０
８
１
）

二
年
ぶ
り
に
朝
稽
古
見
物

他
支
部
に
も
声
を
か
け
て
は
？

「
今
朝
は
冷
え
ま
ん
な
！
」
な
ど

と
、
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
バ
ス
に

乗
り
込
む
、
家
族
連
れ
や
知
人
を
誘

っ
て
の
総
勢
20
人
近
く
の
団
体
だ
。

昨
年
は
中
止
と
な
っ
た
大
阪
場
所
だ

が
、
今
年
は
開
幕
２
週
間
前
の
２
月

28
日
、
大
阪
市
鶴
見
区
放
出
に
部
屋

を
構
え
る
三
保
ケ
関
部
屋
の
朝
稽
古

に
向
か
う
。
当
部
屋
の
親
方
は
元
大

関
増
位
山
関
。
こ
の
親
方
、
現
役
時

代
は
、
日
本
中
の
特
に
女
性
フ
ァ
ン

を
魅
了
し
た
喉
を
持
つ
、
知
る
人
ぞ

知
る
演
歌
歌
手
で
あ
り
、
米
澤
校
友

（
43
経
）
の
実
弟
で
あ
る
。

お
よ
そ
20
数
年
前
か
ら
京
都
支
部

（
牧
村
史
朗
支
部
長
）
の
恒
例
と
な
っ

た
、
場
所
前
の
「
朝
稽
古
見
物
と
チ

ャ
ン
コ
鍋
を
囲
む
会
」。
こ
の
行
事

は
、
年
々
参
加
者
が
増
加
。
今
年
は

２
年
ぶ
り
と
あ
っ
て
、
谷
町
よ
ろ
し

く
貸
切
バ
ス
の
チ
ャ
ー
タ
ー
と
相
成

っ
た
。

若
い
お
相
撲
さ
ん
達
の
張
り
の
あ

る
巨
体
の
激
し
い
ぶ
つ
か
り
稽
古
は

迫
力
満
点
、
満
身
の
力
の
籠
っ
た
朝

稽
古
に
、
俄
か
谷
町
は
大
満
足
。

締
め
は
、
お
相
撲
さ
ん
が
作
る

「
チ
ャ
ン
コ
鍋
」
に
舌
鼓
を
打
ち
、
帰

り
に
は
親
方
直
筆
サ
イ
ン
色
紙
と
番

お
り
、
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
注
目
を
浴
び
て
い
る
が
、
今
回
は

「
晩
秋
の
古
都
・
鎌
倉
」
を
た
っ
ぷ

り
と
堪
能
で
き
た
一
日
で
あ
っ
た
。

世
話
役
・
藤
原
ひ
で
子
（
昭
48
法
）

新
開
　
雅
子
（
昭
50
社
）

写
　
真
・
高
橋
　
一
弘
（
昭
39
商
）

新
役
員
6
人
の
増
強
図
る

若
い
女
性
数
人
が
初
参
加

南
勢
支
部
（
時
田
耕
路
支
部
長
）

24
年
（
第
55
回
）
総
会
が
、
３
月
４

日
に
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

校
友
会
か
ら
田
中
副
会
長
は
じ
め

近
隣
か
ら
愛
知
、
北
勢
、
名
張
、
中

勢
各
支
部
の
役
員
あ
わ
せ
て
50
人
の

参
加
で
行
わ
れ
た
。
平
成
20
年
卒
や

若
い
女
性
も
数
人
の
初
参
加
が
あ

り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
総
会
に
な
っ
た
。

今
年
度
は
新
役
員
も
６
人
の
増
強
が

図
ら
れ
、
今
後
の
組
織
の
充
実
の
一

歩
と
な
っ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
桂
三
枝

さ
ん
の
弟
子
の
桂
三
発
さ
ん
（
津
市
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Ｒ
の
車
窓
か
ら
外
を
眺
め
る
中
、
三

田
駅
か
ら
下
車
駅
の
広
野
駅
ま
で
の

約
10
分
間
、
線
路
と
並
行
し
て
流
れ

る
武
庫
川
沿
い
の
桜
花
の
美
し
さ
は

息
を
呑
む
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

下
車
後
、
一
行
は
春
の
三
田
路
を

の
ん
び
り
と
約
１
時
間
歩
き
、「
青

野
ダ
ム
記
念
館
」
に
。
小
休
止
し
た

あ
と
集
合
写
真
を
パ
チ
リ
。
記
念
館

で
は
、
学
芸
員
か
ら
青
野
ダ
ム
建
設

に
係
わ
る
経
過
や
、
建
設
工
事
現
場

か
ら
出
土
し
た
土
器
や
農
機
具
の
説

明
、
そ
し
て
ダ
ム
が
も
た
ら
す
水
利

事
業
な
ど
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
鑑
賞
を

通
し
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。

昼
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
各
自
昼

食
。
眼
前
の
千
丈
寺
湖
で
は
記
念
館

の
厚
意
で
、
日
頃
あ
ま
り
し
な
い
貯

水
湖
循
環
の
た
め
の
大
掛
か
り
な
噴

水
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
天
気
も

昨
夜
雨
が
降
っ
た
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
回
復
し
、
一
行
は
午
後
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
出
発
し
た
。
当
初
の
コ
ー

ス
を
変
更
し
湖
畔
沿
い
を
遠
回
り
し

て
歩
き
、
途
中
休
む
こ
と
な
く
帰
路

に
向
か
っ
た
。

川
西
池
田
駅
に
着
き
解
散
と
な
っ

た
が
、
希
望
者
で
懇
親
会
に
行
き
、

今
日
の
疲
れ
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
癒
し

た
。

（
臼
井
　
宏
・
45
文
）

（
荒
木
敏
雄
＝
０
７
２
―
７
５
８
―

１
７
８
７
）

支
部
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設

「
い
い
ね
！
」や
コ
メ
ン
ト
を
！

宝
塚
支
部
（
兼
丸
秀
樹
支
部
長
）

で
は
、
４
月
４
日
の
役
員
・
幹
事
会

に
お
い
て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
勉

強
会
（
講
師
は
会
計
の
高
路
瑞
穂

氏
）
を
開
催
し
た
。

現
在
、
若
手
校
友
の
多
く
は
何
ら

か
の
形
で
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
利
用

し
て
い
る
。
支
部
の
役
員
・
幹
事
の

ほ
と
ん
ど
が
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

利
用
し
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
実
際

に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
見
て
、
検

討
を
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

げ
、
イ
カ
焼
き
・
生
ビ
ー
ル
な
ど
を

販
売
し
た
。
多
く
の
Ｏ
Ｂ
や
ス
プ
リ

ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
終
了
後
に
は

近
隣
支
部
の
来
賓
の
方
々
に
も
来
店

い
た
だ
き
、
校
友
同
士
ま
た
支
部
間

の
交
流
の
場
を
提
供
で
き
た
。

い
ま
ま
で
連
絡
を
と
れ
な
か
っ
た

支
部
校
友
５
人
も
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄

っ
て
く
れ
、
活
動
内
容
を
報
告
し
、

来
年
２
月
の
総
会
の
案
内
も
で
き

た
。
ま
さ
に
校
友
の
輪
を
広
げ
る
チ

ャ
ン
ス
と
な
り
、
実
り
多
い
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
。
ま
た
、
芦
屋
支
部
の
活

動
を
地
元
芦
屋
市
民
の
方
々
に
も
ア

ピ
ー
ル
で
き
た
。

２
日
間
に
わ
た
り
若
い
校
友
や
現

役
生
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て

く
れ
て
、
準
備
・
運
営
・
撤
収
と
協

力
し
て
行
い
、
苦
楽
を
共
に
す
る
こ

と
で
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

慰
労
と
反
省
会
を
兼
ね
て
懇
親
会
も

予
定
し
て
い
る
。

校
友
の
親
睦
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ

来
年
以
降
も
出
店
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

(

依
藤
健
史
　
54
商)

（
依
藤
健
史
＝
０
７
９
７
―
23
―
７

０
０
４
）

武
庫
川
沿
の
桜
花
に
息
呑
む

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
29
人
参
加

川
西
支
部
（
井
上
能
一
支
部
長
）

歩
こ
う
会
の
春
季
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
は
、
４
月
14
日
に
29
人
が
参
加

し
、
約
８
km
を
歩
い
た
。

向
か
っ
た
の
は
、
三
田
市
・
青
野

ダ
ム
公
園
、
千
丈
寺
湖
で
あ
る
。
Ｊ

も
、
通
称
「
三
軒
寺
広
場
」
に
設
け

ら
れ
た
17
ブ
ー
ス
の
１
つ
を
確
保
し
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
設
し
た
。

ブ
ー
ス
の
前
に
は
「
関
西
大
学
校

友
会
伊
丹
支
部
」
の
紫
紺
の
幟
旗
を

立
て
、
ブ
ー
ス
内
は
会
員
が
持
ち
寄

っ
た
酒
類
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
タ
オ

ル
、
茶
わ
ん
類
、
置
物
等
溢
れ
ん
ば

か
り
で
あ
る
。

毎
年
多
く
の
常
連
客
が
訪
れ
て
お

り
、
今
年
も
予
想
に
違
わ
ず
午
前
10

時
開
店
を
待
ち
切
れ
な
い
様
子
で
あ

っ
た
。
オ
ー
プ
ン
間
も
な
く
し
て
、

宝
塚
支
部
の
兼
丸
秀
樹
支
部
長
、
川

西
支
部
の
井
上
能
一
支
部
長
の
相
次

い
で
の
思
わ
ぬ
激
励
訪
問
を
頂
き
、

役
員
一
同
大
い
に
感
激
、
販
売
活
動

に
も
一
段
と
力
が
入
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
成
果
で
あ
ろ
う
、
完
売

に
近
い
状
況
の
中
、
午
後
３
時
頃
閉

店
、
売
上
も
好
成
績
で
あ
っ
た
。

多
く
の
品
物
を
提
供
い
た
だ
い
た

会
員
各
位
に
は
本
紙
を
お
借
り
し
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
部
長
　
古
屋
敷
達
夫
）

（
ヒ
ラ
ク
気
付
＝
０
７
２
―
７
８
５

―
５
５
０
７
）

芦
屋
さ
く
ら
ま
つ
り
に
出
店

市
民
に
支
部
活
動
ア
ピ
ー
ル

芦
屋
支
部
（
直
林
法
廣
支
部
長
）

で
は
、
４
月
７
日
・
８
日
に
開
催
さ

れ
た
第
24
回
芦
屋
さ
く
ら
ま
つ
り
に

出
店
し
た
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
た
め
祭

自
体
が
中
止
だ
っ
た
が
、
支
部
と
し

て
は
今
回
で
３
回
目
の
出
店
と
な
っ

た
。
出
店
団
体
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
芦

屋
納
税
協
会
、
芦
屋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
な
ど
で
、
大
学
関
係
の
出
店
は

わ
が
関
西
大
学
校
友
会
芦
屋
支
部
の

み
で
あ
り
、
芦
屋
市
か
ら
出
店
の
許

可
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
自
体
、
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

校
章
入
り
の
お
揃
い
の
紺
色
の
エ

プ
ロ
ン
を
つ
け
、
支
部
の
幟
を
か
か
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応
援
団
的
に
言
い
ま
す
と
「
静
か

に
更
け
ゆ
く
冬
の
日
に

こ
こ
大
阪

城
外
ホ
テ
ル
ア
ル
ザ
ー
泉
大
津
に
花

と
咲
く
…
」。
11
月
５
日
、
高
石
支

部（
尾
崎
義
之
支
部
長
）
で
は
50
周

年
総
会
を
開
催
し
た
。

復
活
と
い
う
の
は
、
40
周
年
を
同

地
で
開
催
以
来
総
会
を
開
い
て
お
ら

ず
、
外
部
等
か
ら
は
休
眠
扱
い
だ
っ

た
が
、
本
当
は
、
２
カ
月
に
一
度
役

員
等
が
集
ま
り
校
友
会
〜
市
民
活
動

〜
校
友
の
情
報
を
交
換
し
て
学
歌
・

逍
遙
歌
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
こ

誰
が
管
理
す
る
の
か
？
ど
の
程
度

効
果
が
あ
る
の
か
？
と
い
っ
た
活
発

な
討
論
を
交
わ
し
た
結
果
、
ど
の
程

度
の
効
果
が
出
る
か
は
未
知
数
だ

が
、
開
設
す
る
こ
と
と
し
た
。

「
関
西
大
学
校
友
会
宝
塚
支
部
」

で
開
設
し
ま
し
た
の
で
、
ご
興
味
の

〈各地支部だより〉

の
機
に
支
部
活
動
を
見
直
す
総
会
と

し
た
。

７
０
０
人
余
の
校
友
の
支
部
だ

が
、
久
し
ぶ
り
の
顔
・
顔
・
顔
が
集

い
、
80
人
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
本
部
の
寺
内
会
長
ほ
か
平

野
・
堺
・
泉
大
津
の
支
部
長
、
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
、
ま
た
高
石

市
か
ら
阪
口
市
長
の
出
席
で
錦
上
花

を
添
え
て
頂
い
た
。

１
部
総
会
で
は
、
平
成
６
年
か
ら

支
部
長
を
し
て
頂
い
た
尾
崎
義
之
氏

に
代
わ
り
、
43
年
卒
の
陸
田
弘
行
氏

ク
ス
で
の
逍
遙
歌
は
熱
い
も
の
が
あ

っ
た
。

（
幹
事
長
　
藏
辻
健
次
）

（
陸
田
弘
行
＝
０
７
２
―
２
６
３
―

８
９
５
４
）

校
友
会
連
携
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

田
中
久
仁
雄
氏
が
講
演

四
條
畷
支
部
（
櫻
井
孝
雄
支
部

長
）
総
会
が
３
月
25
日
、
市
内
の
料

亭
・
く
る
ま
や
で
開
催
さ
れ
た
。
本

部
の
古
川
副
会
長
は
じ
め
近
隣
支
部

の
代
表
ら
を
来
賓
と
し
て
迎
え
た
。

総
勢
23
人
の
校
友
が
集
い
、
第
１

部
総
会
で
は
支
部
長
と
古
川
副
会
長

か
ら
挨
拶
の
あ
と
議
事
に
入
り
、
23

年
度
活
動
報
告
・
会
計
報
告
、
監

査
報
告
、
24
年
度
活
動
計
画
案
及

び
予
算
案
の
説
明
後
、
新
年
度
役
員

改
選
の
全
て
が
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
校
友
会
連
携
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
田
中
久
仁
雄
氏
（
支
部
会
員
）

が
、「
産
学
連
携
関
西
大
学
の
取
り

組
み
」
と
題
し
て
講
演
。
産
学
連
携

は
、
大
学
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
研
究

復
活
を
か
け
て
50
周
年
記
念
総
会

新
支
部
長
に
陸
田
弘
行
氏
が
就
任

と
教
育
の
た
め
の
重
要
な
手
段
と
な

っ
て
い
る
。
産
学
連
携
の
実
績
の
中

か
ら
開
発
さ
れ
た
製
品
、
技
術
に
つ

い
て
最
近
の
進
行
事
例
の
紹
介
を
通

し
て
産
学
連
携
の
新
た
な
仕
組
み
と

し
て
産
学
協
働
に
取
り
組
む
事
が
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
強
調
さ
れ
、

今
後
も
産
学
協
働
の
出
会
い
の
接
点

づ
く
り
に
校
友
の
理
解
と
支
援
が
不

可
欠
で
あ
る
と
講
演
を
締
め
く
く
っ

た
。
出
席
者
一
同
、
産
学
連
携
の
最

あ
る
方
は
一
度
覗
い
て
く
だ
さ
い
。

で
き
た
ら
、「
い
い
ね
！
」
や
コ
メ
ン

ト
も
お
願
い
し
ま
す
。

(

副
支
部
長
　
三
坂
友
章)

（
三
坂
友
章
＝
０
９
０
―
５
１
５
８

―
７
２
５
９
）

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
ま
た
、
他
の
役

員
も
改
選
さ
れ
新
し
い
船
出
と
な
っ

た
。２

部
懇
親
会
は
、
Ｏ
Ｂ
で
主
に
泉

州
で
活
躍
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
18
人
の

特
別
演
奏
を
聴
か
せ
て
頂
き
、
懐
か

し
い
映
画
音
楽
、
更
に
応
援
歌
も
交

え
、
酔
い
し
れ
る
一
時
だ
っ
た
。

最
後
に
宮
田
応
援
団
長
の
振
り
、

マ
ス
タ
ー
中
野
ひ
ろ
し
Ｏ
Ｂ
の
サ
ッ
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夏
の
陣
で
敵
の
首
実
験
を
し
た
縁
側

を
天
井
板
と
し
た
「
血
天
井
」
や
足

利
義
満
揮
毫
の
扁
額
を
特
別
拝
観
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。

河
内
木
綿
藍
染
保
存
会
で
は
、
工

房
で
実
演
を
見
な
が
ら
村
西
徳
子
理

事
長
か
ら
型
紙
や
顔
料
を
加
え
た
糊

で
布
の
模
様
を
写
す
時
の
苦
労
話
を

受
け
る
。
展
示
室
で
は
、
作
品
展
を

拝
見
。
久
宝
寺
寺
内
町
の
東
の
入
り

口
で
は
、
講
師
か
ら
堀
と
土
塁
を
め

ぐ
ら
し
防
備
を
固
め
た
戦
略
上
の
町

で
あ
る
と
詳
し
い
説
明
を
受
け
た
。

久
宝
寺
ま
ち
な
み
セ
ン
タ
ー
で
昼

食
休
憩
後
、
講
師
に
よ
る
寺
内
町
の

講
義
を
受
け
る
。
久
宝
寺
御
坊
顕
証

寺
の
歴
史
的
解
説
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る

面
白
さ
だ
っ
た
。
顕
証
寺
は
二
度
も

本
願
寺
に
門
跡
を
出
し
た
格
別
な
寺

院
で
あ
っ
た
、
な
ど
驚
く
ば
か
り
の

お
話
で
あ
っ
た
。

質
疑
応
答
に
は
、
沢
山
の
質
問
者

が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
予
備
知
識
を

持
っ
て
古
墳
や
寺
院
の
歴
史
等
に
関

新
事
情
な
ど
興
味
深
い
内
容
に
今
後

の
展
開
を
大
い
に
期
待
し
た
。

第
２
部
懇
親
会
で
は
、
来
賓
に
よ

る
近
隣
支
部
の
活
動
状
況
や
出
席
者

の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
逍
遙
歌
で
散

会
と
な
っ
た
。
（
副
支
部
長
　
三
木
宏
）

（
櫻
井
孝
雄
＝
０
７
２
―
８
７
６
―

０
８
３
６
）

倉
田
薫
前
池
田
市
長
激
励
会

支
部
有
志
が
集
い
開
催

池
田
支
部
（
古
川
智
支
部
長
）
で

は
、
３
月
１
日
に
宝
塚
の
ワ
シ
ン
ト

ン
ホ
テ
ル
で
支
部
有
志
18
人
が
集
ま

り
、
倉
田
薫
氏
激
励
会
を
催
し
た
。

先
の
大
阪
府
知
事
、
大
阪
市
長
の

同
時
選
挙
で
、
校
友
の
前
池
田
市
長

の
倉
田
薫
氏
は
、
各
方
面
の
支
持
を

得
て
知
事
選
に
出
馬
し
た
。
池
田
支

部
校
友
は
、
倉
田
薫
知
事
実
現
の
た

め
大
い
に
奮
闘
し
た
。

こ
の
日
、
挨
拶
の
中
で
、
倉
田
氏

の
知
事
選
出
馬
前
日
の
様
子
が
披
露

さ
れ
た
。
池
田
市
長
の
要
職
を
離
れ

て
大
阪
府
改
革
に
全
力
を
尽
く
す
覚

悟
の
倉
田
知
事
が
実
現
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
、
大
い
に
残
念
な
事
態
で

あ
っ
た
。

倉
田
氏
は
、「
い
つ
如
何
な
る
こ

と
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
足
腰

だ
け
は
強
く
し
て
お
き
た
い
」
と
、
胸

の
内
を
表
明
さ
れ
た
。「
薫
風
政
治

塾
」
を
立
ち
上
げ
、
活
動
を
開
始
さ

れ
た
が
、
政
治
を
志
す
若
い
人
た
ち

を
育
成
さ
れ
る
倉
田
氏
の
意
気
込
み

に
、
大
い
に
期
待
し
、
こ
の
塾
か
ら

大
阪
市
、
大
阪
府
、
更
に
日
本
国
を

よ
り
良
き
方
向
に
改
革
す
る
政
治
家

が
出
現
す
る
こ
と
を
、
待
ち
望
ん
で

い
る
。

倉
田
氏
の
今
後
の
数
々
の
抱
負
を

伺
い
、
心
強
く
し
た
激
励
会
で
あ
っ

た
。

（
堀
好
夫
）

（
古
川
智
＝
０
７
２
―
７
５
１
―
２

６
６
２
）

地
元
Ｆ
Ｍ
局
が
同
行
取
材

講
師
は
文
学
博
士
小
谷
校
友

八
尾
支
部
（
中
尾
達
夫
支
部
長
）

で
は
、
地
域
密
着
活
動
の
一
つ
と
し

て
今
年
も
「
八
尾
市
内
史
跡
め
ぐ

り
」
を
41
人
が
参
加
し
４
月
１
日
に

実
施
し
た
。
講
師
は
八
尾
市
立
歴
史

民
俗
資
料
館
の
文
学
博
士
小
谷
利
明

校
友
（
57
文
）。

地
元
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
の
レ
ポ
ー
タ

ー
が
同
行
取
材
。
要
所
、
要
所
で
説

明
を
受
け
な
が
ら
常
光
寺
へ
。
地
蔵

盆
と
河
内
音
頭
発
祥
地
で
知
ら
れ
た

由
緒
あ
る
寺
の
説
明
を
受
け
、
大
阪

す
る
質
問
に
誠
意
あ
る
講
師
の
応
答

が
な
さ
れ
、
造
詣
の
深
さ
に
脱
帽
し

た
。
司
会
者
が
マ
イ
ク
を
片
手
に
動

き
ま
わ
る
状
態
と
な
り
、
最
後
に

「
質
問
は
後
一
つ
！
」
と
制
限
す
る

程
で
あ
り
、
校
友
諸
氏
が
卒
業
し
て

も
「
関
大
」
を
誇
り
に
、
充
実
し
た

人
生
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
垣
間

見
る
こ
と
が
出
来
た
充
実
し
た
楽
し

い
一
時
で
あ
っ
た
。「
良
か
っ
た
ネ
」

「
楽
し
か
っ
た
！
」
と
感
想
を
語
り
合

い
な
が
ら
寺
内
町
を
自
由
散
策
す
る

幸
せ
な
時
間
を
味
わ
っ
た
一
日
で
あ

っ
た
。

（
副
支
部
長
　
南
野
佳
子
）

（
中
尾
達
夫
＝
０
７
２
―
９
９
８
―

３
５
２
６
）

伊
勢
神
宮
バ
ス
ツ
ア
ー
に
46
人

25
回
目
で
最
高
の
参
加
者

守
口
支
部
（
平
井
治
支
部
長
）
の

事
業
と
し
て
定
着
し
た
親
睦
バ
ス
ツ

ア
ー
。
３
月
11
日
に
は
、
日
本
人
の

心
の
ふ
る
さ
と
伊
勢
神
宮
を
参
拝
し

た
。
平
井
支
部
長
、
澤
井
良
一
守
口

市
議
会
議
員
夫
妻
な
ど
46
人
が
参

加
。
バ
ス
ツ
ア
ー
は
平
成
17
年
か
ら

始
め
て
25
回
目
を
迎
え
た
が
、
今
回

は
過
去
最
多
の
参
加
人
数
だ
っ
た
。

ま
ず
は
、
古
代
か
ら
の
習
わ
し
に

則
り
外
宮
か
ら
参
拝
し
、
次
に
内
宮

へ
向
か
っ
た
。
内
宮
で
は
、
神
職
を

さ
れ
て
い
る
お
隣
り
門
真
支
部
の
西

川
亮
彦
幹
事
長
に
お
骨
折
り
を
い
た

だ
き
、
厳
粛
な
る
御
垣
内
参
拝
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
神
楽
殿

に
上
が
っ
て
典
雅
な
御
神
楽
奉
納
も
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長
）
で
は
、
再
開
第
２
回
の
総
会
を

２
月
17
日
、
上
本
町
近
鉄
の
銀
座
ア

ス
タ
ー
で
開
催
し
た
。

谷
幹
事
長
の
司
会
で
総
会
を
開

始
。
北
原
支
部
長
が
、
昨
年
、
市
内

支
部
連
合
の
故
辻
会
長
ほ
か
関
係
者

の
尽
力
に
よ
り
再
開
第
１
回
が
開
催

さ
れ
、
本
年
も
引
き
続
き
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
る
と
共
に
、
今
後
は
支
部
校

友
の「
絆
」
で
持
っ
て
伝
統
あ
る
天
王

寺
支
部
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

決
意
を
述
べ
た
。

小
西
顧
問
か
ら
、
羽
賀
初
代
支
部

長
、
山
田
関
西
大
学
顧
問
、
吉
田
元

四
天
王
寺
管
長
ほ
か
歴
代
支
部
長
な

ど
多
く
の
校
友
が
築
い
て
こ
ら
れ
た

天
王
寺
支
部
の
歴
史
に
つ
い
て
、
詳

し
く
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

来
賓
紹
介
の
後
、
古
川
校
友
会
副

会
長
か
ら
大
学
の
近
況
報
告
、
山
田

顧
問
か
ら
再
開
に
尽
力
頂
い
た
各
位

に
お
礼
の
言
葉
と
、
新
役
員
に
対
し

金
で
集
ま
っ
た
。
早
速
チ
ー
ム
４
人

が
作
業
日
程
を
決
め
て
い
た
。

全
員
の
シ
ョ
ー
ト
・
ス
ピ
ー
チ
タ

イ
ム
で
は
、
禁
煙
成
功
者
の
報
告
が

続
き
、
健
康
な
メ
ン
バ
ー
の
多
い
こ

と
を
喜
び
合
っ
た
。
ゴ
ル
フ
の
話
題

で
は
中
学
の
孫
の
活
躍
に
期
待
し
て

い
る
熱
の
入
っ
た
ス
ピ
ー
チ
や
最
愛

の
奥
様
が
認
知
症
の
た
め
、
愛
情
深

い
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー

の
話
も
印
象
深
か
っ
た
。

後
半
は
お
楽
し
み
の
鶴
見
形
式
の

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
。
今
回
の
景
品
は
、

お
米
あ
き
た
こ
ま
ち
か
ら
大
根
一
本

ま
で
。
な
ん
と
大
根
を
ゲ
ッ
ト
し
た

大
先
輩
は
あ
の
映
画
「
第
三
の
男
」

を
し
ゃ
れ
て
…
大
根
の
男
や
て
。
会

は
高
野
副
支
部
長
の
大
阪
締
め
で
明

る
く
お
開
き
、
も
う
次
の
楽
し
い
役

員
会
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
と
の
声

に
送
ら
れ
て
バ
イ
バ
イ
。

（
幹
事
長
　
迫
　
匡
）

（
徳
野
豊
＝
06
―
６
９
１
２
―
９
３

５
７
）

〈各地支部だより〉

支
部
総
会
の
継
続
を
希
望
す
る
挨
拶

が
あ
っ
た
。

前
田
中
央
支
部
顧
問
の
乾
杯
の
発

声
で
懇
親
会
に
移
っ
た
。
会
も
な
か

ば
に
北
原
支
部
長
か
ら
、
昨
年
大
阪

市
内
支
部
連
合
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で

良
原
校
友
が
個
人
優
勝
さ
れ
、
支
部

は
２
位
と
健
闘
し
た
と
報
告
が
あ
っ

た
。
続
い
て
校
友
の
ユ
ー
モ
ア
に
あ

ふ
れ
た
自
己
紹
介
で
、
会
場
か
ら
は

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
笑
い
声
が
上
が
り
、

盛
り
上
が
っ
た
。

最
後
に
行
方
正
行
校
友
の
閉
会
の

挨
拶
に
続
き
、
児
島
校
友
の
リ
ー
ド

で
逍
遙
歌
を
歌
い
、
北
原
支
部
長
が

差
し
入
れ
さ
れ
た
山
本
校
友
経
営
の

昌
月
堂
謹
製
の
関
西
大
学
校
章
入
り

紅
白
饅
頭
を
お
土
産
に
散
会
し
た
。

（
北
原
正
浩
）

（
北
原
正
浩
＝
06
―
６
７
７
１
―
９

７
８
９
）

禁
煙
成
功
の
報
告
な
ど
続
く

出
席
者
全
員
が
ス
ピ
ー
チ

３
月
７
日
、
ボ
ン
ズ
今
福
鶴
見
店

で
鶴
見
支
部
（
徳
野
豊
支
部
長
）
定

例
役
員
会
を
開
く
。
徳
野
支
部
長

が
、
今
年
の
総
会
は
６
月
30
日
に
都

島
支
部
と
の
合
同
総
会
に
な
る
と
報

告
。
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

鶴
見
支
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
軽
音

楽
カ
ン
ト
リ
ー
バ
ン
ド
、
紙
芝
居
ク

イ
ズ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
。
支
部

会
員
へ
の
連
絡
費
用
に
充
て
る
た
め

の
協
賛
広
告
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
即

座
に
８
人
11
口
・
５
万
５
千
円
が
現

朝
赤
龍
な
ど
の
猛
稽
古
見
学

別
室
で
「
ち
ゃ
ん
こ
」
ご
馳
走
に

大
阪
中
央
支
部
（
伊
藤
晃
充
支
部

長
）
で
は
、
大
阪
場
所
も
近
づ
く
３

月
３
日
、
中
央
区
谷
町
に
高
砂
部
屋

の
宿
舎
、
久
成
寺
を
訪
問
し
た
。

表
門
の
高
砂
部
屋
と
書
か
れ
た
看

板
の
前
で
記
念
撮
影
。「
ち
ゃ
ん
こ
」

を
作
っ
て
い
る
最
中
の
台
所
を
見
学

し
た
後
、
い
よ
い
よ
朝
稽
古
中
の
稽

古
場
へ
。
通
常
は
一
般
の
見
学
席
か

ら
の
見
学
だ
が
、
ご
厚
意
で
我
々
は

土
俵
の
間
際
か
ら
の
見
学
。
す
ぐ
手

の
届
く
と
こ
ろ
で
、
朝
赤
龍
ほ
か
、

力
士
た
ち
の
猛
稽
古
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
や
は
り
テ
レ
ビ
で
見
る
の

と
は
、
迫
力
が
全
然
違
う
。

鑑
賞
し
た
。

昼
食
は
、
宇
治
橋
に
程
近
い
岩
戸

屋
で
と
り
、
昼
食
後
、
お
か
げ
横
丁

を
自
由
散
策
し
た
。
次
に
、
内
宮
の

別
宮
で
あ
る
瀧
原
宮
に
向
か
っ
た
。

外
宮
・
内
宮
と
は
違
い
、
こ
こ
瀧
原

宮
は
訪
れ
る
人
も
比
較
的
少
な
く
、

杉
の
巨
樹
が
林
立
す
る
深
い
杜
の
中

に
ひ
っ
そ
り
佇
ん
で
い
た
。
森
厳
な

空
気
を
満
喫
し
な
が
ら
、
神
前
で
深

い
祈
り
を
捧
げ
て
き
た
。

旅
の
仕
上
げ
は
、
恒
例
の
温
泉
。

昔
の
小
学
校
の
校
舎
を
そ
の
ま
ま
利

用
し
た
入
浴
施
設
「
阿
蘇
温
泉
」
で

旅
の
汗
を
流
し
た
あ
と
、
帰
り
の
バ

ス
の
中
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、

無
事
守
口
市
へ
帰
っ
た

（
副
支
部
長
　
山
本
護
）

（
篠
原
勝
＝
06
―
６
９
９
８
―
５
１

１
５
）

再
開
第
2
回
の
総
会
開
く

校
友
の
絆
で
支
部
発
展
を

天
王
寺
支
部
（
北
原
正
浩
支
部
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６
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
総
会
で
は
、
田
中
会
長
を

議
長
に
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
伊
藤

副
会
長
に
よ
る
事
業
報
告
、
同
計

画
。
高
木
会
計
の
会
計
報
告
、
福
島

監
事
の
会
計
監
査
で
、
す
べ
て
の
議

事
が
承
認
さ
れ
た
。

第
２
部
講
演
会
で
は
、
テ
レ
ビ
で

も
お
馴
染
み
の
李
英
和
経
済
学
部
教

授
か
ら
、
今
後
の
北
朝
鮮
に
つ
い
て

大
変
興
味
深
い
話
を
聞
か
せ
て
頂
い

た
。第

３
部
は
木
原
冨
美
子
氏
の
司
会

で
進
行
。
来
賓
挨
拶
の
後
、
懇
親
会

が
ス
タ
ー
ト
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
口
笛
の
第
一
人
者
、
杢
雅
章
氏

の
素
晴
ら
し
い
口
笛
に
し
ば
し
聞
き

入
っ
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
各
支

部
の
活
動
や
懐
か
し
い
学
生
時
代
の

話
な
ど
で
談
笑
。
大
い
に
盛
り
上
が

る
な
か
、
全
員
が
肩
を
組
ん
で
逍
遙

歌
の
大
合
唱
。
前
田
顧
問
の
大
阪
締

め
の
あ
と
、
米
谷
副
会
長
の
閉
会
の

辞
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
大
阪
中
央
支
部
　
矢
野
茂
）

し
ば
ら
く
し
て
、
元
朝
潮
の
高
砂

親
方
が
登
場
、
ど
っ
か
り
と
腰
か
け

て
弟
子
達
を
指
導
し
て
い
る
姿
も
見

る
こ
と
が
で
き
た
。

稽
古
場
見
学
の
後
は
、
別
室
で

「
ち
ゃ
ん
こ
」
を
ご
馳
走
に
。
少
し
に

ん
に
く
風
味
で
、
な
か
な
か
美
味
。

ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
に
さ
き
ほ
ど
台
所

で
焼
か
れ
て
い
た
卵
焼
き
も
頂
き
、

大
満
足
。
全
員
が
少
し
相
撲
通
に
な

っ
た
よ
う
な
一
日
で
あ
っ
た
。

（
広
報
部
　
矢
野
茂
）

（
伊
藤
晃
充
＝
０
７
４
３
―
71
―
２

２
８
５
）

今
後
の
北
朝
鮮
に
つ
い
て

李
英
和
教
授
が
講
演

大
阪
市
内
支
部
連
合
会
（
田
中

義
信
会
長
）
役
員
総
会
が
２
月
22

日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪

で
寺
内
校
友
会
長
、
上
原
理
事
長
、

楠
見
学
長
ら
を
来
賓
に
迎
え
、
１
１

Ｏ
Ｂ
25
人
・
監
督
コ
ー
チ
4
人

現
役
は
団
体
1
0
7
人
表
彰

３
月
17
日
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

千
里
ホ
ー
ル
に
、
上
原
理
事
長
、
池

内
専
務
理
事
、
寺
内
校
友
会
長
を
来

賓
に
迎
え
、
23
年
度
体
育
Ｏ
Ｂ
会

（
小
坂
道
一
会
長
）
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。

第
１
部
の
総
会
で
は
、
小
笹
副
会

長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
小
坂
会

長
が
議
長
と
な
り
議
事
が
審
議
さ
れ

全
て
承
認
さ
れ
た
。

第
２
部
の
Ｏ
Ｂ
、
現
役
表
彰
に
移

り
、
来
賓
の
上
原
理
事
長
、
寺
内
校

友
会
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
あ

と
、
Ｏ
Ｂ
表
彰
、
監
督
・
コ
ー
チ
表

彰
、
現
役
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
法
人
、
教
学
の
役

員
、
校
友
会
、
教
育
後
援
会
、
友
好

大
学
の
関
西
学
院
、
同
志
社
、
立
命

館
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
Ｏ
Ｂ
、
友
好

団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ク
ラ
ブ
、
応

援
団
Ｏ
Ｂ
千
成
会
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ

長
柄
会
か
ら
出
席
を
い
た
だ
い
た
。

小
坂
会
長
の
開
会
挨
拶
、
来
賓
を

代
表
し
て
楠
見
学
長
、
渡
辺
関
学
体

育
会
同
窓
倶
楽
部
会
長
に
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
池
内
専
務
理
事
の
乾
杯

で
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。

懇
親
会
の
後
半
に
は
、
顧
問
を
退

任
さ
れ
た
北
嶋
先
生
（
自
動
車
部
）、

杉
本
先
生
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
）

に
花
束
を
、
昨
年
逝
去
さ
れ
た
橋
本

重
量
挙
部
前
監
督
（
元
体
育
Ｏ
Ｂ
会

常
任
理
事
）
に
対
し
、
花
と
記
念
品
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を
お
渡
し
し
た
。

時
間
も
押
し
迫
り
、
花
岡
達
也
応

援
団
第
90
代
団
長
の
指
揮
の
も
と
で

逍
遙
歌
、
海
蔵
寺
会
長
代
行
の
閉
会

の
辞
で
総
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

（
西
田
幸
弘
）

（
近
藤
正
昭
＝
06
―
６
９
３
５
―
５

５
４
５
）

「
文
化
フ
ェ
ス
」
に
参
加

27
団
体
が
活
動
成
果
発
表

４
月
16
〜
28
日
、
文
化
会
27
団

体
が
日
々
の
活
動
成
果
を
発
表
す
る

「
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
川
北
航

平
実
行
委
員
長
）
が
開
か
れ
、
文
化

会
Ｏ
Ｂ
会
葦
文
会
（
中
瀬
和
夫
会

長
）
で
は
会
長
他
３
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

今
年
で
27
回
目
と
な
る
。
今
回
は
、

「
明
日
に
き
ら
め
け
文
化
会
27
〜
あ

の
太
陽
に
向
か
っ
て
走
れ
！
こ
こ
か

ら
始
ま
る
僕
ら
の
オ
レ
ン
ジ
デ
イ
ズ

〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
。

筆
者
が
参
加
し
た
20
日
は
、
和
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
銘
打
っ
た
吟

詩
部
・
茶
道
部
・
能
楽
部
・
邦
楽

部
・
落
語
大
学
が
一
堂
に
集
ま
り
合

同
発
表
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
凛

風
館
１
階
で
昼
時
間
に
開
催
さ
れ
、

会
場
い
っ
ぱ
い
の
人
だ
っ
た
。
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
文
化
会
全
団
体

が
Ｃ
Ｍ
を
通
し
て
、
日
々
の
活
動
が

映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

文
化
会
各
部
の
皆
さ
ん
に
は
今
後

益
々
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
幹
事
長
　
三
坂
友
章
）

（
三
坂
友
章
＝
０
９
０
―
５
１
５
８

―
７
２
５
９
）

中
野
寛
成
元
国
務
相
が
講
演

災
害
対
策
の
実
態
を
聴
く

政
治
学
会
（
北
川
均
会
長
）
の
第

28
回
総
会
は
、
２
月
25
日
、
肥
後

橋
・
徐
園
で
開
催
さ
れ
、
本
部
の
古

川
副
会
長
ら
を
迎
え
て
、
総
員
33
人

が
出
席
し
た
。

総
会
で
は
、
北
川
会
長
が
、「
大

学
院
当
時
で
の
恩
師
岩
崎
先
生
の
思

い
出
」
を
じ
っ
く
り
と
語
り
、
会
長

挨
拶
に
さ
れ
た
。
ま
た
古
川
副
会
長

は
、
母
校
の
近
況
を
入
試
・
文
武
の

実
感
を
、
計
数
で
報
告
。
分
け
て

も
、
校
友
会
活
動
は
、
他
大
学
の
追

随
を
遥
か
に
越
え
て
い
る
と
紹
介
が

あ
っ
た
。
総
会
議
事
は
、
会
務
・
会

計
の
承
認
。
つ
い
で
本
部
へ
の
組
織

登
録
の
各
案
件
が
、
満
場
一
致
承
認

さ
れ
た
。

記
念
講
演
は
、
中
野
寛
成
校
友

（
38
法
）
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
の
発

生
時
に
、
時
の
国
務
大
臣
と
し
て
治

安
維
持
に
陣
頭
に
立
っ
た
、
息
を
飲

む
実
体
験
を
語
ら
れ
て
、
危
機
管
理

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

懇
親
会
は
、
篠
原
・
藤
井
の
大
先

輩
を
は
じ
め
、
三
木
・
河
合
（
光
）

の
旧
役
員
も
、
元
気
な
お
姿
で
会
席

に
加
わ
り
、
政
治
学
会
の
歴
史
の
重

さ
と
、
人
材
の
豊
富
さ
を
再
確
認
し

た
会
合
と
な
っ
た
。

（
藤
本
道
人
）

枠
に
止
ま
ら
ぬ
発
想
と
情
熱

松
口
社
長
が
企
業
理
念
講
演

第
６
回
年
輪
関
大
会
（
朝
倉
満

会
長
）
は
、
２
月
28
日
に
新
阪
急
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
大
阪
中
小
企

業
投
資
育
成
の
会
員
企
業
で
、
関
大

卒
の
オ
ー
ナ
ー
で
構
成
す
る
年
輪
関

大
会
は
、
現
在
40
社
。
今
回
は
20
社

の
出
席
が
あ
り
、
来
賓
共
に
24
人
の

出
席
者
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、
当
会
の
会
員
で
あ
り
、

「
貼
る
」「
包
む
」「
魅
せ
る
」
の
機
能

で
シ
ー
ル
印
刷
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ

ン
パ
ニ
ー
で
も
あ
る
、
大
阪
シ
ー
リ

ン
グ
印
刷
（
株
）
の
松
口
正
社
長
（
57

学
工
）
に
、
独
創
・
誠
実
・
情
熱
の

企
業
理
念
を
基
に
１
千
億
円
企
業
を

目
指
し
て
、
印
刷
の
枠
に
と
ど
ま
ら

な
い
発
想
と
情
熱
で
未
来
を
切
り
拓

い
て
行
く
講
演
を
し
て
頂
い
た
。

我
々
企
業
人
に
と
っ
て
有
意
義
な
話

で
あ
り
、
み
な
感
銘
を
新
た
に
し
た
。

続
い
て
、
今
回
は
大
学
の
就
職
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
中
山
均
事
務
長
に
、
就
職
状

況
の
現
状
を
お
聞
き
し
た
。
そ
の
中

で
は
、
学
生
に
中
小
企
業
に
も
目
を

向
け
る
よ
う
に
と
語
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
田
中
久
仁
雄
校
友
会
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
松
井
由
樹
産
学
官
連

携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
そ
の
後

の
報
告
を
し
て
頂
い
た
。
特
に
校
友

会
機
関
紙
の
中
で
田
中
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
執
筆
の
「
関
西
大
学
校
友
会
産

学
サ
ー
ク
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
」

〈各地支部だより〉
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が
、
継
続
し
て
行
う
事
を
今
回
出
席

の
方
々
が
希
望
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

消
息
の
分
か
ら
な
い
方
が
お
ら
れ
ま

す
。
今
回
の
懇
親
会
の
案
内
状
が
未

着
の
方
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
回
は
開
催
案
内
を
送
ら
せ
て

頂
き
ま
す
。

（
幹
事
　
大
下
正
一
）

（
大
下
正
一
＝
06
―
６
５
７
６
―
０

６
０
９
）

メ
ー
ル

sh
o
u
ic
h
i-o
h
sh
ita
@

cocoa.ocn.ne.jp

の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
会
員
一
同
熟

考
。ま

だ
ま
だ
現
役
も
い
る
が
、
減
っ

て
も
増
え
な
い
同
期
会
。
そ
ろ
そ
ろ

準
会
員
で
も
あ
る
奥
さ
ん
の
出
席
を

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
か
な
ぁ
。

「
親
の
た
め

つ
け
た
手
摺
り
に

助

け
ら
れ
」

（
石
山
康
弘
）

総
勢
90
人
が
マ
ル
ビ
ル
に

創
部
60
周
年
パ
ー
テ
ィ

書
道
部
創
部
60
周
年
記
念
パ
ー
テ

ィ
が
、
大
阪
マ
ル
ビ
ル
６
階
・
第
一
ホ

テ
ル
で
４
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
は
、
大
学
か
ら
上
原
理
事
長
、

黒
田
勇
副
学
長
、
笹
倉
学
生
セ
ン
タ

ー
所
長
と
田
中
校
友
会
副
会
長
の

錚
々
た
る
４
人
。
永
世
顧
問
御
令
室

の
大
庭
弘
子
様
他
２
人
、
西
川
和
男

顧
問
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
60
人
、
現
役
22

人
、
併
せ
て
90
人
と
い
う
大
勢
の
皆

さ
ま
に
参
加
い
た
だ
い
た
。
会
場
の

都
合
で
記
念
撮
影
か
ら
先
に
行
っ

た
。開

会
の
こ
と
ば
、
学
歌
斉
唱
、
主

将
・
顧
問
挨
拶
の
後
、
来
賓
が
紹
介

さ
れ
、
真
砂
記
念
行
事
実
行
委
員
長

が
挨
拶
を
し
た
。

上
原
理
事
長
と
黒
田
副
学
長
の
来

賓
挨
拶
の
後
、
田
中
校
友
会
副
会
長

に
乾
杯
を
お
願
い
し
た
。
ワ
イ
ン
で

の
乾
杯
は
洒
落
て
い
て
人
気
が
あ
っ

た
。
北
陸
、
東
京
、
静
岡
、
岐
阜
な

ど
遠
方
よ
り
多
数
お
越
し
い
た
だ
き
、

卒
業
以
来
初
め
て
お
会
い
し
た
方
、

仲
間
の
体
形
や
頭
髪
の
変
化
に
驚

き
、
学
生
時
代
の
懐
か
し
い
話
に
花

が
咲
き
、
あ
っ
と
い
う
間
の
３
時
間

だ
っ
た
。
最
後
デ
ザ
ー
ト
に
大
き
な

ケ
ー
キ
の
差
し
入
れ
が
あ
り
盛
り
上

が
っ
た
。
逍
遙
歌
斉
唱
、
万
歳
三

唱
、
閉
会
の
言
葉
で
無
事
終
わ
っ

た
。お

開
き
に
な
っ
て
か
ら
も
、
会
場

内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
団
ら
ん
が
続

い
て
お
り
、
遅
く
ま
で
同
期
会
、
二

次
会
が
続
い
た
と
聞
い
て
い
る
。

（
野
尻
悦
三
）

同
窓
生
意
識
で
す
ぐ
打
解
け

Ｏ
Ｂ
・
現
役
32
人
が
集
う

４
月
21
日
に
１
０
０
周
年
記
念
会

館
・
レ
ス
ト
ラ
ン
紫
紺
で
開
催
し
た

心
理
学
教
育
学
研
究
部
懇
親
会
も
、

今
回
で
４
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
千
葉
、
神
奈
川
、
静
岡
、
福

井
、
岡
山
な
ど
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、

卒
業
生
29
人
、
現
役
生
３
人
の
総
勢

32
人
の
出
席
で
あ
っ
た
。

桜
の
下
17
人
が
腕
競
う

春
季
ゴ
ル
フ
親
睦
会
開
催

神
奈
川
支
部
（
重
延
義
樹
支
部

卒
業
以
来
、
初
め
て
来
学
の
Ｏ
Ｂ

も
お
ら
れ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
貌

す
る
学
園
に
感
動
・
驚
嘆
さ
れ
て
い

た
。年

齢
差
の
あ
る
出
席
者
同
士
も
、

心
理
研
の
同
窓
生
と
い
う
事
で
、
す

ぐ
に
打
ち
解
け
て
、
各
自
の
近
況
報

告
や
、
在
部
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等

を
出
席
者
一
同
、
我
が
事
の
様
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
現
役
部
員
か
ら
は
現
状
の

研
究
テ
ー
マ
の
紹
介
が
あ
り
、
現
役

部
員
の
研
究
活
動
へ
の
さ
さ
や
か
な

援
助
と
し
て
、
出
席
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

か
ら
は
カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
学
歌
・
逍
遙
歌
を
斉
唱

し
、
名
残
を
惜
し
み
つ
つ
、
次
回
の

再
開
を
約
束
し
て
散
会
し
た
。

次
回
の
開
催
日
は
、
未
定
で
す

に
は
、
当
会
の
メ
ン
バ
ー
が
毎
号
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
嬉
し
い
限
り
だ
。

一
軸
浩
幸
当
会
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の

乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会
に
入
り
、
初

参
加
の
方
々
の
ユ
ニ
ー
ク
な
自
己
紹

介
等
も
あ
り
、
会
社
で
の
立
場
を
忘

れ
、
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
雰

囲
気
で
あ
っ
た
。

（
朝
倉
満
）

歳
も
増
え
、
薬
も
増
え
た

司
法
書
士
が
「
遺
言
の
す
す
め
」

何
か
に
つ
け
ユ
ニ
ー
ク
な
会
員
の

多
い
神
戸
三
九
会
。
毎
年
３
月
９
日

（
総
会
）
と
９
月
３
日
（
定
例
会
）
の

年
２
回
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
る

が
、
両
日
と
も
に
誕
生
日
の
者
が
い

る
と
い
う
の
も
こ
れ
ま
た
奇
遇
。

今
年
の
総
会
は
、
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
神
戸
大
使
館
に
て
開
催
、
18
人

の
出
席
が
あ
り
盛
会
裡
に
終
了
。
会

員
で
司
法
書
士
で
も
あ
る
大
野
雅
弘

君
よ
り
「
遺
言
の
す
す
め
」
に
つ
い
て

長
）
の
春
季
ゴ
ル
フ
親
睦
会
Ｋ
Ｕ
Ｋ

Ｃ
Ｕ
Ｐ
（
第
28
回
）
が
、
４
月
10
日

に
大
厚
木
Ｃ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
、
17
人

が
腕
を
競
い
、
す
ば
ら
し
い
桜
を
愛

で
な
が
ら
親
睦
を
深
め
た
。



41

委
員
長
に
就
任
し
て
初
の
大
会
。
初

参
加
者
２
人
を
含
む
15
人
が
参
加
。

あ
い
に
く
の
雨
風
、
そ
し
て
寒
さ
と

い
う
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
っ

た
が
、
全
員
真
剣
に
最
後
ま
で
プ
レ

ー
し
た
。

お
風
呂
で
身
体
を
温
め
、
コ
ン
ペ

ル
ー
ム
で
表
彰
式
を
開
催
。「
実
は

私
、
雨
男
で
ど
う
な
る
か
心
配
だ
っ

た
ん
で
す
が
、
全
員
、
無
事
ホ
ー
ル

ア
ウ
ト
で
き
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
」

と
の
藤
原
委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

入
賞
者
の
ス
ピ
ー
チ
で
も
「
思
い
出

に
残
る
プ
レ
ー
に
な
り
ま
し
た
」
と

の
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

優
勝
は
前
ゴ
ル
フ
委
員
長
の
大
倉

幾
三
郎
氏
、
準
優
勝
は
小
上
廣
之

氏
、
３
位
は
藤
原
委
員
長
と
い
う
結

果
だ
っ
た
。

次
回
は
秋
に
開
催
予
定
で
す
。
初

参
加
の
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
関
西
大
学

校
友
会
吹
田
支
部
の
公
式
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
か
ら
も
日
程
等
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
こ
篠
山
の
地
は
、
桜
が
満
開
で

参
加
者
全
員
を
温
か
く
歓
迎
し
て
く

れ
、
18
ホ
ー
ル
を
堪
能
し
た
。

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
で
の
表
彰
式
と

懇
親
会
に
移
り
、
優
勝
は
ダ
ブ
ル
ペ

リ
ア
で
参
加
し
た
池
田
支
部
の
水
本

武
氏
、
準
優
勝
は
初
参
加
の
名
川
泰

二
氏
、
３
位
は
桜
井
俊
夫
氏
だ
っ

た
。
ま
た
、
懇
親
会
で
は
初
参
加
者

の
自
己
紹
介
や
プ
レ
ー
の
反
省
、
ま

た
、
雑
談
な
ど
の
楽
し
い
会
話
に
花

が
咲
い
た
。

次
回
・
秋
開
催
は
、
第
30
記
念
ゴ

ル
フ
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
ゴ
ル
フ
代
表
幹
事
　
山
下
清
景
）

悪
天
候
の
中
全
員
が
健
闘

優
勝
は
大
倉
前
委
員
長

吹
田
支
部
（
奥
谷
英
夫
支
部
長
）

で
は
、
第
41
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を

４
月
22
日
に
オ
レ
ン
ジ
シ
ガ
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
た
。

今
回
は
、
藤
原
輝
之
氏
が
ゴ
ル
フ

〈各地支部だより〉

プ
レ
ー
後
の
パ
ー
テ
ィ
で
表
彰
式

と
懇
談
会
を
行
っ
た
。
優
勝
は
、
永

原
博
（
46
工
）、
準
優
勝
白
神
利
昭

（
45
商
）、
加
藤
義
隆
（
34
史
）、
ベ
ス

グ
ロ
は
、
藤
崎
武
士
（
38
経
）
で
し

た
。秋

季
は
、
千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川

の
３
支
部
合
同
の
コ
ン
ペ
が
企
画
さ

れ
て
い
る
旨
を
世
話
役
・
藤
本
國
士

（
42
経
）
副
支
部
長
か
ら
発
表
が
あ

り
、
次
回
に
も
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
つ
つ
帰
路
に
着
い
た
。

（
広
報
・
世
話
役
　
田
中
潤
一
・
56

工
）

支
部
長
杯
コ
ン
ペ
に
24
人

桜
満
開
の
青
山
台
Ｇ
Ｃ
で

４
月
17
日
、
第
29
回
川
西
支
部

支
部
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、
青
山

台
Ｇ
Ｃ
で
猪
名
川
、
池
田
、
箕
面
支

部
か
ら
７
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

総
勢
24
人
に
て
賑
や
か
に
楽
し
く
開

催
し
た
。

（
副
幹
事
長
　
渡
邊
善
孝
）

（
日
隆
産
業
・
谷
康
司
＝
06
―
６
３

２
９
―
４
４
２
４
）

名
門
茨
木
Ｃ
Ｃ
で
春
コ
ン
ペ

優
勝
は
前
回
に
続
き
大
川
氏

経
済
人
ク
ラ
ブ
（
西
村
太
一
会
長
）

春
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、
名
門
茨
木

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
３
月
28
日
に

初
参
加
を
含
む
16
人
で
開
催
さ
れ

た
。昨

年
に
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
西
コ
ー
ス
は
、
距
離
も
あ
り
、
絶

妙
な
位
置
に
設
置
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
、

難
し
い
ピ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
参
加
者

の
多
く
が
苦
し
め
ら
れ
た
が
、
優

勝
・
べ
ス
グ
ロ
は
前
回
に
引
き
続
き

大
川
高
史
氏
、
２
位
は
秋
葉
明
氏
、

３
位
は
西
野
修
氏
で
あ
っ
た
。

大
倉
幾
三
郎
ゴ
ル
フ
部
会
会
長
の

進
行
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
交
流
を
図
り
、

楽
し
い
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
な
っ
た
。

な
お
、
今
回
の
様
子
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

良縁お世話致します 良縁お世話致します 
特
許
番
号
第
2
5
3
5
6
7
4
号
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◇
茨
木
市
長
に
木
本
保
平
氏
が

初
当
選

任
期
満
了
に
伴
う
茨

木
市
長
選
挙
は
、
４
月
８
日
投

開
票
さ
れ
、
無
所
属
新
人
で
前

市
議
の
木
本
保
平
氏
（
き
も
と
・

や
す
ひ
ら
＝
昭
42
学
文
新
）
が
初

当
選
を
飾
っ
た
。

野
村
宣
一
市
長
（
昭
40
学
法
）

の
引
退
を
受
け
て
新
人
４
人
の

闘
い
と
な
っ
た
が
、
木
本
氏
は

大
阪
維
新
の
会
か
ら
支
部
レ
ベ

ル
の
推
薦
を
受
け
て
激
戦
を
制

し
た
。

木
本
氏
は
、

昭
和
46
年
４

月
に
茨
木
市

議
会
議
員
に

初
当
選
以
来
、

11
期
市
議
会
議
員
を
務
め
、
そ

の
間
３
回
議
長
を
務
め
て
い
る
。

67
歳
。

◇
上
新
電
機
社
長
に
中
嶋
克
彦

氏
就
任

６
月
28
日
付
。
中
嶋

克
彦
氏
（
な
か
じ
ま
・
か
つ
ひ

こ
＝
昭
51
学
法
）
は
、
昭
和
51

年
上
新
電
機
入
社
。
平
成
４
年

大
塚
商
会
に
移
り
、
平
成
８
年

取
締
役
、
12
年
常
務
取
締
役
。

22
年
10
月
か
ら
上
新
電
機
顧

問
。
59
歳
。

◇
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
東
北
社
長
に

神
吉
利
幸
氏
就
任

４
月
１
日

付
。
神
吉
利
幸
氏
（
か
み
よ
し
・

と
し
ゆ
き
＝
昭
54
一
高
・
58
学

法
）
は
、
昭
和
58
年
積
水
化
学

工
業
入
社
。
平
成
21
年
セ
キ
ス

イ
ハ
イ
ム
東
北
取
締
役
、
23
年

常
務
。
51
歳
。

◇
さ
い
た
ま
地
検
検
事
正
に
大

仲
土
和
氏
就
任

４
月
10
日

付
。
大
仲
土
和
氏
（
お
お
な
か
・

つ
ち
か
ず
＝
昭
48
学
法
）
は
、
昭

和
57
年
４
月
任
検
事
・
大
阪
地

検
。
そ
の
後
、
各
地
の
地
検
検

事
、
総
務
部
長
、
次
席
検
事
等

を
経
て
、
平
成
21
年
１
月
大
分

地
検
検
事
正
、
22
年
４
月
岡
山

地
検
検
事
正
、
23
年
８
月
最
高

検
検
事
、
同
月
11
日
付
で
総
務

部
長
。
62
歳
。

る
た
め
の
「
思
考
ス
キ
ル
」
を
習

得
す
る
学
習
を
「
ミ
ュ
ー
ズ
学
習
」

と
名
付
け
、
全
て
の
教
科
等
の
学

習
に
も
活
か
せ
る
よ
う
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。

研
究
を
始
め
て
日
も
浅
く
、
全

て
の
教
科
や
単
元
に
効
果
的
か
ど

う
か
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
開
校
年
度
よ
り
２
月
初
旬

関
西
大
学
初
等
部
著

「
関
大
初
等
部
式

思
考
力
育
成
法

―
め
ざ
せ
！
考
え
る
達
人
―

」

さ
く
ら
社
　
刊

定
価
１
７
０
０
円
＋
税

２
０
１
０
年
４
月
に
、
関
西
大

学
の
初
め
て
の
小
学
校
と
し
て
誕

生
し
た
関
西
大
学
初
等
部
で
は
、

大
学
の
学
是
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る
「
学
の
実
化
」
を
受
け
、
初
・

中
・
高
の
一
貫
教
育
を
通
じ
、

「
確
か
な
学
力
」「
国
際
理
解
力
」

「
健
や
か
な
体
」「
情
感
豊
か
な
心
」

を
育
み
、「
高
い
人
間
力
」
を
持
っ

た
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。

山
本
雅
男
（
商
）
が
獲
得
し
た
。

次
回
10
月
17
日
（
水
）
花
屋
敷
ひ

ろ
の
コ
ー
ス
で
の
再
会
を
約
し
散
会

し
た
。

（
日
高
由
雄
）

（
高
橋
一
夫
＝
０
７
９
７
―
86
―
８

６
１
８
）

（h
ttp
://k

u
-k
eizaijin

clu
b
.jp
/

index.php

）

次
回
は
９
月
12
日
に
、
茨
木
カ
ン

ツ
リ
ー
倶
楽
部
西
コ
ー
ス
で
開
催
予

定
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。（

副
代
表
幹
事
　
村
上
康
司
）

日
和
に
恵
ま
れ
楽
し
く
プ
レ
イ

次
回
は
10
月
17
日
花
屋
敷
で

第
45
回
二
九
千
里
会
（
高
橋
一
夫

会
長
）
コ
ン
ペ
は
３
月
21
日
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
。

朝
は
肌
寒
く
感
じ
ら
れ
た
が
日
中

は
日
照
も
あ
り
、
暖
か
い
日
和
に
恵

ま
れ
プ
レ
イ
を
楽
し
ん
だ
。
成
績
は
、

優
勝
河
合
義
雄
（
経
）、
準
優
勝
と

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
松
井
勇
（
家
）、
３
位

そ
の
中
の
「
確
か
な
学
力
」
に

つ
い
て
は
、「
思
考
力
の
育
成
」
を

最
重
点
課
題
に
据
え
、
学
習
面
の

み
な
ら
ず
、
生
活
面
で
も
自
ら
主

体
的
に
考
え
る
こ
と
で
積
極
的
に

社
会
の
問
題
を
追
究
し
、
解
決
す

る
た
め
の
行
動
を
お
こ
す
子
ど
も

の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、「
考
え
る
こ
と
を

考
え
る
」
学
習
、
知
識
を
活
用
す



に
研
究
発
表
会
を
開
催
し
、
本
校

の
実
践
・
研
究
内
容
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
広
く
ご
意
見
・
ご
示
唆

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。昨

年
度
２
月
４
日
に
開
催
し
た

第
２
回
の
研
究
発
表
会
に
お
い
て

は
、
初
等
部
が
取
り
組
む
「
思
考

力
育
成
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
提
案

と
し
て
、『
関
大
初
等
部
式
思
考

力
育
成
法
―
め
ざ
せ
！
考
え
る
達

人
―
』
を
発
行
し
、
全
国
に
向
け

て
関
西
大
学
初
等
部
の
考
え
方
を

示
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
一
読
い
た
だ

き
た
い
。

（
初
等
部
校
長
　
田
中
明
文
）

永
田
憲
史
（
法
学
部
准
教
授
）
著

『
わ
か
り
や
す
い

刑
罰
の
は
な
し

―
死
刑
・
懲
役
・
罰
金
―
』

関
西
大
学
出
版
部
　
刊

定
価
１
５
７
５
円
（
税
込
）

本
書
は
「
刑
罰
の
は
な
し
」
と

題
す
る
が
、
刑
罰
そ
の
も
の
だ
け

で
は
な
く
、
日
本
の
刑
事
制
度
の

重
要
な
部
分
に
つ
い
て
広
く
基
本
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的
な
知
識
を
提
供
す
る
書
物
で
あ

る
。
全
体
が
４
章
構
成
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
独
立
し
た
内
容
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
関
心
の
あ
る
章
か
ら

読
み
始
め
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

１
章
「
刑
罰
を
言
い
渡
す
手
続

き
の
は
な
し
」
で
は
、
日
本
の
刑

事
手
続
の
主
な
内
容
や
裁
判
傍
聴

の
ヒ
ン
ト
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
章
「
死
刑
の
は
な
し
」
は
、
日

本
の
裁
判
で
死
刑
が
言
い
渡
さ
れ

る
基
準
や
、
無
期
懲
役
の
運
用
の

実
情
な
ど
、
潜
在
的
な
裁
判
員
候

補
者
に
と
っ
て
関
心
の
あ
る
事
項

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
死
刑
の
選

択
基
準
を
被
害
者
の
人
数
で
表
す

と
、
他
の
事
情
が
平
均
的
な
ら

「
２
・
５
人
の
殺
害
」
に
相
当
す

る
、
と
の
説
明
は
著
者
の
工
夫
の

産
物
で
あ
り
、
直
観
的
に
わ
か
り

や
す
い
。
実
は
、
本
章
の
内
容
は

著
者
の
専
門
的
な
研
究
を
背
景
と

し
、
学
術
的
価
値
も
極
め
て
高
い

も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
勉

強
し
た
い
方
は
、
著
者
の
論
文
集

『
死
刑
選
択
基
準
の
研
究
』（
２
０

１
０
）
を
参
照
さ
れ
る
と
よ
い
だ

ろ
う
。
３
章
「
懲
役
の
は
な
し
」

で
は
、
裁
判
員
裁
判
で
言
い
渡
さ

れ
る
こ
と
の
最
も
多
い
刑
罰
で
あ

る
懲
役
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
ど
の

よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
、

興
味
深
く
示
し
て
い
る
。
４
章

「
罰
金
の
は
な
し
」
は
、
一
般
の
人

が
科
さ
れ
る
可
能
性
の
最
も
高
い

刑
罰
で
あ
る
罰
金
の
制
度
に
つ
い

て
解
説
し
て
い
る
。

新
書
の
よ
う
な
感
覚
で
読
む
こ

と
が
で
き
、
裁
判
員
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
一
般
市
民
や
、
法
学

部
・
法
科
大
学
院
で
こ
れ
か
ら
勉

鳥
飼
黎
明
（
と
り
か
い
・
れ
い
め

い
＝
昭
30
学
経
、
元
西
宮
市
議
会

議
員
）
平
成
23
年
７
月
29
日
死
去
。

82
歳
。
西
宮
市
。

下
野
大
七
（
し
も
の
・
だ
い
し
ち
＝

昭
16
専
２
国
）
８
月
30
日
死
去
。

92
歳
。
寝
屋
川
市
。

福
田
公
夫
（
ふ
く
だ
・
き
み
お
＝
昭

27
学
経
、
極
東
代
表
取
締
役
社
長
）

12
月
９
日
死
去
。
84
歳
。
尼
崎
市
。

國
本
幸
四
郎
（
く
に
も
と
・
こ
う
し

ろ
う
＝
昭
26
専
１
経
）
平
成
24
年

１
月
８
日
死
去
。
82
歳
。
神
戸
市
。

古
橋
友
次
（
ふ
る
は
し
・
と
も
じ
＝

昭
18
専
２
経
）
１
月
29
日
死
去
。

89
歳
。
大
阪
市
。

武
田
英
司
（
た
け
だ
・
え
い
じ
＝
旧

姓
・
高
林
、
昭
16
大
予
２
・
18
大

経
）
２
月
10
日
死
去
。
89
歳
。
奈

良
市
。

野
崎
敏
夫
（
の
ざ
き
・
と
し
お
＝
昭

26
学
法
、
校
友
会
代
議
員
、
学
部

26
年
会
副
幹
事
長
）
２
月
24
日
死

去
。
84
歳
。
吹
田
市
。

羽
田
栄
一
（
は
だ
・
え
い
い
ち
＝
昭

16
専
１
商
）
２
月
27
日
死
去
。
92

歳
。
佐
世
保
市
。

中
江
秀
實
（
な
か
え
・
ひ
で
み
＝
昭

14
専
２
商
）
３
月
７
日
死
去
。
97

歳
。
神
戸
市
。

小
橋
友
明
（
こ
は
し
・
と
も
あ
き
＝

昭
19
専
２
経
、
枚
方
支
部
相
談
役
）

３
月
12
日
死
去
。
88
歳
。
枚
方
市
。

丸
山
勝
茂
（
ま
る
や
ま
・
か
つ
し

げ
＝
昭
56
学
商
、
関
西
大
学
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
事
務
局
次
長
）
３
月
16

日
死
去
。
53
歳
。
宝
塚
市
。

福
永
利
一
（
ふ
く
な
が
・
と
し
か

ず
＝
昭
28
学
経
、
元
校
友
会
常
議

員
、
元
吹
田
支
部
幹
事
長
）
３
月

17
日
死
去
。
82
歳
。
奈
良
市
。

宮
川
龍
太
郎
（
み
や
が
わ
・
り
ょ
う

た
ろ
う
＝
昭
32
学
文
新
、
元
近
鉄
興

業
取
締
役
・
近
鉄
劇
場
支
配
人
、

元
岸
和
田
市
文
化
財
団
理
事
）
３

月
17
日
死
去
。
80
歳
。
岸
和
田
市
。

仲
　
　
實
（
な
か
・
み
の
る
＝
昭
９

大
予
・
12
大
法
）
３
月
25
日
死
去
。

98
歳
。
富
田
林
市
。

青
山
吾
郎
（
あ
お
や
ま
・
ご
ろ
う
＝

昭
45
学
経
、
元
柏
原
市
役
所
勤
務
、

応
援
団
Ｏ
Ｂ
長
柄
会
参
与
、
校
友

会
代
議
員
）
３
月
29
日
死
去
。
64

歳
。
富
田
林
市
。

峰
本
方
幸
（
み
ね
も
と
・
ま
さ
ゆ

き
＝
昭
38
一
高
・
43
学
工
電
、
ジ
ェ

イ
エ
フ
テ
ィ
代
表
取
締
役
、
元
校
友

会
代
議
員
）
４
月
12
日
死
去
。
67

歳
。
池
田
市
。

伊
丹
啓
次
（
い
た
み
・
け
い
じ
＝
昭

４
専
法
、
伊
丹
ビ
ル
代
表
取
締
役
、

元
豊
中
市
議
会
議
員
、
元
豊
中
支

部
顧
問
、
元
校
友
会
代
議
員
）
４

月
19
日
死
去
。
１
０
６
歳
。
豊
中

市
。

強
し
よ
う
と
い
う
学
生
、
留
学
生

に
も
役
立
つ
一
冊
で
あ
る
。

（
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
　

高
山
佳
奈
子
）
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掲載は、組織名、開催日時、場所
（会費、連絡先・電話番号）の順。

【本部関係】
第28回支部対抗親睦ゴルフ大会 5月15日（火）天野山カン
トリークラブ

第99回定時代議員会 6月9日（土）午後1時　千里山キャ
ンパス・100周年記念会館

平成24年度全国組織代表者会議 7月7日（土）午後1時
千里山キャンパス・100周年記念会館（参加者は地域支部に
限定、分科会討議）

天神祭船渡御奉拝船「関大丸」就航 7月25日（水）午後5
時　大川

平成24年度校友総会 10月21日（日）午後０時半　千里山
キャンパス・BIGホール100 議題＝任期満了による代議員の
改選について

若手校友落語家支援「関大寄席」 10月28日（日）午前9時
半　天満天神繁昌亭

【地域支部】
和泉支部総会 6月2日（土）午前11時半　場所未定（山本
邦夫＝0725―57―2761）

九州・沖縄、広島、山口支部対抗ゴルフ大会・懇親会 6月2
日（土）熊本空港カントリークラブ（熊本支部長・野々口瑞
穂＝096―384―3223）

福島支部総会 6月16日（土）午後6時　ホテル阪神・12Ｆ
（宮腰健次＝06―6453―0519）

八尾支部総会 6月17日（日）午前10時半　八尾文化会館・
プリズムホール（中尾達夫＝072―998―3526）

氷上支部再建総会 6月17日（日）午前11時　柏原駅前・喜
作（谷垣敏一＝0795―82―2521）

豊能支部総会 6月17日（日）午前11時　妙見口・かめたに
本店（小林宣博＝072―738―7473）

北支部総会 6月22日（金）午後6時　ハービス大阪6階・ガ
ーデンシティクラブ大阪（8千円、女性・20歳代6千円。ゲス
トは本号「きらっ人校友録」登壇のジャズボーカリスト五十
嵐あきこさん。市田事務所・市田利夫＝06―6375―1336）

神戸支部総会・懇親会 6月22日（金）午後6時半　ホテル
オークラ神戸（昭卒1万円、平1～19卒８千円、平20～24卒5
千円。東光商会FAX＝078―453―2171、ku1986@nifty.com）

堺支部総会 6月23日（土）午後4時　リーガロイヤルホテル
堺（鍋島均＝072―284―1412）

東淀川支部総会 6月23日（土）午後5時　ホテルコンソルト
新大阪（8千円。岡田＝090―8822―1771）

城東支部総会 6月23日（土）午後6時　大阪キャッスルホテ
ル・錦城閣（6千円。近藤正昭＝06―6935―5545）

東大阪支部総会 6月23日（土）午後6時半　ホテルアウィー
ナ大阪（岩　事務所・岩　英夫＝072―966―0111）

摂津支部総会 6月23日（土）午後6時半　摂津市立コミュ
ニティプラザ（エイブル・阿部賞久＝072―657―9891）

和歌山支部総会 6月24日（日）午前11時　ダイワロイネッ
トホテル和歌山（長谷川冷機・赤井雅哉＝073―436―2125）

鶴見・都島支部合同総会 6月30日（土）午後6時　大阪キ
ャッスルホテル・錦城閣（鶴見・追匡＝06―6961―7363、都
島・香西安勝＝06―7652―9703）

泉大津支部創立50周年記念総会 7月1日（日）時間未定
ホテルレイクアルスターアルザ泉大津（深井亀治＝0725―56
―1226）

豊中支部総会 7月7日（土）午後5時　千里阪急ホテル（横
畠正秀＝06―6331―2275）

岡山支部総会 7月7日（土）午後5時半　メルパルク岡山
（ユアーズコンサルティング＝086―250―5592）

京都支部総会 7月7日（土）午後6時　リーガロイヤルホテ
ル京都（大西康治＝075―691―3513）

富田林支部総会 7月15日（日）午前10時半　富田林市民会
館（野島努＝0721―23―3190）

伊丹支部総会 7月20日（金）午後6時　伊丹市産業・情報

センター6階（5千円。ヒラク・加藤拓＝072―785―5507）
富山県支部総会 7月28日（土）午前11時半　JR富山駅北・
オークスカナルパークホテル富山（高橋正＝076―475―5726）
香川支部総会 7月28日（土）午後4時半　全日空ホテルクレ
メント高松（金星タクシー・川　有二＝087―821―7070）
北九州支部総会 7月28日（土）午後6時半　リーガロイヤル
ホテル小倉（7千円、女性・平成20年以降卒3千500円。西原
正人＝093―771―5209）
福岡千里会創立90周年記念総会 8月4日（土）午後6時
グランドハイアット福岡（7千円、女子校友4千円。新卒・現
役無料。安藤造園土木・白木成光＝092―841―4141）
茨木支部総会 8月9日（木）午後6時半　場所未定（別處了
一＝072―634―6613）
熊本県支部総会 8月11日（土）午後7時　熊本ホテルキャッ
スル（野々口瑞穂＝096―384―3223）
佐賀千里会総会 8月19日（日）午前11時半　櫓庵路（ろあ
じ）（6千円。松永久光＝0952―53―2190）
宮崎千里会総会 8月25日（土）午後6時半　場所未定（前
村幸夫＝0985―28―2232）
愛知支部総会 9月7日（金）午後6時　名古屋観光ホテル
（知多工業・森田敏二三＝0562―33―5822）
明石関大クラブ総会 9月8日（土）午後5時半　ＪＲ明石駅
北・グリーンヒルホテル明石（ふじもと法律事務所＝078―
917―7481）
吹田支部総会　9月22日（土）午後2時　メイシアター（日隆
産業・谷康司＝06―6329―4424）

【職域会ほか団体】
関大大阪倶楽部春の総会 6月2日（土）午前9時　太融寺北
出発（平清盛歴史館→舞子ビラ神戸→須磨海浜水族館）（校
友会事務局＝06―6368―0041）
イエローサブマリンテニスクラブ35周年記念総会 6月2日
（土）午後6時半　関大前・串松（潤井寛＝090―2117―
8193）
天六同友会・応援団ＯＢ長柄会・スポーツマンクラブ3部合
同ゴルフコンペ 6月7日（木）午前8時　愛宕原ゴルフ倶楽部
（天六同友会・寺岡源司＝06―6954―9788）
学部27年会卒業60周年記念総会 6月12日（火）午前11時
大阪新阪急ホテル（畑下公認会計士事務所・畑下辰典＝06
―6773―3871）
土木工学88入学生同窓会　6月16日（土）午前10時　校
友・父母会館、校友会会議室
天六同友会総会 6月16日（土）午後3時半　シティプラザ大
阪（寺岡源司＝06―6954―9788）
経済人クラブ第195回例会 6月25日（月）午後6時　大阪
新阪急ホテル・花の間（校友会事務局＝06―6368―0041）
葦文会総会 6月30日（土）午前11時半　校友・父母会館、
校友会会議室（三坂友章＝0797―85―8031）
博修士会総会・講演会 7月1日（日）午前11時　ホテル阪
神（システム理工学部専任講師　緒方正則＝06―6368―
1121）
女子秀麗会総会・講演会 7月1日（日）午前11時　ホテル
阪神（仁井ひろみ＝06―6922―6806）
スポーツマンクラブ七夕総会 7月7日（土）午後7時　場所未
定（関西舶用＝06―6572―1021）
司法書士関大会合格祝賀会 7月14日（土）午後6時　大阪
キャッスルホテル（中村博司法書士事務所＝06―6705―
5678）
自動車関大会総会 7月18日（水）午後6時45分　ホテル大
阪ベイタワー（大阪トヨタ自動車・中野吾一＝06―6451―
6853）
経済人クラブ第196回特別例会 7月21日（土）午後4時
神戸酒心館（校友会事務局＝067―6368―0041）
廣田君美先生の「米寿」を祝う会 8月26日（日）正午　ホ
テルグランヴィア京都（1万円。大阪国際大学・山野晃研究
室＝090―5011―1452、a-yamano@ic.oiu.ac.jp）
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教
室
と
世
の
中
の
懸
け
橋
と

な
る
社
会
科
授
業
の

実
践

２
０
１
１
年
７
月
、

日
本
教
育
界
最
高
の
賞
と

評
さ
れ
る
「
読
売
教
育
賞
」

（
社
会
科
教
育
部
門
）
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。（
テ
ー
マ
「
教
室
と
世
の

中
の
津
梁
（
懸
け
橋
）
と
な
る
社
会
科
授
業

の
実
践
〜
沖
縄
で
世
の
中
の
問
題
と
主
体
的

に
向
き
合
う
〜
」）

今
私
が
め
ざ
す
社
会
科
教
育
は
、
世
の
中

の
生
き
た
知
識
と
教
室
の
子
ど
も
た
ち
が
つ

な
が
っ
た
、
新
し
い
授
業
ス
タ
イ
ル
の
実
践

で
す
。
世
の
中
と
教
室
の
懸
け
橋
と
な
る
こ

と
が
社
会
科
教
員
と
し
て
の
自
分
の
役
割
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
授
業
に
は
教
師
と
は
違
う
様
々

な
大
人
が
参
加
し
、
世
の
中
の
知
識
を
教
室

に
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
死
刑
制

度
を
学
ぶ
授
業
で
は
弁
護
士
、
国
際
協
力

を
扱
う
時
間
に
は
世
界
で
活
躍
す
る
医
師
、

宗
教
を
学
ぶ
授
業
で
は
タ
イ
の
僧
侶
な
ど
、

数
え
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
多
く
の
方
々
に

授
業
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
沖
縄
が
抱
え
る

地
域
の
問
題
を
中
心
に
取
り

上
げ
、
生
徒
た
ち
が
そ
の
解

決
に
向
け
て
具
体
的
な
提
案

ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄

の
観
光
に
つ
い
て
は
、
そ
の

現
状
を
調
査
し
、
新
し
い
旅

行
プ
ラ
ン
を
旅
行
業
界
に
プ

レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
。

ま
た
沖
縄
の
厳
し
い
雇
用

情
勢
を
受
け
、
沖
縄
県
知
事

に
若
者
の
就
労
意
識
を
高
め

る
新
事
業
を
提
案
し
ま
し
た
。

現
在
そ
の
取
り
組
み
が
県
の

助
成
事
業
の
認
定
を
受
け
、

中
学
生
た
ち
が
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

中
学
生
た
ち
が
教
室
で
世

の
中
の
問
題
と
向
き
合
い
、

そ
こ
で
獲
得
し
た
知
識
と
知
恵
を
実
社
会
に

向
け
て
積
極
的
に
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

彼
ら
中
学
生
の
行
動
が
沖
縄
の
社
会
を
少

し
ず
つ
動
か
し
始
め
て
い
る
の
で
す
。

き
っ
か
け
は
大
学
時
代
に
出
会
っ
た

オ
キ
ナ
ワ

沖
縄
と
の
出
会
い
は
大
学
時
代
に
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
生
涯
の

恩
師
と
な
る
田
中
欣

和
教
授
（
現
関
西
大

学
名
誉
教
授
）
の
ゼ

ミ
を
選
択
し
た
こ
と

で
、
自
分
と
沖
縄
が

つ
な
が
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
ゼ

ミ
で
は
毎
年

の
沖
縄
研
修

旅
行
が
伝
統

と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
大

学
３
回
生

の
夏
、
田
中

教
授
に
連
れ

ら
れ
訪
れ
た

沖
縄
で
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
焼
け
付
く
よ

う
な
真
夏
の
陽
射
し
の
中
、
沖
縄

北
部
の
米
軍
施
設
の
入
り
口
で
老

人
が
た
っ
た
一
人
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
な
が
ら
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

「n
o
m
ore
b
ase!

n
o
m
ore

w
ar!

」
ま
さ
に
答
え
の
出
せ
な
い
世
の
中
の
問
題

と
向
き
合
う
老
人
の
姿
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
の
私
に
と
っ
て
権
力
に
立

ち
向
か
う
市
民
の
姿
は
、
テ
レ
ビ
で
見
か
け

る
遠
く
離
れ
た
外
国
の
話
で
し
た
。
平
和
だ

と
信
じ
て
い
た
日
本
で
目
に
し
た
こ
の
光
景

は
、
日
本
の
南
の
小
さ
な
島
に
確
か
に
存
在

す
る
、
教
室
で
は
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
本

当
の
世
の
中
の
姿
で
し
た
。
そ
ん
な
現
実
世

界
に
自
分
は
生
き
て
い
た
こ
と
を
、
恥
ず
か

し
な
が
ら
こ
の
と
き
改
め
て
気
付
か
さ
れ
た

の
で
す
。

門林　良和（かどばやし・よしかず）
学校法人興南学園興南中学校社会科教諭。
2004年関西大学文学部教育学科卒業。大
学職員を経て大阪で私立学校教員となる。
2008年より同校に勤務するため沖縄に移住。
「自分が動けば、社会も動く」をモットーに、
教室で世の中の問題と主体的に向き合う人材
の育成を目指す。2011年度、日本最高の教
育賞と評される読売教育賞で最優秀賞を受
賞。沖縄から全国へ、新しい社会科授業のス
タイルを発信し続けている。1981年生まれ。
大阪府岸和田市出身。
mail：kadomail13@yahoo.co.jp

▲読売教育賞表彰式（2011.7.15）（読売新聞社提供）

▲読売新聞（2011.8.10）（読売新聞社提供）




